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１　妹がオカズになった日









「お兄ちゃんなら、いいよ」

　月明かりが差し込む真夜中のベッドの上。彼女は自ら股に手を沿わせ、その秘部を広げた。銀色の髪が枕に枝垂れ、潤んだ瞳が俺を見つめる。

「美み宇う……美宇っ……!!」

　熱を持ち、膨張する俺の肉棒は、右手によるポンプアップでさらにその硬度を高めていた。耳に直に触れる四千ヘルツの音波と四百万ピクセルの集合体が、器官を経由して俺の性器を刺激する。無垢な顔でいじらしく誘惑する彼女が、俺の大切な恋人だ。

「お兄ちゃん……んっ……ああっ……！」

　膣をこじ開けられて身悶える美宇の体は、まだ男を知らない。決して裏切ることのない、唯一無二の天使。

「はぁ……気持ちいいよ……美宇……」

「お兄ちゃんダメぇ……そんなに激しくしちゃ……あんっ……！」

「美宇……好きだっ……もう……ッ！」

「おにいちゃーん？　いるのー？」

「ああっ……み……う……？」

「お兄ちゃん？」

　その声は背後から届いた。部屋のドアがあるその方向。俺に無関心な家族は、決して開けることがないと思っていたのに。

「ぬぉぁぉあああ!?　み、美み優ゆ!?」

　ディスプレイに映る妹とは違う、俺の実の妹が立っていた。惨めに下半身を丸出しにしている俺のすぐ側で、キョトンとした愛らしい顔を俺に向けている。

「ち、ちち違うんだ！　これは決してそういうのじゃ……!!」

　妹とセックスの真っ最中の画面と、それに興奮して勃起している陰部と、どちらを隠すべきか迷って、俺はどっちつかずの手をバタつかせた。

「どう見てもそういうのにしか見えないけど」

　美優が俺のイチモツを真顔で見下ろしていた。先走りでテカった亀頭がパンパンに膨らんで、発射までもう間がなかったことを主張している。

「邪魔してごめんね。背中で隠れてたから気づかなくて。……可愛い女の子だね」

　美優は膝に手をついて画面を覗き込み、谷間を寄せながらエロシーンを観察する。

　ヘッドホンから漏れ出る切羽詰まった美宇の喘ぎ声が、会話の区切りに生まれた沈黙に響いて、居心地の悪さに喉が渇いた。テキストとは無関係に流れる音声は、オート機能を停止しても永遠に流れ続けていた。

「もう出そうだったの？」

「ち、違っ……く、はないが……」

「ふーん。そうなんだ」

　妹は落ち着いた声音で、また俺のペニスに目を落とした。充血した男性器を目にしても、動じることのない大きな瞳。血の繋がりを無視して俺を誘惑してくる艶やかな肌、黒い髪。その手のひらに余るほど肉づいた胸と、引き締まった体は、いったい誰のためにこしらえたのか。いつ男のオナニーなんて覚えたのか。

　美優とはとりわけ仲がいいわけでもなくて、引きこもり体質の俺は美優とほとんど会話をしたことがなかった。だから、美優がどんな青春を送っているのかなど、俺は知らない。それでも、いつも仏頂面の妹だし、今まで男っ気がなかったから、ずっと無垢なままだと思っていた。そんな妹が、いつの間にか男を知っていたなんて。

「お詫びに手伝ってあげようか？」

「ああ、うん。……うん？」

「じゃあちょっと失礼するね」

　美優は俺の前を横切ると、立ったままマウスを手に取って前かがみになった。パソコンからヘッドホンジャックを抜いて、準備はいいかと俺に振り向く。キュロットパンツから覗く真っ白な脚がなんとも艶かしい。

　って、待て待て。何を俺は三次元の女に、ひいては実の妹に欲情しているんだ。

「はぁうぅん……おにぃ……ちゃん……！　激しい……っ……ああっ……!!」

　カチ、カチ、と美優がゲームを進めていく。きっちりと全文字が表示され、主人公とのセックスによがるヒロインの声が流れきるのを待ってから、美優は一ページずつ丁寧にクリックをしてテキストを送った。

　え？　手伝うって、それだけ？

「手は動かさなくていいの？」

　美優はさも当然のように訊いてきた。疑問が湧きすぎて整理がつかない。この妹は実兄のオナニーを見てなんとも思わないのだろうか。

「もうちょっと待ってからのほうがいい？」

「ああ…………う、うん」

　催促されているような気がして、俺は思わずペニスに右手を添えた。実の妹の、色艶のいいふとももを見つめながら。

　いいのだろうか。二次元の恋人である妹の目の前で、実の妹をオカズにシゴくなんて。二重の罪悪感が、横隔膜のあたりからぞわぞわと迫ってくる。

「っ……ぁ……くぅ……」

　無意識に呼吸を抑えていた。右手がゆっくりと動き出して、睾丸から精液を汲み上げていく。中途半端な呼吸をしているせいで、吐息には感じているのがバレてしまいそうな声まで漏れてしまっている。

　美優が丁寧にテキストを送ってくれていることなんてお構いなしに、俺の目は実妹の脚に釘付けになっていた。お風呂上がりのリアルな女の子の生肌だった。腰あたりまで伸びた長い髪からは陽だまりみたいないい匂いがする。この妹に後ろから抱きついて思いきり呼吸をしてみたい。

　勃起したペニスにまだ血液が送り込まれていくみたいで竿が痛かった。二次元に勝るオカズなんてこの世には存在しないと思っていたのに。ヤバいくらいに興奮する。もっと美優を感じながら激しくシゴきたい。

「なぁ……美優……その……」

「ん？　出そう？」

「ああ……ただ……出す場所が……」

　ふとももにぶっかけたい。この空気のままティッシュなんて取りたくもないし、床にぶちまけるのも気が進まない。

「手伝いついでに……」

　お詫びの気持ちがあるのなら、一度だけでいい。女の子に精液をかけてみたい。

「美優のふとももに出させてくれ……！」

　言ってしまった。美優が困惑に瞬きをする表情ですら、もう俺の性欲を滾たぎらせる燃料になっている。もう認めるしかない。俺は妹に興奮している。血の繋がった実の妹をオカズに、オナニーをしてしまっている。

「それはイヤ」

　妹の声音はごく平坦だった。

「えっ……？」

「えっじゃないでしょ。妹に精液をかけるなんて普通に気持ち悪いよ」

　常識的な基準じゃそうだろうけど。なら兄のオナニーを手伝う妹はどうなんだ。

「ティッシュに出すんでしょ？　ほら」

　美優は机の横に常備されている箱ティッシュを俺に手渡してきた。

　そうか。これが現実か。

「で、いつもはどうやって出してるの？」

　妹は男が精液をティッシュに出すことは知っているくせに、具体的にどうしているかは知らないらしい。なんとも偏った知識だ。これを利用しない手はない。

「普段は引き出しに引っかけて、それに出してる」

　一度もやったことはないけどな。

「そっか。クリックで手が塞がっちゃうもんね」

　美優は納得した。オート機能があるから両手は空くんだけど、黙っておこう。

「だから、もし手伝ってくれるって言うなら、ティッシュを構えてくれると助かる」

「そうなの？　こうやって前に座ってればいい？」

　美優は床にぺたん座りをして、ティッシュを一枚だけ両手の指で摘み、それを俺の前に広げた。明らかに貫通する薄さだが、この際だ。怒られるのを覚悟で出してしまえ。こんなチャンス、もう二度とは来ないだろうから。

「このまま、イクまでするからな」

　俺は右手でマウスをクリックし、左手でオナニーを再開する。兄が自らペニスを擦っている様を、美優はなんの気もなさそうに見つめていた。

　年下の可愛い女の子が目の前でオナニーを観察してくれている。こんな景色、お店でお金を出してもそう簡単にありつけるものではない。俺は確信していた。いつもの倍は出る。それを妹にぶっかけて、体中を俺の精液でベトベトにするんだ。

「あぁ……み……みゅ……」

　美宇と美優の名前が似ているのをいいことに、俺は実の妹の名前を声に出しながら竿を擦り上げた。美優に気づかれようがもうどうでもよかった。ゲームの音声なんてとっくに耳には入っていない。

　美優がペニスを眺めている。美優が瞬きをするたびに、そのリアルさが下腹部に響いて、肉棒をより大きくする。赤く充血して膨れ上がった亀頭の先から、いやらしい液体が飛び出して、俺はこれから絶頂する姿を妹に知られてしまうんだ。

「ぁ……くぅ……美優…………もう……！」

　射精はもう止まらないところまで迫ってきていた。手を離そうが、根元を掴もうが、妹の眼前で射精する未来は変えられない。その瞬間を想像するだけで、喉が灼けるほどの罪悪感に俺は奮い立った。

「美優……出っ……出るッ……ああぁっ……!!」

　すぐさま右手に切り替えて全力でペニスを擦った。より多くの精液が吐き出されるように、より勢いよく精液が発射されるように。

　陰嚢がキュッと引き上がって、ドロドロと熱い粘性が尿道を通り抜ける感覚がはっきりとわかった。鈴口から飛び出した精液は想像していた通りにティッシュを突き破って、美優の体中に俺の遺伝子を染みつけていく。
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「ああっ……まだ、出るッ……！」

　ここまで興奮の絶頂に至った射精が、一回の発射で収まるはずもなく。ドクッ、ドクッ、と肉棒の血脈から振動が響いてきて、そのたびに大量の精液を射出した。ようやく痙攣の収まった先っぽからは、だらしなく精液の残滓が竿を伝って流れていた。

「あっ……もー！　出しすぎだよお兄ちゃん。服についちゃったじゃん」

　美優の至るところに白濁色の粘液が飛び散っていた。美優は頬にかかった精液を掬い上げて、上目遣いに俺を睨む。普通に怒られた。ポイントが若干ズレていたような気もしたが。心地のいい脱力感に包まれて、俺は話の半分も聞いてはいなかった。




　それから、しばらく気まずい距離感が続いて──実のところ前からそうだったから何も変わってはいないんだが──数日が経ったある日のこと。

　俺の身にのっぴきならない事態が差し迫っていた。

「はぁ……美宇……美宇っ……！」

　学校から帰ってきてすぐに妹が帰ってきていないことを確認し、エロゲで抜くことにした俺だったが、いくらペニスを擦っても射精感が湧いてこない。イチモツはこれでもかというほどイキリ立っているのに。

「くっ……はぁ……クソッ……なんでだ……！」

　お気に入りのエロシーンでもダメ。ローションを使ってもダメ。終いには長らく封印していたオナホまで取り出して刺激の限りを与えたが、逆に疲れが溜まって硬さを失っていくばかりだった。

　原因はわかっている。美優のせいだ。美優にぶっかけをしてから、この数日間で一度だけ抜いた。その実妹をオカズにして。

　白状するが、ペニスを握り込んでのオナニーなんて刺激が強すぎてできなかった。指先で軽く擦るだけでさえ、必死にイクのを我慢しても一分も持たなかったほどだ。それぐらい美優をオカズにしてのオナニーは気持ちよかった。

「何をやってんだ俺は……」

　焦りと虚しさで、俺はついに手の動きを止めた。エロゲの画面を閉じて、二階の洗面台で股間に付着したローションを洗い流し、風呂にでも入ろうと階段を降りる。

「あ、お兄ちゃん。いたんだ」

　水分補給をしようとリビングに寄ったところ、ソファーで制服姿の美優が仰向けに寝転んでいた。漫画を手に持って、帰宅してからしばらくの間、横になって読んでいたらしい。抜くのに必死で帰ってきたことに気づかなかった。

　危なかった。またオナニーを見られるようなことになっていたら……。

　次は、どんなことをしてもらえたのだろうか。

「ああ。美優も、いたんだな」

　俺はいつも通りのコミュ障を発揮して返事をした。あんなことがあっても普通に声をかけてくれるもんなんだな。避けられてると思い込んでいたが、そういえば別に美優には中傷されたことも嫌みを言われたこともなかった。

「……なんの、漫画。読んでるんだ？」

　勇気を出して話しかけてみた。それから、俺は冷蔵庫から缶ジュースを取り出して、ソファーの足に背中を預ける。

「ハーフゲームっていう超能力推理モノ」

「へぇ」

　知らない漫画だったから話を続けられなかった。漫画はたくさん読んできたから、話題についていける自信があったのに。好き嫌いせずに流行は追いかけないとな。

　それから、沈黙が続いて、俺は手慰みに缶ジュースを飲む。缶をテーブルに置いてから、またソファーの足にもたれると、それはつい目に入ってしまった。

（女の子の制服……生足……えっろいなぁ）

　三次元なんてクソだと思っていた。それでも、道行く女子学生のことは目で追っていた。どれだけ二次元にハマっても、体は正直だった。その証拠に、すっかり元気をなくしていたはずの股間が、立派なテントを張っていた。

（ヤバい……美優がこっちを向いたら勃ってるのがバレる……）

　それでも動けなかった。急に立ち上がって移動したり、体勢を変えて股間を隠すのは不自然だ。なにより、俺の中に芽生えたよからぬ感情が、この場から逃げ出すことを許さなかった。

（シゴきたい……また美優が見てる前で射精したい……）

　疲弊して萎んでいたはずの肉棒が、また痛いくらいに怒張していた。はち切れんばかりとはこういうものを指すのだろう。平均的なサイズしかないはずなのに、今は自分のイチモツが立派に感じられる。妹のふとももの隙間から見えるパンツがやたらとエロかった。下着なんて毎日のように洗濯物で目にしていたのに。

「美優……」

　このときの俺は、どうかしていたんだと思う。

「なにー？」

　漫画を読みながら声を返す美優。直接的な接触がなかったとはいえ、兄のオナニーを手伝える妹だ。そこには、半ば確信的なものがあった。

「このまま抜いてもいい？」

　その言葉を聞いて、美優はようやく俺に視線を向けた。

　俺の、勃起したペニスが支える、そのテントの頂きを。

「別にいいけど」

　素っ気ない返事でオーケーされた。美優はまた漫画を読んでいる。どういうわけだか許可をもらうことができてしまった。

　しかし、パンツを脱ぐのにはためらいがあった。最初から秘部を露出させていた前回とは違って、今回は自分でモノを曝け出さなければならない。

　それは同時に、俺が妹を性的対象として認める行為でもあった。これまで現実はクソだと吐き捨てていた、熱心な二次元信仰者である俺が、たった一度オナニーを見られただけでここまで堕ちてしまうなんて。

「じゃあ、するからな」

　まずはズボンを脱いだ。美優は俺の動きを感じ取って股間を一瞥してきたが、態度を変える様子はなかった。となればもう完全なる合意だ。俺はパンツも脱ぎ去って、情欲にまみれた愚息を晒した。その直立した肉棒を握って、美優の脚を凝視する。手が動くまではすぐだった。

「はぁ……はぁ……っ……」

　声なんて一人でしているときは出ないはずなのに、どうしてか美優が相手になると吐息を抑えきれない。頭が変になって、どんどん快感が増していく。

「なあ、美優…………脚に触ってもいい……？」

　女体に触れる。それは三次元を否定してきた俺が、ずっと禁忌としてきた行い。その感情の裏で、興味は膨れ上がっていた。

「それはダメ」

　きっぱりと断られた。そうか。ならばもうこの際だ。思う存分に視姦してやる。俺はもう妹をオカズと認めて自慰に浸っている。しかも、その本人を目の前にして。さっきまではあれだけシゴいても出なかったのに、もう射精したくてたまらない。

「ふぅ……ぅ……はぁ……」

　血液を絞り上げて、真っ赤になった亀頭が、早く射精しろとシグナルを送ってくる。パンツが埋もれるほどむっちりしたふとももの付け根を拝みながら、膝下までを覆う黒ソックスの匂いも遠慮せずに嗅いで、もうわけがわからないくらいに興奮していた。

「ぁ……美優……ティッシュが……」

　出す場所がない。ふとももに出すことは断られたし、服にかかるのも怒られた。そのままリビングに放てば、精液がカーペットに染みついてしまう。

「美優……もう……出そう……！」

「ん？　出るの？　どうしようね。漫画は借り物だから汚したら弁償だよ」

　美優はまるで他人事。自分がオカズにされているというのに。

　右手の指が強くカリ裏を擦り始め、いよいよ我慢も利きかなくなった。このままティッシュを探してきて自分で処理するのは嫌だ。美優に受け止めてほしい。あのときのように。ペニスを美優に向けて射精したい。

「美優。ごめん、漫画を置いて受け止めてくれ」

　俺は立ち上がり、ソファーに寝そべる美優の目の前でペニスをシゴいた。その姿を見て、美優も射精まで猶予がないことを感じ取ったらしい。漫画をソファーの肘掛けに置いて、受け止める準備に入った。

　だが、その対応は俺の予想を軽々と超えるものだった。

「んっ……」

　鼻にかかった声で、美優が「どうぞ出してください」という意思を俺に告げる。手を皿にして受け止めてほしいという俺の願いを、美優は勘違いして受け取ったようで。

　美優は口を開いて、俺が射精するのを待っていた。

　唾液に濡れた赤い舌が、下唇に覆いかぶさって、精液を飲む準備をしている。

「はぁ……ぐっ……美優ッ……！　出るっ…………出るぅっ……!!」

　射精するまでの制御ができなくなった瞬間の罪悪感は、前回の比にならなかった。どっぷっ、びゅっ、びゅるるるっ、びゅびゅっ──と、肉眼ではっきりと目視できるほどの白い粘液の塊が、宙を飛んで美優の口内へと入っていく。

「ぁ……んんっ……」

　さすがに美優もびっくりしたのか、わずかに目元を強こわ張ばらせた。リビングの照明に当てられ、血管の筋まで見えるピンク色の口内に、俺の精液がべったりと塗られて喉の奥へと垂れていった。

「あと少しだけ…………出る…………うっ……！」

　最後の一滴まで絞り尽くした。俺の精液が舌根で塞がった美優の喉に溜まっている。

　美優は俺の射精が止まったことを確認すると、顔を顰めながらも俺の精液を飲み下して胃に流し込んだ。

「うー……苦い……。こんなに出るものなの、精液って」

　美優が不満を言いながら俺を睨んできた。精液の味は知らなかったのか。

　口内射精が苦手な子はたくさんいるけど、この対応を見る限り、美優は飲めないタイプではないんだよな。だとしたら、そもそもこういう経験がなかったことになる。こいつは本当は、知識があるだけで男を知らないのか？　彼氏とかいるんだろうか。

「あの、美優。先っぽだけでいいから、キレイにしてくれない……？」

　俺はベタベタになった指で亀頭を撫でて、残滓に糸を引く精液を美優に見せる。ちょっとでもあの口に触れてみたい。あわよくば、お掃除ついでにフェラまで──

「それはイヤ」

　美優はまた漫画を手に取って反対側を向いてしまった。といっても、それはただフェラをしないという意思表示のようで、機嫌を損ねたわけではなさそうだった。

　基準はよくわからないけど、はっきり断ってもらえるのはありがたい。知らずに嫌われるのは困るからな。

「えっと、一つ聞いてもいい？」

「なあに？」

「精液を飲むのは嫌じゃないの？」

「別に嫌ではないよ」

　漫画を眺めながら美優はなおも澄まし顔。いつもの無機質で生真面目な美優に戻っている。でも、そんな妹が俺のオナニーを観察してくれて、精液を飲んでくれたのだと思うと、その態度にまた興奮してくる。

「まだ収まりそうになくて。出したくなったら、飲んでもらえたりする……？」

　しつこい男は嫌われる。わかってはいても、飲むことが本当に嫌じゃなければ、頼めるはずだと思った。

「うーん」

　美優は漫画のページをめくり、勃起したままの俺のペニスをチラと見やる。

「ママたちが帰ってくるまでならいいよ」

　俺の妹は素っ気なく、そう返事をした。











２　身持ちの固さと義理堅さ









　目が覚めると、朝だった。

　あたりはまだ薄暗がりの中だが、カーテンの隙間から入ってくる光の柔らかさが、それを朝日だとわからせた。

　いつも登校するために起きている時間よりも、だいぶ早い朝だろう。二度寝を決め込むに相応ふさわしい時間だが、二度寝をするにはもったいないくらいに意識は冴えていた。

「抜くか」

　不意にそう思った。ムラムラしているわけではなく、気持ちとは無関係に立ち上がっている俺の愚息を、なんとなく慰めてやりたくなった。

　俺は硬く膨張した肉棒をおもむろに握った。朝だからか力が入らない。それでも、抜くと決めた瞬間から、睾丸の内側からじわじわと刺激されているような快感が湧き上がっていた。

　これはすぐ出るかもなーなんて思いながら。まあ早く済んだら二度寝をしようと肉棒をシゴき続ける。過去にプレイしたエロゲを思い出して、それを自分の妄想の中で好きなシチュエーションに変換する。それだけで、エロ動画なんて見なくても抜くことができる。……はずだった。

　もはや過去のオカズを思い出すのが面倒だ。その代わりに、美優にオナニーを見られているのを想像するだけで、途端に射精欲がこみ上げてくる。どうやら俺の体は美優だけを射精の対象として認識してしまっているらしい。

　もしかしたら血が繋がっていないのでは、なんて、それこそエロゲらしいご都合展開を妄想しながら、俺はオートマチックに動く右手に身を委ねた。

「あー……出そう」

　キュッと玉がせり上がってくるのを感じながら、俺はティッシュの用意もせずにオナニーを続けた。

「もう出そうなの？」

　最近ようやく聞き慣れてきた、ほのぼのとした声が俺の耳に届いた。気づけば隣にある椅子に美優が座っている。間違えて妹の部屋で寝てたのか。そんなこと、一度もなかったんだけどな。

「美優に出していい？」

　行儀よく膝に手を置いて俺のオナニーを眺める妹に、また射精を受け止めてくれないかとお願いをしてみる。

「別にいいけど」

　ためらいもなく美優はそう返してきた。どういう感性をしているのかはわからないが、この妹は兄のオナニーを見るのにも精液を飲むのにも抵抗がない。決して進んでやってくれるわけではないし、たまに断られることはあるが、大抵の場合はすんなりと許諾してくれる。

　俺は布団をどかして、すっかり芯の入った剛直を上向きにした。すると、美優はベッドに近づいてきて、パンツを脱いでから制服のスカートをたくし上げた。

　そのまま美優は俺の股間部にまたがって、亀頭を自分の割れ目にあてがった。艶黒な髪が枝垂れる主張の激しい胸には、俺も通った学校のエンブレムが押し上げられている。真っ白なブラウスとプリーツスカートの組み合わせは、どうしてこうもオスの情欲を刺激するのか。

　まだ若い身でありながらも熟れたその体は、学校でもさぞ注目されていることだろう。関わりの少ない妹だが、兄としてはその容姿の耽美さに誇らしさを感じる。

「お兄ちゃんの、このまま挿れるね」

　まだあどけなさの残る秘部に、肉棒が挿入される様を、俺はただ眺めていた。ズプッ、と音が聞こえてきそうなほどの愛液が押し出されてきて、蜜壺へと入っていく竿に垂れてくる。

　膣内はぐちょぐちょだった。ほどよくほぐれた肉襞でカリを擦って、手早く事務的に射精させてしまおうと、美優はうねるような腰の動きで俺の肉棒を責め立ててくる。

「あ、やばい。すぐ出ちゃいそうだけど、これ、マズくないか」

　ゴムもつけてないし、相手は妹だし。俺、何やってんだ。

「何が？」

　美優は騎乗位で俺を見下ろしながら尋ねてくる。

「いや、なんだろう。よくわかんないけど、胸がザワザワする」

「ふーん」

　ギィ、ギィ、と安物のベッドフレームが、美優の腰の動きに合わせて軋む。

「ごめん。もう出る」

「わかった。出たら言って」

　俺の射精宣言に、美優は腰の動きを速くした。この妹は中出しされる事実を「わかった」の一言だけで済ませたのだ。

　対する俺は、自分から腰を動かすこともせず、美優の膣内に射精をするそのときを漫然と迎えようとしている。

「……って!!　ちょっ、待った!!　中出しはマズい……!!」

　瞬間、今度こそはっきりと俺の意識が覚醒した。心臓がバクバクと高鳴って、必死に妹の腰を持ち上げようとするが、まるで動かない。

「ダメだ！　美優、あぁっ……くっ……！」

　どくん、どくん、と無情にも射精のときはやってきた。肉棒は脈打って、ぬるい粘液を吐き出した俺の生殖器が、美優の膣内に入れられたままだったのか、外に脱出できたのか。

　それは、わからなかった。

「はぁ……はぁ……」

　激しく息を乱して、ぐっしょりと濡れたシャツとパンツに不快感を覚えながら、俺は今日という日の本当の朝を迎えた。俺の股の上に妹が乗っているはずもなく、そこには意外なほどに整ったままの布団が覆いかぶさっているだけだった。

「マジ……かよ……」

　呟かずにはいられなかった。同級生とセックスする妄想すら一度もしたことがなかったのに、まさか妹に中出しをする夢を見るなんて。兄として、いや、人としてどうなのだろう。

　布団を退けると、パジャマにくっきりと染みができているのがわかった。まるでおねしょをしたみたいな濡れ方だ。一、二回分どころの精液の量じゃない。この分じゃパンツなんて相当ドロドロになってるだろうな。美優の中にどんだけ射精したかったんだ俺は。

「うなされてたみたいだったけど、どうしたの？」

「なっ……美優!?　ちがっ、これは、その……!!」

　ガチャっと音がしたときには手遅れだった。ドアからすぐ見える位置にベッドがあるせいで、美優の視線は当然、びしょ濡れになった俺のズボンに向けられていた。エロゲでオナってたのを目撃されたときより何千倍も恥ずかしい。

　ああ、無理だ。さすがに今回は心が折れた。

「開けちゃマズかったかな。ごめんね」

　俺の傷心を感じ取ってか、美優が心から申し訳なさそうに謝罪をしてきた。こんなに惨めな姿を晒して、本来は俺のほうが謝るべきなのに。

　とはいえ、オナニーライフを安全に謳歌したい兄としては、ノックをしてもらえないのは由々しき問題なので訂正はしなかった。

「……シャワー、浴びてくる」

　俺は下腹部にぬめりを感じながらも体を起こす。

「よくわかんないけど、結構出ちゃったんでしょ？　そんな状態で歩いたら床に精液が落ちない？」

　美優はドアを開放して部屋に入ってきた。よくわかんないのによくわかったな。本当は全部わかってるんじゃないのかこの妹は。

「どれだけ出たかは俺にも正確に把握できないけど、精液まみれのパンツに手を突っ込むのも嫌だから、できれば穿いたままシャワーを浴びたい」

「それもそれで排水口に詰まるって話だけど？」

　美優がベッドに横たわったままの俺に近づいてくる。変な知識だけはあるんだな。

「とりあえずズボンだけなら脱いでも大丈夫だよね」

「うん、まあ、たぶん」

　俺は妹にシミの広がったズボンを脱がされた。それから、美優が俺の膝から下を注意深く観察する。脚にもシーツにも精液は垂れていないようだった。

「全部パンツの中に出てるみたいだよ」

　妹からの夢精の検査報告を俺は右から左に聞き流した。無駄に体を動かすと精液が流れ落ちそうで、緊張感に筋肉が疲れてくる。

　これがどういう状況なのか、考える気にもならなかった。夢精した下半身を他人に確認されるのは、射精する瞬間を見られるよりも遥かに恥ずかしい。

　この妹でよかった。他の妹だったら家族会議ものだ。

「パンツも脱がせてみるね」

　美優は俺のパンツのゴム紐に指をかける。じっと顔を見つめられて、それが腰を上げろという意味であることに十秒ほどして気づく。慎重に下ろされたパンツの中からは、淫欲を吐き出してすっかり縮こまった半包茎が横たわっていた。

　精神ダメージが上乗せされて、防衛本能により脳がシャットダウンした。美優には勃起した状態しか晒していなかったから、こんな情けない状態の局部は知られずにいたのに。俺は無心で天を仰いで、妹に中出しする夢を見てしまった罪悪感と、介護をさせている惨めさから、懸命に逃れていた。

「うーんと……。生理現象だし。仕方ないと思うよ。見ちゃったのは、ほんとごめんだけど」

　美優の声にも元気はなかった。美優は俺が見ていた夢の内容を知らないから、俺がただ夢精したことを知られただけでここまで落ち込んでいると思っているのだろう。

　違うよと言ってやりたいところだが、慰められているこの境遇が、今の俺には心地よかった。原因が俺にあるとはいえ、美優に見られなければこんな惨めな気持ちにならなかったと考えれば、多少の情けをいただいてもいいはずだ。

「とりあえず落ちそうなとこだけキレイにしちゃうね」

　俺がまた美優に視線を移すと、美優は精液まみれになったパンツの置き場所を探すのを諦めたところだった。パンツの濡れていない部分を指の先で摘みながら、上手に肘でバランスを取って、俺の股間に顔を近づけてくる。

「あぁっ……おっ……」

　変な声が出た。再び俺の局部に伝わってくる、温かい粘質。それが美優の舌によるものだと、悟った瞬間に俺の頭はパニックになった。

「美優……汚いって……！」

　股関節と、膀胱の上のあたりの、ちょうどパンツが触れない位置に残った精液を美優が舐め取っている。

「ん？　……そうかな」

　美優は一度顔を上げて、俺の股間を見つめたままひと呼吸つく。その表情はいつもと変わらない無愛想なものだった。

　そりゃ、昨日は風呂に入ったし、パジャマとパンツは洗いたてだし。汗をかいてるから汚れがないとは言えないけど。平然と精液を飲んでしまうこの妹に、夢精で出た精液を舐め取るのが汚い理由を説明するのは難しかった。

「毛についてるのは取れないから、自分で頑張って落としてね。パンツは私が洗っておくから」

　美優は俺の股間に口をつけると、唇を滑らせるように残った精液を吸い取っていく。

「くっ……はぁ…………美優……それッ……」

　舌を這わされるたびに、体の芯から快感に震えた。体を舐められるのって、こんなに気持ちがいいものなのか。

「申し訳ない気持ちなのは認めるけど。勘違いしないでね、お兄ちゃん」

　美優は大きくなり始めた俺のイチモツを横目に見て、冷たい声をかけてきた。

「床に落ちないようにするのだけ、お詫びね」

　ちゅぶっ、と最後に白いのを吸い上げて、美優は体を起こした。

　どうやら終わってしまったらしいが、こんなシチュエーションでただ汚れを舐め取ってもらうだけなんて、エロゲのシナリオならバッシングものだ。物足りなさに、飢えた頭は二つの選択肢を浮かべていた。

　罪悪感を煽って妹にもっと詫びさせるか。このまま無言で行かせてしまうか。

　前者だ、前者。どうやら美優は借りや遺恨をそのままにしておくのを極端に嫌うらしい。俺が許さないと言えば、美優も無下にはしないだろう。どう考えたって、できないことはないんだ。夢精したあとの股間を舐められる女が、フェラチオ程度に抵抗する理由がない。

　言え。言うんだ。咥えろって。

　本気で申し訳なく思ってるなら、一番大事な部分を舐めずに帰れるわけがないだろ。

「その、今度からは、ちゃんとノックするようにするから。ごめんなさい」

　美優は伏し目でそう言った。

　それに対して俺は、

「気をつけてくれれば、それでいいよ」

　としか答えられなかった。

　ベッドから足を降ろして部屋をあとにする妹の背中を見送って、俺はすーっと息を吸い込む。一拍だけ肺にとどめて、風船の空気を抜くように吐き出した。

「あー。ダメだ。美優で抜こう」

　あれだけ大量に夢精したのが嘘だったかのように、最硬度まで高ぶった肉棒を、俺は握った。そして、二分でガス抜きを済ませた俺はＴシャツの裾で股間を隠して風呂場に向かった。脱衣所の洗面台で俺のパンツを洗っていた美優は怒るでも厭うでもなく平素の顔をしていて、鏡越しに目が合うと「お疲れ様」と声をかけてくれた。

　美優に背中を向けて服を脱いでいる間、こんなにも献身的な妹をオカズにしたのだと知る俺の心臓は、激しく拍動して俺を咎め続けてきた。











３　妹のルール









　完全に妹でしか抜けなくなった。

　オナニーの現場を見られて以来、妹をオカズにし続けているのは当初より変わりないのだが、以前と違うのは他の女の子とのセックスを想像すると苦痛を感じ始めたというところだ。エロゲなんて立ち上げる気にもならず、システムファイルから削除してしまおうかなんて物騒なことを考えてしまうくらいには、俺は妹しかオカズにできなくなっていた。

　世間的に見てそれが異常であることは、俺も自覚している。だが、これは本当に俺の責任だろうか？

　たしかに、美優に愛嬌はないし、射精を受け止めてくれとお願いしたのは俺だ。それでも、俺としてはこの主張を変えるつもりはない。

　あの妹は、俺のことを誘っているんだ。

「美優。ちょっといいか」

　ノックをして、ドアを半開きに、自室にいる妹に話しかける。放課後の妹の行動パターンは大体決まっていて、買い物に寄って帰ってくるか、直帰して部屋で勉強するかのどちらかだ。男はおろか、女友達ともそれほど遊ぶほうではないのだろう。兄のオナニーに遭遇して動じなかったことには驚いたが、こんな出不精な女に彼氏がいるはずがなかったのだ。

　あるいは──これは本当に気持ち悪い仮定かもしれないが──場合によっては、実は美優は俺のことが好き、ということも考えられなくはない。だってそうだろう。少なくとも、嫌いな男の精液を飲む女なんていないのだから。

「どうしたの？」

　美優の返事を聞いてから、俺は部屋に入った。美優は机に向かって参考書を開いている。女の子らしいと言うべきか、白基調の部屋にほんのりと赤みがかかっていて、ベッドには触り心地のよさそうなポリエステル生地のクッションが置いてある。

「溜まってるから抜きに来た」

　思いのほか淀みなく口から出てきた言葉に、美優は俺の股間の膨らみを認めると、予想外に怪訝な顔をした。

「お兄ちゃんさ」

　椅子をくるっと回して、美優は俺の正面を向く。トーンの低い声音。これはお説教モードの妹だ。

「それは私からすると、お風呂に入ってるときにゴミ出しを頼まれるようなものなんだけど」

　真顔で、至極真っ当な正論を、突きつけられる。勉強が終わるタイミングも計るべきだったな。

　にしても、美優からしたら男の精液を飲むのはゴミ出しに行く程度のものなのか。俺にとってはなぜ妹が精液を飲んでくれるのかというのが人生最大の謎なのだが、考えているほどの理由はないのかもしれない。ってそんなわけあるか。

「タイミング、悪かったな。ごめん」

　俺は部屋に入ってきたときの勢いを失い、局部も一緒にシュンとしてしまう。オナニーの手伝いをしてくれる理由を探る目的もあって、無理を承知で来たのだが、そのせいで飲んでくれなくなったら元も子もない。もっと慎重を期さなければ。

「すぐ出せる？　区切りはつくから、九時きっかりとかでよければ、お兄ちゃんの部屋に行くよ？」

　美優はさも当然のように提案してきた。こいつは堂々と兄の精液を飲みに来ると宣言してるわけだが、どうしてそんな無感情でいられるんだ。

「ありがとう。それで頼むよ」

　俺は素直に美優の提案に乗って自室に戻った。

　夜の九時ってなると、二十分後か。これまで美優が射精を受け止めてくれたのは、ベッドやソファーで暇そうにしているときだけだった。俺から頼みにいったとはいえ、わざわざ部屋に来てくれるなんて初めてだな。

　本当に、来るんだよな。来なかったとしても恨むことはできないけど。とりあえず、部屋に戻ってシコっておくか。

「はぁ……」

　パンツを脱いで、自分の部屋のベッドの縁に座る。むくむくと育ち始めた肉棒の素直さを恨めしく思いながら、包むようにして右手を添えた。

　これから妹がこの部屋に来て、ペニスの前で口を開けて待ち構えて、精液を受け止めてくれる。あまつさえそれを当たり前のように飲んでくれるのだ。なんてエロいシチュエーションだと思う一方、やはり別の欲望が首をもたげてくる。

（フェラチオ、してもらえないかなぁ……）

　男の股間に生えている生殖器を女の子が口に含んでいる絵面が、数あるオカズの中でなによりも好きだった。

　フェラをすれば必然、女の子が上目で男を見つめて、男はそれを見下ろす形になる。そんな立ち位置を自覚しながらも、見下ろされる側が排尿も射精もするその部位を丹念にしゃぶるのだ。生殖に必要のないその行為はまさしくご奉仕でしかなく、肉欲と支配欲が同時に得られる最上の快楽に違いない。

　出る直前だけとか、出たあとのお掃除だけなら、美優にも負担にならないと思うのだが、美優は絶対にフェラだけはしてくれない。排泄器官に直接触れるのには抵抗があるのだろうか。俺は別に、美優に舐めろって言われたら喜んで舐めるけどな。

「…………」

　実の妹のアソコを舐めたいって、どんな欲望だ。

　情けない。情けないのに、想像すると灼けるくらいに勃起する。美優のアソコってどんな色をしてるのかな。美優をオカズにするときに漠然とセックスする妄想はしたことがあったけど、割れ目がどんな風になってるのかを考えたことはなかった。見抜きぐらいならさせてもらえないかな。

　オナニーをしていると、願いは欲深くなっていった。美優があんな思わせぶりな態度を取るからいけないんだ。最初から拒絶してくれていれば、こんなことにはならなかったのに。

「こんこーん。お兄ちゃん、入るよ」

　ノックの擬音をわざわざ口にして妹がやってきた。もう時間になっていたのか。ちょうどいい。そろそろ出したかったところだ。

「どうかな？　出そう？」

　ドアから顔だけを出して尋ねてくる妹。もはや俺のオナニーを見ても特別な反応など何もない。

「すぐにでも出せるよ」

　俺は陰茎を擦るスピードを速めて、美優に入室を促した。美優は音がしないように丁寧にドアを閉めて俺の前までやってくる。そして、美優は床にぺたんと座って、俺のペニスの前で口を広げた。

　美優は長い髪を肩の後ろにのけて、もみあげを耳にかける。ボタンパジャマはしっかりと美優の谷間をガードしていたが、胸の膨らみをこうして直に拝めるというだけで俺にとっては充分な燃料になった。

　若干の唾液を含んだ美優の口内。挿れたら絶対に気持ちいいのに、と考える頭を振りきって、俺は射精に必要な刺激を自らの生殖器に与えた。

「美優……イクよ……はぁ、ああっ……うっ……イク、イク……！」

　溢れないように前のめりになった美優の口の中で、びゅく、びゅく、と収縮を繰り返す肉棒から、白濁液が放たれる。まだ出せる精液が残ってるような気がして、続けざまにペニスを擦り、すぐさまやってきた射精感に身を委ねておかわりを発射した。

　ティッシュで処理しているときと、美優に出しているときでは、射精量の差が歴然だ。美優の口内に溜まった淫らな液体を見ていると、もっと量を増やして飲ませたくなる。

　そんな、エスプレッソカップくらいなら満たしてしまいそうな量の精液を、美優はゴクリと喉に流し込んだ。最初は苦さを隠しきれていなかった美優だが、今では味にも慣れてしまったのか、眉の一つも動かさずに飲み込んでしまう。

「ん。じゃあおやすみ」

　美優は処理を終えると、余韻を楽しむこともなく部屋を出ていった。

　感謝を言う暇もなかった。あいつが何を思って、俺が射精するのを受け止めてくれているのかはわからない。

　静寂に包まれた室内に取り残された俺は、まだカウパーの滴る先端にティッシュをあてがって、ずいぶんとエコになったゴミ箱に投げ込んだ。




　妹にオナニーを処理してもらえる条件として、時間と手間をかけさせない必要があることがわかった。本人に直接言われたわけではないのだが、暇そうな時間を狙ってお願いをするようにしてから、ほとんど断られることがなくなったのだ。

　同時に、悲しくもわかってしまうことがあった。結論から言ってしまえば、美優は部屋を汚さずに精液の処理ができる場所を提供しているだけで、何かの想いがあって俺の性欲を受け止めてくれているわけではないようだった。

　美優には処理を頼んでから出すまでの時間を限りなく短くするように言われている。要は、射精する瞬間以外はノータッチでいたいということ。もしかしたら俺のことが好きなのかもしれないという淡い期待は、そろそろ捨てたほうがいいのかもしれない。

　ショックを受けるべきことでもない。これだけでも充分に感謝すべきだし、傍から見れば俺たち兄妹はどこ一つ取っても異常だ。

「──で、一つ思ったんだけど」

　刻は例によって放課後。帰宅した直後のリビングにて、俺は美優に問いかける。

「俺がふとももにかけようとしたとき、気持ち悪いって言ってたよな。口で受け止めるのとどう違うの？」

　ずっと引っかかっていた。通常の神経で考えれば、精液をかけられるより飲むほうに抵抗を持つものだ。この妹に通常の神経を問うほうが間違いだとしても、こればかりは納得がいかない。

「なんで？」

　ソファーに寝転ぶ美優に、逆に質問を返された。なんでと聞かれると、正直に答えるしかないだろうか。

「いや、ほら。口に出していいなら、別に他の場所に出してもいいんじゃないかって、思うんだけど」

　処理の便利さでいえば、口内が圧倒的だろう。拭く必要も洗う必要もなく、飲み込んでしまえばいい。それだけで口を使う理由には足りる。しかし、美優はハッキリと口にしたのだ。妹に精液をかけるなんて普通に気持ち悪いと。

「口じゃ不満なの？」

　答えを先延ばしにして、美優はさらに質問を返してくる。聞き違いでなければ、ほんのりと感情的な声音だったような気がする。

「不満じゃなくて、疑問。口の中に出すほうが気持ち悪くないか？」

　普通はそうだ。誰だって、そう思うはず。

「むう……」

　美優は漫画で顔を隠してうずくまった。なんだ。なんの反応だそれは。

「だって、ほら」

　美優は表紙の陰から目から上だけを出した。

「体って、服が触れる場所じゃない？」

　俺の妹の言っている意味がよくわからない。服？　服がそんなに重要なのか……？　と、そこまで考え至ったところで思い出した。

　初めて美優に射精をしたとき、かなりの量が服にかかって怒られたんだよな。あのときは頭が真っ白だったからなんとも思わなかったけど。そうだったのか。体より服が大事とは、まだまだ不思議の多い妹だ。

「なら、風呂に入る直前とかなら、裸の美優にぶっかけたりしてもいいの？」

「うーん……まあ……別にいいけど……」

　漫画を読みながら、空返事をする美優。予想外に予想通りの反応で、嬉しさと驚きに上手く頭が回らない。ならば、鉄は熱いうちに打て、だ。気分が変わってやっぱり嫌だと言われる前に出しておきたい。

「お風呂にはいつ入る？　もしかして、今から入るつもりだったりする？」

「入ろうとは思ってたけど……。もう出したいの？」

　美優は漫画を横に置いて、体を起こす。

　ビクッ、と俺の肉棒が反応するのがわかった。あんなパッチリな目で見つめられて、子供をあやすように「出したいの？」なんて聞かれたら、そりゃ出るに決まってる。

「出したい」

　理由はともかく、出したいと強く思う気持ちがあった。それだけで、わがままを通すには充分だった。

　そんな俺の要望に、美優は考え込んで頭を悩ませている。これは、難しいところだ。美優は手間をかけさせられるのを嫌う。わざわざ俺の要望に応えるために風呂に入るというのは気が進まないんだろう。

「あのね。確認させてほしいことがあるんだけど」

　美優は少し控えめな声で訊いてきた。

　今までになかった雰囲気だった。首元がゾワッとして、口が乾く。なんだろう、この感じ。空気がピリピリして、ざらつく。覚えのある感覚だった。

　あれは、中学生くらいだったか。なんとなく好きとも好きじゃないとも言えないクラスメイトに、それとなく告白して、それとなくフラれたときのような、そんな嫌な空気だった。

「お兄ちゃんさ、もしかして、私のことをオカズにしようとしてない？」

　神妙な面持ちで、尋ねられた。俺は咄嗟に首を振って、焦りをグッと抑え込む。

「そんなことはない」

　口が乾いていたせいで掠れ気味になってしまったが、それはきちんと美優の耳に届いたようで、「ならいいけど」といつも通りの妥協を引き出すことができた。

　待て、妹よ。お前は俺が妹をオカズにすることを認めたんじゃなかったのか？

「すぐ出せるんだよね？　あと、顔とか髪にかけたら許さないから」

「それはもちろん。出す場所は、安全なとこにしておく」

「そうですか」

　美優は俺の回答に納得したようで、ソファーから立ち上がって俺と入れ替わりにお風呂場へと向かった。リビングのドアを開けて、廊下に出ようとしたところで、美優はまた俺に振り返った。

「さっきの、わかってる？」

　妹が目を細めて睨んでくる。さっきのとは、オカズの件だろうか。わかってはいる。わかってるけど、本当にオカズにしちゃいけないのか？　俺はもうお前なしじゃ射精できないんだが。

「服の匂いを嗅いだりしたら、怒るからね」

　強めの口調で放たれたその言葉に、俺は思わず背筋を伸ばした。

「し、しません」

　ロボットみたいに体を硬くして、カタコトで答える。そんな返事でも、ひとまず満足してくれた美優は、脱衣所へ入っていった。

「はぁ。そっちか」

　俺は大きく息を吐いて脱力する。服に対して並々ならぬ思い入れがあるらしい。逆に言えば、服や体に不用意に触れなければ問題ないようだ。とはいえ、嗅いじゃいけないのか。安堵した心で考え直してみると、ものすごく残念なことを言われてしまった。女の子の匂いこそ、ゲームでは体感できない重要ファクターだったのに。

「抜きに行くか」

　俺は美優に続いて脱衣所へと足を進めた。ドアを開けると、そこにはまだ服を着たままの美優が俺を待っていた。

「そのままでいいのか？」

「この髪？　湯船に浸かるわけじゃないから結い上げないよ？」

　いや、そうではなく、服のことだ。着衣でのぶっかけが嫌だからこうしてお風呂場に来ているのに、美優が脱がなければ始まらないではないか。

　美優が髪を結い上げた姿もなかなかにレアなので、間近で観察したい気持ちはもちろんある。だが、まずなによりこの妹の裸を拝みたい。小柄な体躯に不相応な巨乳がどのようにしてぶら下がっているのか、俺の興味はどこまでも尽きない。普段の美優は脱衣所で着替えまでしてしまうからな。

「そしたら、お兄ちゃんはパンツを脱いで。射精の準備をして」

「……え？　なんで？」

「脱がないとできないでしょ。当たり前のことを聞かない」

「それは、そうだが……」

　この妹は自分の裸をオカズに使わせない気だった。くそう、どうにかして一枚でも脱がせたい。

「下着姿だけでも見せてくれたら、もっと早くなりそうなんだ」

「それは私をオカズにしているのではないでしょうか」

「美優の裸を別の女の子に脳内変換するんだよ」

「そんなことができるなら最初からその子の裸を想像しなさい」

「はい……」

　淡々と俺を叱る美優に俺は望みを繋ぐことができず、美優の目の前で下半身を露出させて、大人しくシコることにした。妹の見ている前で一生懸命にペニスを擦って、惨めな気分になるのに、俺はもはやそのことにすら気持ちよくなっている。

「っ……あぁ……ふぅ……」

　俺は勃起した陰茎の先を美優に向けてひたすらにシコった。そんな実兄のオナニーを観察している美優は、学校帰りの指定のブレザーを着た制服姿で、外目からでも体にフィットしているのがわかるぐらいにピシッと決まっている。だからこそ、ロリ巨乳の美優の着衣のエロさが映えるし、清楚さとのギャップがまた股間にくる。こんな乳の膨らみを毎日見せつけられて欲情せずにいられるわけがない。

　美優はどんな一面を切り取ってもオカズになる。何度オナニーに使おうとも、まるで飽きる気配がない。現実ではこんなにも厳しく真面目な妹だと再認識することで、妄想での高ぶりがまた激しく燃え上がるのだ。

「はあっ、ああっ……あ、あっ…………やばっ……！」

「こら。イキそうになったからって手を止めない。出るんだったら出して」

「ご、ごめん……！」

　つい暴発しそうになって、オナニーを中断したら怒られた。射精しそうになったのなら、体にかけるのは諦めて洗面台にでも出せとのこと。そんな妹の叱咤に逆らうことができず、俺はもう射精寸前になったペニスに、右手での刺激を再開した。

「もう出そうなら、私は服を脱ぐから。お兄ちゃんは目を瞑ってて」

「はぁ、ふぅ、うっ…………。えっ……？　なんで……？」

「脱いでるところを見られるの、恥ずかしいし。私のことをオカズにしないなら不要のはずだよね？　それとも、やっぱり私でエッチなことを考えてるの？」

「そんなことない！　目、瞑るから！　ほら、頼む！」

　ここまでしておいて、なんと強情な。しかし、俺には従うほかなかった。

　目を閉じると、その暗闇の先で、美優が制服を脱ぐ衣擦れの音がする。そんな微かな音に拍動を速める心臓が、俺を射精へと駆り立ててきた。

「これから、下着を脱ぐから。薄目で見るのとかはやめてね」

「うっ……うん……！　そこは、守るから……！」

　美優は言葉だけで俺を射精させようとしてくる。こっちは律儀に約束を守って、何も見ないようにしてるのに。美優が下着を脱ぐ姿を想像してしまう。

「えーっと……。じゃあ、私は浴室に入るので。あとはご自由に」

「目、開けてもいいのか？」

「うん……」

　美優からようやくお許しが出た。俺はドキドキしながら瞼を開いた。そこには──

「おわっ…………み……美優……」

　肌色面積が最大になった美優が、浴室にしゃがんで、バストトップと股のそれぞれを腕で隠していた。

　俺も浴室に足を踏み入れて、美優の裸体を舐ねぶるように観察する。日焼け跡などどこにもない、全身真っ白な肌で、もちっと柔らかそうな肉感を残している。その中で唯一、美優の顔だけがほんのりと赤くなっていた。

「だ、大丈夫か？」

「うー……まあ……ちょっぴり後悔してる」

　そうか。もうエロすぎて無理だ。射精する。

「美優、もう出るから……このまま、かけるからな……！」

　美優は珍しく俺がシゴく姿を眺めることなく、恥ずかしさに目を伏していた。そんな美優の、どこか健気とも思える姿に、俺の欲望はついに頂点を突破した。

「ああぐっ、あっ、ああっ……！　美優……出るっ、出るッッ……!!」

　びゅくびゅくびゅくっ、と鈴口から精液が飛び出して、美優の体中にアツい体液を撒き散らしていく。頂点の低い放物線を描いて、美優の生肌に特濃の子種が付着して、直後に塩素が充満したようなニオイが鼻をついた。

「妹の体に出しすぎ」

　お叱り半分、呆れ半分。美優は谷間に溜まっていた精液を摘み取って、それを顔の前に持ち上げた。

「ごめんな。めちゃくちゃ気持ちよくて」

「それはようございました」

　美優は俺の言葉を軽く聞き流して、摘み上げた精液を、パクりと口に含んだ。

　なんだ、この妹は。とんでもなくエロい女なんじゃないか？

「男の人って、どうして女の子に精液をかけるのが好きなの？」

「それは……そうだな、どう説明すべきかな……」

　美優は、俺のオナニーを目撃してからというもの、性に関するお勉強を進めているらしい。その中で、ぶっかけというジャンルが、エロ作品の割合として多くあることを知ったようだ。

「マーキングをしたい心理なのかな、本能的には。ただ、俺個人の意見としては、単に可愛い女の子が精液に汚されてると興奮するというか。……こればっかしは、モノがついてない女の子に説明するのは難しいよ」

「そんなものですか」

　それだけ聞いて、美優は、ひとまずは満足したようだった。

「ともかく、済んだのでしたら、私はシャワーを浴びます。あと、かなり恥ずかしかったので、これはもうしません。申し訳ないけど出したいならお口にしてね」

「わ、わかった」

　残念ではある。でも、口での処理をしてくれるなら、俺としては問題ない。

　俺は恨めしげに浴室のドアを閉める美優を見送ってから、脱衣所をあとにした。

　頭はスッキリしている。

「死ぬほどエロい妹だな……」

　恥ずかしそうに裸を隠していた美優の姿が、脳裏に焼きついていた。

　俺は遠くの星を眺めるように、その映像を思い出しながら、美優という存在に改めて深く感謝をするのだった。











４　清楚な女の子はエロ可愛い









　妹をオカズにしてから、俺の女性に対する考えが変わった。というのも、妹に欲望をぶちまけているおかげで他の子に欲情せずに済んでいるってだけなんだが。態度に出しているつもりはなくても、そうした機微は女の子には伝わるらしい。

　これがなかなかにいい傾向だった。女の子は好きになれそうもない男から好意を感じるだけで不快になるようで、俺みたいな非モテなオタクは話しかけるだけで気まずい空気を作り出してしまうものなのだ。

「はい、ソトミチくんは社会のプリントを配ってね」

　俺の両腕にドサッと紙の束が乗せられる。ニヘッ、と真っ白な歯を見せて笑う、学校で一番人気のたわわな美少女が、今日の日直当番である俺の相方だ。彼女は自分の可愛さをしっかりとわかっていて、頼める仕事はだいたい他人に任せてしまう。可愛さのあまりどれだけわがままを言われても怒りがこみ上げてこないあたり、現実の非情さを身をもって感じる。きっと彼女はこの先も皆から愛されていくのだろう。

　山やま本もと奏かなで。絵に描いたような才色兼備の優等生で、その美貌は男女を問わず視線を釘付けにするほど。そんな彼女と日直を共にすることになった俺の心は、どうしたことかときめくことを忘れていた。造形の美しさでいえば圧倒的に勝る山本さんを前にして、俺は妹以外に対する性欲を失ったらしい。

「二十枚も配って対策プリントって言えんのかな」

　帰りのホームルーム前のグダグダとした時間に、クラスメイトが机に座りながら駄だ弁べり続ける中、俺たち日直は担任から「差し入れだ」と渡された大量の中間試験対策プリントを配っている。

「まあまあ。テストはほとんどプリントからだし、かなり良心的なほうだと思うよ？」

　山本さんは手を後ろで組んで俺について回った。先ほど数学の公式集を一枚ずつ配っただけで彼女の仕事は終了である。いいご身分だ。自分が仕事をしないと、無駄に時間がかかって俺とお喋りする時間が増えてしまうことがわからないのだろうか。

「山本さんは勉強できるからそうやって簡単に言えるんだよ」

「気持ちだよ気持ち。満点を取ったらおっぱいを触らせてあげるって言ったら、ソトミチくんも二十枚くらい覚えるでしょ？」

「それは……すげー余裕な気がしてきた」

　おっぱいか。満点の答案用紙を持っていったら、美優もおっぱいくらい触らせてくれないかな。美優はおっぱい大きいし、あんなの揉むだけでも射精できるよな。などと、脳裏でありもしない妄想を膨らませながら、俺はちまちまとプリントを分ける。いかんな、これでは余計なとこまで膨らんでしまう。

「ソトミチくんさ」

　急に山本さんの声が近くなった。耳のそばで甘ったるく喋りかけられると、反射的にドキッとしてしまう。こんなんされたら女性経験のない男はすぐに落ちるだろうな。俺も妹がいなかったらどうなっていたことか。

「リアルの女の子には興味がなかったりするの？」

「えっ!?　い、いや、好きだけど？　なんで？」

「私のことあんまり見ないから。恥ずかしがってるような感じでもないし」

　山本さんは頬に手のひらを添えて首をかしげた。世の男のすべてが自分を意識しているとでも思っているのかこの女は。と、謎の自己評価の高さに疑念を抱いた俺だったが。山本さんレベルの美貌からすれば妥当か。街中を歩くだけでも周囲からの視線が絶えないだろうしな。

　よくよく考えてみると、山本さんのブラウスがはち切れそうなほど盛り上がった胸元に一瞥もくれることなく妹のことを考えてる俺って……。女に興味がないと思われても仕方ないよな。

「おっぱいがちっちゃい子のが好き？」

「それはない」

「ほほう」

　反射的に断言してしまった。そして、なんだ、そのしたり顔は。

「女の子が教室でおっぱいって言葉を使うのはどうかと思うよ」

　せっかくの美少女なのだから、清楚に努めてもらいたい。

「はーい。気をつけます」

　山本さんはお口チャックをしてふふっと笑う。

　いいからプリントを配るのを手伝え。




「ソトミチお前、山本さんと喋りすぎだろ！」

　放課後の閑散とした教室で叫んだのは、友人の高たか波なみだ。テニス部でエロゲが趣味。俺と同じ童貞のオタク。

「ほんとだよ。距離も近すぎなんだよな」

　メガネをクイッと上げながら同調したのが、もう一人の友人である鈴すず原はら。帰宅部でエロゲ好きのガリ勉オタク。俺と同じ童貞で女性経験がまったくない。

　趣味で繋がった俺たち三人は、中学以来の仲だ。三人だとペアを作るときに何かと面倒なのだが、高波のやつがそれなりにコミュ力が高いので、なんだかんだでこのグループでやっていけている。

「俺は何もしてないだろ」

　優越感があったことは否めないが、事実として俺からは何もしていない。こうして悪目立ちするのがわかっていたから、極力話しかけないようにもしていたし。山本さんが人懐っこいからこういうことになる。とりわけ鈴原のやつは一日中ご機嫌斜めだった。俺が山本さんとペアになったことがそんなに不満か。

「しかも今日に限って日直で居残りなんて。どういうことだよ。ソトミチは二次元にしか興味がなかったんじゃないのか？　ニヤニヤしやがってよ」

　鈴原が鼻筋にシワを作りながら悪態をついてくる。それに関しては否定したい部分もあるが、妹のせいで二次元の道から足を踏み外してしまったので反論ができない。

　今は山本さんが職員室から帰ってくるのを待っている最中だ。担任からの急な命令が下り、多目的ルームで開かれる小学生向けの朗読会のために、俺と山本さんは机の整備などの雑用をすることになっている。

「いやまあそこまで怒るこたねーんじゃねえの？」

　高波が頭に両手を回したポーズで鈴原をたしなめる。まったくその通りだ。お前は部活に行け。

「言っておくけどな、山本さんは誰にでも仲良く喋るんだからな。勘違いするなよ」

　鈴原は悔しそうに意味ありげな言葉を吐き捨てた。二次元がどうたらの話はどこに行った。山本さんと一緒にいられることが羨ましいのはわかるよ。俺も妹がいなくて鈴原が山本さんと仲良くしてたら、同じようにムカついてただろうしな。

「ごめんね。おーまたせ」

　元気よく教室のドアのサッシを跨いでやってきた事の元凶。両足で着地すると、弾力のある胸がぷるんと弾む。あの眩しい笑顔も、今だけは俺に向けられているのだと思うと、さすがに嬉しい気持ちを隠しきれない。

「で、多目的ルームの整備なんだけど。有志の人が時間に間に合うから私たちは帰っていいって」

　そして、突然やってきた日直終了のお知らせ。別段悲しくもないが、鈴原のやつが露骨に鼻孔を広げて喜んでいるのが苛立たしい。こちとら帰りが遅くなるからって妹に飯当番を任せてきてるんだぞ。

「じゃ、じゃあ、山本さん。帰ろうか」

　鈴原がカバンを持って歩き出し、帰宅を促す。まあいいさ。元々どう考えても生徒がやる仕事じゃなかったしな。あの強情な担任も他の教師から注意をされたんだろう。山本さんと二人きりの帰り道じゃない悲しみは、帰って妹にでもぶつけてやるか。

「よしっ、じゃあ四人で帰宅だな！」

　いち早く鈴原に続いたのは高波だった。県大会で優勝できるくらいには実力があるのに、やる気がないせいで台なしな奴だ。そんなところも俺は嫌いではないが。

「えっ、みんなで帰ってくれるの？　やった！　行こ行こ」

　山本さんは小さくスキップして廊下に向かった。鈴原が何か言い出そうとしたが、山本さんの気分を害したくない思いが上回ったようで、舌打ちだけを残して後を追いかけていった。本日の収穫として、山本さんは典型的なサークルクラッシャーであることがわかった。




「ただいま」

　帰宅して、終始山本さんとベタベタしたがっていた鈴原の対応に疲れた俺は、ぼんやりとした頭で玄関に置いてある靴を眺めていた。

　なんだかいつもと景色が違う。何が違うのかはハッキリとしないのだが。気にせず俺はリビングでお茶を一服して、さて部屋に戻るかと階段を上がった。すると廊下の奥からドアが開く音が聞こえて、それから足音が近づいてきた。

「ただいま、美優。今日の予定はなくなったよ」

　俺も立派に帰宅の挨拶ができるようになったんだな、なんて自画自賛をしながら、俺は階段を上りきった。

「あ、どうも、おかえりなさい。お邪魔してます」

　俺にぺこりと頭を下げてきたのは、美優とは違う女の子だった。

「お、お、おう。ど、どうも」

　ヤブヘビに知らない女の子と遭遇し、俺は軽くパニクった。

　なんだこの美人さんは。体格からしても美優と同じ年齢のはずなのに、色気がとんでもない。唇と涙袋の厚さが絶妙にくっきりしていて、生きた人形なんて陳腐な表現がこれほどまでに似合う人間がいるとは、世界観が変わりそうなほどの衝撃だった。

「あの……奥に通していただいてもよろしいですか……？」

　少女はモジモジしながら、俺の背後にあるトイレに目をやった。

「これは、失礼しました」

　俺は一歩横に移動して、目の前を通り過ぎていく天使を目で追った。あんなに美しい子でもトイレでおしっこをするのだと思うとムラムラする。帰りも山本さんのおっぱいが視界の端でチラついていたせいで妙に興奮してしまっているしな。

　タイプとしては山本さんよりも美優に似ているか。それでも、俺はロリコンというわけではないと思う。あの子は小柄で、いかにもなゴリゴリのロリータファッションが似合いそうな風体をしていたが、それが好きで見惚れたわけではない。

　頭を下げて挨拶をしてくれたときの所作。さりげなく長い髪を梳いて後ろに流し、目を見つめるでも逸らすでもなく保ってくれた心の距離感。そういったものが、俺の感性にどジャストに合致した。まさしく純情可憐。天使とまで評してしまった俺だが。

（まずいな……マジで抜きたくなってきた……）

　今この瞬間にも、便座に腰をかけているあの子は、パンツを脱いで、人には見せられない部分を露出させているんだ。膀胱から温かいものが抜ける快感を覚えながら、レモン色の液体を放出して、ウォシュレットで洗浄したら、その場所を拭くのだろう。女の子の性の目覚めには詳しくないが、あの年齢でも感じたりするのかな。拭いている最中にたまたま敏感なところに手が当たってしまって、そこから淫奔に耽って深みへと堕ちていく……なんてことを、もしあの子が経験していたら。

　ダメだ、勃ってきた。馬鹿なことを考えてないで部屋に戻ろう。見ず知らずの女の子をオカズにするのはよくないと、俺は自分に言い聞かせて、ドアノブに手をかけた。

　その直後、回してもいないのにドアがカチャッと音を立てた。

　隣の美優の部屋から聞こえてきたものだった。

「──み、美優!?　どっ、どうして、そんな格好を……!?」

　下着だけを身に着けた美優が廊下に出てきていた。髪の毛はふわっと巻かれて二つ結びになっている。その姿が目に入った瞬間に俺のペニスがひと回り大きくなった。

「お兄ちゃん……」

　美優が俺の股間を睨みつけている。勃起していることに怒っているようだ。しかし、その理由は俺が想像しているのとはまったく別のところにあった。

「ちょっと、話がしたいから。部屋に入って」

　美優は下着姿なのもいとわずに俺に近づいてきて、俺を部屋に押し込んだ。

「き、着替えてこなくて、いいのか？」

「それより先に忠告しておかないと。お兄ちゃんが一人でしちゃうかもしれないし」

　部屋の中で俺は、薄桃色の可愛らしいブラジャーに重たい乳で負担をかけている美優と、向かい合いになった。美優の目は例によって俺の股間の膨らみを睨んでいる。

「私の姿を見る前からそうだったよね？　遥はるかでエッチなこと考えてたでしょ」

「トイレに行った友達のことだよな、遥って。マズかったか？」

「マズいなんてものじゃない。遥をオカズにすることだけは絶対に許さないから。ムラムラしてるなら今ここで出して」

「い、今？　友達がすぐ近くにいるのに？」

「遥はもう帰します。それに私がこんなんなんだからすぐ出せるでしょ？」

　美優は床に膝立ちして顔を軽く左右に振り、ふわふわのツインテールを揺らした。

「ま、まあ……そりゃあ……出せるけど……」

　下着だけになった谷間を拝みながら、可愛く髪と化粧を整えた妹を前にペニスをシゴくなんて、それこそ何分と擦らなくとも容易に射精することができる。

「わかってるよね。私がここまでしてるんだから。遥のことは今後一切、一生、オカズにしちゃダメだからね。したら本気でお兄ちゃんと距離を置くからね」

　美優のかつてないほどの凄みに、いざともなれば縁を切るぐらいの覚悟を感じた。

「絶対にしない。だから、一つだけ聞かせてくれ。谷間に先っぽだけ挿れていい？」

「ん？　おっぱいで擦りたいってこと？」

　ブラジャーで形を整えた巨乳を左右から手で寄せ上げて、美優は柔らかな乳房が変形する様子を俺に見せびらかしてくる。予想外に積極的な反応だった。

「そ、そう、それ!!　し、したいんだけど!!」

「まあしませんが。妹の体に何を求めるんですかお兄ちゃんは」

　くそっ、期待させるだけさせて。こうなったら思いきりオカズにしてやるからな。

「じゃあそこでしてて。──遥、ごめん。緊急事態だから。今日は帰って」

　トイレの水が流れた音を聞いた美優は立ち上がって、部屋にいる俺が見えないように狭くドアを開けてから、遥と会話をしていた。俺もお喋りだけでもしたかった。

「お兄さんに声を聞かれるのが嫌なの？」

　廊下から甘ったるくも芯のある声が聞こえてくる。なんの話をしているのだろう。

「遥もそれ以上のことを言ったら許さないからね」

「服ぐらい着ればいいのに。さっきのやつ、無料にして貸してあげよっか？」

「いりません。さっさと帰りなさい」

　美優は俺とやりとりするような喋り口で遥をあしらって、家から追い出してしまった。窓から遥が帰宅したことを確認して、改めて俺のペニスの前に正座をする。

「なんで一人で始めてないの」

　オナニーをしていないことを叱られた。こんなとっ散らかった状況でシコれるか。

「遥ちゃんとは何をしてたんだ？　そんな格好になって、服がどうとか」

「言えないし、探るのも禁止。四の五の言わずに射精をしなさい」

「お、おう……わかったけどよ……」

　美優に叱られて仕方なく勃起したペニスを握った。皮でカリを擦って、普段なら数分とかからないはずのオナニーが、まったく射精感が湧いてこない。ロリ可愛く着飾った美優の下着姿まで目にしているのに。遥の顔が頭から離れなかった。

「少し時間を置いてもいいか？　絶対に遥ちゃん以外で出すから」

「ダメ。信じられない。意地でもここで射精してもらう」

　美優は不機嫌顔で、徹底抗戦の構えだった。なんだってそこまで遥を庇うんだ。

「むう……。もういい。お兄ちゃん、手をどけて」

「え？　あ、うん」

　ゴムを擦るだけのようだったオナニーを止めて、俺は摩擦で熱を纏った肉棒から手を離した。その竿を、別の体温が包み込んで、慣れない手つきで前後へと刺激を与えてくる。美優の、小さな手が、俺のイチモツをシゴいていた。

「あっ、あっ……!!　美優!?　なに、してっ……あ、うぅっ……!!」

「これなら出るんでしょ。精液はいつもみたいに飲むからイクときは言って。下着を汚したりしたら握りつぶすからね」

「わっ、わかった、わかったぁ……うっ、ああっ……!!」

　初めて経験する、自分の手のひら以外でモノを握られる感覚。普段なら四本の指が下になるオナニーは、正面からの手コキになることによってその順が逆になり、一人でしているときには得られない快感になっている。

　美優は慣れない手コキに手間取って、余分に動く体が下着姿の胸を揺らしていた。肌面積のほとんどが見えている球面が、たゆんたゆんと揺れては俺の情欲を刺激する。美優はきっと手淫をするのは初めてで、それでも、俺のオナニーを何回も観察していたおかげか、男性器が感じるスポットを捉えるまでは早かった。
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「あああ、ああっ、すごいっ……もう、イキそう……出そうだよ、美優……！」

「はいはい早くて助かります。溜まってる分、全部出してね」

　女の子に手指を輪っかにしてもらい、より刺激を強く感じるように竿の位置を調整しようとすると、ヘコヘコと腰が動いてしまう。そんな俺の姿を美優は蔑んでいた。

「あっ、あっ、ああっ……！　もう出るっ……出るぅっ……!!」

「もう。手でしてるだけなのに、女の子みたいな情けない声を出して」

　俺の陰茎を擦る美優の手が速くなって、手を前後させる動きにも慣れてきた美優は、乱暴なぐらいに強く竿を握って俺を責めるようにシゴきながら口を開けてくれた。

「んっ……早く、らひて……」

「ああああっ、美優っ、美優うぅ……ッ……い……イクッ……!!」

　びゅるっ、びゅっるるるっ、びゅくびゅくっ、びゅっ、びゅびゅっ──!!

　美優の手コキで俺は呆気なく射精をした。美優に命じられた通りに、精液は金玉に貯蔵していたすべてが汲み上げられて、美優の口内へと注がれていく。

「んっ……あむっ……苦い……。いつもより濃い気がする」

「ご、ごめん。気持ちよすぎて」

　興奮が高まれば精液はその量も濃さも増す。ロリカワな美優に手コキをしてもらったともなれば、放出される精子の数も以前までと比にならなかった。

「そういや、昔はよくそういう髪でフリフリの服とかも着てたよな。もう着ないの？」

「小学校の低学年ぐらいの話でしょ。私だって体はもうほとんど大人なんだから。そういうのは、別に……」

　美優は複雑そうな表情で俯いた。何か事情があるのだろうか。俺としてはたとえ社会人になったとしても、美優には可愛い服を着てもらいたいんだけどな。

「まあ、それはそれとして。手でしてもらっちゃったけど、よかったのか？」

「よくありませんし、もうしません。お兄ちゃんの喘ぎ声を聞いてると、なんだかムカムカするので」

　美優は変わらない仏頂面で、そう口にしながら、ピンクのランジェリーから露出している膝をこすり合わせてモジモジしていた。

　どうにも、その奥のあたりが、むず痒そうというか。

　美優にも、そういう感情は、あるのだろうか。

「俺も美優にしたほうがいい？」

「私にそうした配慮は不要です。ただ、その、勢いとはいえしてしまったことへの後悔とか、色々な感情が渦巻いているので。しばらく一人にしてください」

　美優は今さらになって下着姿を腕で隠して、発情気味の肉体を持て余しながらも、その目は俺に部屋を空けろと告げていた。どうやら俺が二階にいることすら落ち着かないらしい。なんとなくその意図がわかってしまったので、俺は申し訳なくもドキドキしてしまっていた。さすがにもうエッチなことは考えないようにしてあげないと。

「今週からは俺の飯当番だったよな。作っとくから、いつでも来いな」

　うちでは両親の帰りが遅いので、俺たち二人で料理も食事も済ませることが多い。食材管理の都合で、基本的には一週間単位で当番を回している。

「お兄ちゃんに濃いのを飲まされたせいでお腹いっぱいだから、遅めでいいよ」

　美優はお腹をさすりながらそう言って、俺を部屋から追い出した。

　さりげないところでエロさを醸してくる妹に、俺は一階に下りてから、今日の出来事に想いを馳せる。遥との関係はわからずじまいだったけど、美優のロリ可愛い下着姿を見ながら手コキで抜いてもらえて、なにはともあれ満足な一日だった。











５　妹でしか抜けないのは男として問題がある









　学校の椅子に座って、一人。教室移動のない授業の合間の小休憩に、俺は誰と話すこともなくぼんやりとしていた。短い休み時間でも高波や鈴原と下らないやりとりぐらいはするのだが、今日はそれすらない。

　エロゲで抜けなくなってからというもの、抜きネタのほとんどは妹の美優になった。それでも、他の女の子に興奮しなくなったわけではないはずだった。十八禁の美少女画像や催淫音声を使って自慰に浸るのは気持ちがいいし、オナホの快感も薄れてはいない。単に射精に向かうあのスイッチが入らないだけ。それだけのはずだったんだ。

　それなのに、今では美優以外をオカズに勃つことすらできなくなっていた。やはり美優の手で抜いてもらったのがよくなかったのかもしれない。シスコンという病が加速度的に進行している。

「ソトミチくん。今日もぼーっとしてるね」

　そして、不思議な現象はもう一つ起こっていた。巨乳清楚の美少女、山本さんが俺に話しかけてくるのである。手を後ろに組んで、前かがみになる山本さんの胸は、重力によってその乳房の形がくっきりとブラウスに表れていた。

「悩み事でもあるの？」

「そんなところだよ。色々あってな」

　話しかけてもらえて嬉しいはずなのに、つい素っ気なくなってしまう。高波とかにイジられるのが嫌だからってのもあるけど、美優により女性慣れしたはずの俺はまだコミュ障を引きずっていた。なんにしても、人には言えない悩みだ。

「山本さんはどうしたの？」

「何もないけど、私が話しかけちゃいけない？」

　いけなきゃないけど、おかしいだろ。接点なんて何もないし。初めてまともに話したのなんてこの前の日直だからな。理由がないと不審で仕方がない。

「鈴原がさっきから恨みの籠もった目で俺を睨んでてな。正直なところ話しづらい」

　鈴原のやつもどうしてああなのか。俺に妹がいなかったとしてもそこまで敵意を剥き出しにはしなかったぞ。山本さんなら誰にでも優しく話しかけてくれるって、言っていたのは鈴原本人なのに。

「あー。鈴原くんか。今はたぶん悲しみの中だから、許してあげて」

「鈴原となにかあったのか？」

「鈴原くんが話したくなったときに話を聞いてあげてよ。それより、ソトミチくんは部活も何もしてないんだよね。放課後は何をしてるの？」

「え……？　あー……いやー……」

　毎日オナニーして妹に精液を飲んでもらっている。なんて言えるわけがないよな。

「家に帰って、家事以外にはゲームをしたり動画を観たりかな」

「へえ。じゃあ大体は暇なんだ」

　山本さんは納得した顔をしながらも、その裏でジッと俺のことを観察していたような、ほんの一瞬だけ怖い目をした。誤魔化したのがバレてしまったかな。さすがに美優との関係まではわからないはずだけど。

「えっと、結局、なんの話がしたかったの？」

「言ったでしょ、ただソトミチくんとお話がしたかっただけ。じゃあ、またね」

　山本さんはウインクを飛ばして颯爽と去っていく。キュッと締まった腰からプリーツスカートを揺らして歩く姿は、まさしく絵になる女学生そのものだった。「またね」だなんて、次もまたこうしてお喋りできる機会があるのかと期待してしまう。その期待がやがて恋に変わったら、俺も鈴原みたいになるのかな。

　あんなに可愛い女の子とお話ができて、妹ともなんだかエッチな関係になって、最近はいいことづくしだなー、なんて思いながら、放課後になって俺は夕飯の食材を買いにスーパーへ寄ろうと、いつもと違う道を下校していた。

「そっとみっちくん！」

　背後から急に腕を組まれて飛び跳ねそうになった俺は、しかし、万力のようにがっちりと抱きつかれていたせいで、その闖入者を引き剥がすこともできなかった。

「や、山本さん!?　ちょ、ちょっ、こんな外で、マズいって！」

　着衣状態でも生々しく伝わってくるほどの弾力に腕を挟まれて、混乱する頭で俺はどうにか山本さんから離れようと身をよじる。まだ学校からそれほど離れているわけではないので、他の生徒に見られてしまうかもしれない。学園のアイドルである山本さんとのスキンシップなんて、鈴原でなくても恨まれかねない。

「大丈夫だって。私、どこで誰が見てるかとかには敏感だから。もっと楽に楽に」

　対する山本さんは楽観的だった。何か特殊な感覚器官でもついてるのか。

「ソトミチくんはどうしていつもそんな反応なの？　他の人は喜んでくれるのにな」

　山本さんは指先でほっぺをつついてくる。

　顔が近い。体温が高い。匂いが甘い。体のすべてがエロい。

「逆に、山本さんは、なんで俺なんかに構うの？　みんなにも、こうしてるの？」

「んーん。ソトミチくん、初めてのタイプだから。気になっちゃって」

「は、初めて？　俺が？　この世に俺みたいな男なんてごまんといるだろ？」

　山本さんのカーストレベルからしたら俺のような下々の民が珍しいのは理解できる。でもそれは普段から接する機会が少ないというだけで、俺なんて学校でも街中でもとりあえず歩いていれば出会うぐらいのごく平凡な量産型だと思うのだが。

「じゃあ確かめてみよっか」

　山本さんは俺の横に回ってきて、腕に押しつけた胸はそのままに、そのぱっちりした目で俺の顔を覗き込んでくる。何を確かめられてしまうのだろうか。

「男の子ってさ、こう、お耳をふーってすると……」

　唇が耳じ朶だに触れてしまいそうなほどの至近距離から、山本さんの吐息が耳に吹きかかる。「気持ちいいんだよね」と、その一語を発音するごとに、ボボボッと鼓膜が揺れて、ゾクゾクと這い上がってくる身震いに膝から崩れてしまいそうだった。ビクッビクッと体が反応してしまって、恥ずかしさに顔が熱くなる。

「んっ……山本さん、こんな外で……誰が見てるかわからないのに……。ふぅ、あっ……ッ……」

「ほら、やっぱり普通の反応だ。まだ耐えられそうなら……はむっ、ちゅっ……もうちょっとだけ、サービスさせて……へろっ、あむっ……じゅるっ……」

「ああっ、あっ、あああっ……！」

　山本さんの舌が耳輪をなぞって、渦を巻くように中央へと迫ってくる。ぴちゃぴちゃと温い粘液に包まれて、それだけで射精にまで達してしまいそうだった。

「へろっ……あむっ……ちゅっ……ぢゅるっ……ちゅぱっ……んっ。うふふっ。ソトミチくんって、すごいんだね」

　俺を責め立てていたはずの山本さんのほうがなぜか赤面して目を輝かせていた。

「いやほんと何を言ってるのかわからないんだけど……」

　これだけの美少女に抱きつかれて、耳舐めをされて、それを喜ばない男がいるわけがない。今の俺の反応なんて、むしろ声も我慢できずに情けない限りだったと思うが。どこがすごかったんだろう。

「他の男の子は、私がこうして腕に抱きついてるだけで、お股のところがムクムクしてくるんだけどなぁ」

　山本さんが不思議そうに俺の股間を指先でつついている。そこには、縮んだままのペニスがぶら下がっているだけだった。

「あっ──こ、これは……ッ!!」

　勃起していないのだ。山本さんにこれだけのことをされて。今朝からずっと美優以外の子を相手に勃ちが悪いとは思っていたけど、まさか山本さんをもってしても俺の愚息は奮わないなんて。

「ち、違うんだ！　山本さんはすごく魅力的だけど、その……こ、このところは、抜きすぎて、もうほとんどカラで！　だから…………ごめん!!」

「え、あ、待って……！」

　山本さんへの申し訳なさと、二度と妹以外で勃起できないことへの恐怖感から、俺は腕を振りほどいて走り出してしまった。後方で山本さんが何かを言いかけていたけど、そんな声も耳に入らないぐらいに俺は焦って、急いで帰宅をしたのだった。




「──美優、聞いてくれ。由々しき事態になった」

　家に帰って、美優と二人。リビングのテーブルに向かい合って、俺は重たい口を開いた。いつも無表情、髪も服もピシッとしていて、姿勢には微塵の隙もない我が妹。そんな美優が、なぜこんなにエロいんだろう。おっぱいが大きいせいだろうか。いや、それなら山本さんに敵うはずもない。

「この際だから、腹を割って話そうと思う。踏み込んだ内容になるけど構わないか」

「どうぞ、ご用件を」

　膝に手を置いて、傾聴姿勢。そこまで堅くされるとやりづらいが、話すしかない。

「下ネタであることを先に謝っておく。抜きネタについて、問題が発生していて」

　黙りこくる美優。言うぞ。言うしかない。ここまで口に出してしまったんだ。美優の口にも、いっぱい出してきたし。ほんと、信じられないくらい飲んでもらった。きっとそれが原因だ。最初に美優が俺の精液を飲もうとしたのがいけないんだ。俺はそこまでしてもらう気はなかったのに。

「端的に言うと、美優でしか抜けなくなった」

　はっきりと言葉にしたのは、これが初めてだった。以前に自分をオカズにするなと注意されたのもあって、美優をオカズにしていると明言はしてこなかった。

　美優は露骨に瞬きの頻度が増えて、硬直していた。

「お兄ちゃん」

　それから、美優は両手をテーブルについて、身を乗り出す。

「それは由々しき事態だよ」

　重苦しい言葉で告げられた。美優としては意外な事実だったらしい。手コキまでしておいて、自分がオカズにされていないと本気で思っていたのか。

　俺は美優に詳しい状況を聞かれて、とてもエッチな体をした山本さんというクラスメイトとのスキンシップでさえ、勃つこともできなかったと伝えた。

「私のせいか……」

　美優は口元に手を添えて考えに耽る。その通りだ、妹よ。

　お前が巨乳の美少女でさえなければ俺はこんなことにはならなかった。

「山本さんってそんなにすごいの？」

「美優とするまではこの世にあんなエロい人がいるとは思わなかったよ」

　俺がそう答えると、美優は真顔で少しだけ赤面した。

「それだと私がこの世で一番エロいみたいなんですが」

　それは申し訳なかったな。でも、今ではそうなんだ。日常的に射精を口で受け止めてくれる妹なんて、それ以上にエロい生き物がいるとは俺には思えない。

「なあ、そもそもなんだが。なんで美優は俺の精液を……」

「もうこうなったら治す方法は一つしかないよね」

　美優は珍しく人の話を遮った。偶然なのか、聞かれたくなかったのか。

「要は、お兄ちゃんは女性経験がないから、妹が好きになっちゃったんでしょ？」

「お、おぅ……」

　的確だけどよ。言いにくいことをズバズバと。

「なら、簡単な話。彼女を作ればいいんだよ」

　とても単純な答えだった。美優のように、容姿も頭も優れていればの話だが。

「単純と簡単は違うんだぞ。お前らにはわからないだろうけど」

「わかってないのはお兄ちゃん。自分の思い込みで人生に蓋してるだけでしょ」

　それは紛れもなく言葉の暴力だった。心臓が釘バットで殴られたみたいにズキズキする。ヤバい。ふつうに泣きそうだ。なんでだろう。納得したつもりはないのに、美優の言葉がこんなにも悲しいのは。

「俺と付き合ってなんのメリットがあるんだよ」

「そういうのは付き合ってみると考えなくなるから安心して」

　美優の経験者ぶった発言に、俺はあえて無関心を装って美優を見つめる。

「そう友達が言ってた」

「そりゃ説得力のある話だな」

　こいつなぁ。絶対に恋愛経験ないよなぁ。偉そうにしやがって。純潔宣言しておきながら恋の歌を歌いまくるアイドルみたいなやつだ。

「私は付き合えるけど付き合わないだけ。お兄ちゃんは告白されたこともデートに誘われたこともないでしょ」

　グサグサグサグサ。美優は抜き身の刃で容赦なく滅多刺しにしてくる。もう妹には逆らわない。

「これまであえて放っておいたけど、こうなったら私がお兄ちゃんを男にします」

「えっ……み、美優が？　おっ、お、俺と？」

　美優からの不意の発言に、ドキッとしてしまった。俺を男にしてくれるって、まさか、この間の手コキから、そこまで関係が進んでしまうのか……？

「勘違いしないでね。私もまだ済んでないことができるはずないので」

「そうだよな。それは…………そう………………ん？　うん？」

　その発言って、つまり美優はまだ処女だったのだろうか。これまでの生活を考えれば当たり前のようではあるけど、俺みたいな男の精液を飲んでくれる妹だから、エッチの経験自体はあるのかとも思っていた。

「あのさ。美優って、他の男とも、その……してるの？　俺にしてるようなこと」

　話の流れで、ついには気になっていたことを聞いてしまった。これだけ可愛い妹が家の外で男に言い寄られないわけがないし、俺の精液が飲めるぐらいなら、他の男のだって飲めるはずだと思った。

　その俺の問いに、美優は目線を沈めて考え込んで、それからおもむろに口を開いた。

「それは答えられません」

「なんで!?」

「逆にお聞きしますが。お兄ちゃんは私の答えに何を期待しているのでしょうか」

　美優の切り返しに、俺は、ハッとした。たしかに、他の男の精液まで処理していると答えられたら、俺はショックを受ける。聞かなければよかったと後悔するだけだ。逆に、もし俺だけにしているとなると、いよいよ美優の考えていることが気になってしまう。イエスノーどちらであっても、俺がスッキリすることはないのだ。

「ともかく、この一週間でお兄ちゃんをモテ改造します」

「そんなことできるわけが……」

「できます。仮にも私のお兄ちゃんなので。まずはその自覚を持つことです」

　ずいぶんと力強く断言するんだな。山本さんも美優も、たしかに自信に満ち溢れている人間というのは魅力的なものだ。まずは意識から変えていかないとな。

「具体的には何をすればいい？」

「いらないゲームを売って服を買う。毎日欠かさず筋トレをする。学校では最低でも一日一回は女の子と……できればその山本さんとやらとお話をする。これが守れたら、ひと月の間に絶対にセックスができると妹が保証しましょう」

　腰に手を当てて、美優は制服の上からでも巨乳とわかるくらいの大きな胸を張った。こんなことを妹に言わせてしまって本当に申し訳ないと思っている。

「全員断ったらどうするんだ」

「その際はやむを得ん。私が相手だ」

　本末転倒ですよ妹さん。

「服か。俺、よくわかんないんだよな」

「服も美容品も私が見繕ってあげるから大丈夫。今度、一緒に買いに行こ」

「美優と？　いいの？」

「入りやすいお店とか服の選び方とか教えてあげる。きっとカッコよくなるよ」

　そこまで言われてしまうと、俺も少し、自信が湧いてくるな。

「なら、今週末に、デートだな」

　と、嬉しい気持ち任せの冗談のつもりだったのだが、美優は「そうだね」と意外にも素直に返事をして、俺はドギマギしてしまった。

「ショッピングモールにでも行こっか。お兄ちゃんのためにオシャレしてあげる」

「……マジ？」

　ドキドキを越えてときめいてきた。こいつ、俺に彼女を作らせる気はあるのか？

「女の子慣れもデート慣れもしていないお兄ちゃんのためですので」

「男とデートは美優だって初めてだろ」

「なんですか。じゃあ今すぐ彼氏を作ってきますか。余裕ですけど」

「すみませんでした」

　この妹を相手に余計なことを言うものではない。

「ちなみになんだけど」

「はい？」

「もしかして、もう美優とエッチできなかったりする？」

「私はお兄ちゃんとエッチをしているつもりはないのですが。まあ彼女ができるまでは飲むぐらいしてあげます」

　飲んでくれるのか。相変わらず境界が謎な妹だ。

「エッチをしてるつもりがないってのは、どういうことなんだろうか」

「どうもなにも。兄妹はエッチしないのが普通なので」

「それは……そうだろうけど……」

　口内射精にぶっかけ、手コキときて、もうエッチな関係以外にないと思うのだが、美優はそれでもエッチはしていないと言い張っている。

「ともかく、まずはその髪からどうにかしないとね。表情筋の鍛え方とか、マッサージの仕方とか、教えないといけないことは山ほどあるんだから」

　なるほど普段から無表情で出不精なこの妹の体は、そうしたトレーニングによって作られていたわけか。俺も考え方から変えていかないとな。

「ビシビシ指導してくれ。頑張ってついてくから」

　美優とお喋りできる機会が増えることが嬉しかった。これはあくまでも、彼女作りのための準備であることは理解している。それでも、俺たちは無口だから、どうしたってきっかけが必要で。

　俺は美優とデートをする日が、楽しみで仕方がなかった。











６　とある兄妹の登校前の数分間









　自分の顔と真剣に向き合ったのは、何年振りになるだろうか。

　洗面台の鏡に映る自分が別人のようだった。少し髪が短くなっただけでここまで変わるものなのか。格安カットでも充分だと思っていた俺は、美優に紹介してもらった美容師に長さを整えてもらって、慣れない髪型を他人のようにジロジロと眺めている。

　こんなんで学校に行ってみんなに笑われないか。不安だけがモヤモヤと募っていく。散髪のために高い金を払ったという事実だけで、前の俺からしたら笑いのネタになるくらいだった。

「うーん……」

　しきりにブレザーの襟やネクタイを弄って、一向にキマらない格好に、ついには後悔が生まれ始めた。妹の口車に乗せられてしまったが、やはり女の趣味に合わせるのは間違いだったか。

　美容師に教わった通りにドライヤーをかけて、ワックスまで使ってセットした髪型が、どうにも以前より悪く見える。昨日髪を切ってもらった直後は格好よく見えたのだが、髪の整え方からしてプロと素人では違うらしい。

　そろそろ登校する時間が迫ってきて、学校を休みたい気持ちまで起き上がってきた。ダメだ、どうしても恥ずかしい。こんな姿を見られるくらいなら、今までのモテない人生のほうがマシだったような気さえする。

「……おにぃ」

　洗面所のドアから声が聞こえて、俺は髪を触っていた手を急いで引っ込めた。ドアから体の半分を出して美優が俺を監視していた。

「どうしたんだよ。そんな隠れるみたいに」

「別に。いい傾向じゃないかと思って」

　先に支度を終えていた美優がわざわざ洗面所にまでやってきて言うのだから、本心には違いなかろう。外見を気にするようになったことがそんなに偉いだろうか。世の中は顔より性格で人を判断するべきだなんて言っておきながら、結局は見てくれにこだわらなければ爪弾きにするのだ。

「鏡の前で髪の毛をいじるとかナルシストっぽくないか……？」

「もちろん人前でやったらダメだよ。最低限は陰で整えて、外に出たら気にしない。お手洗いでも人目のあるところでは避けること」

　妹は講釈を垂れながら洗面所に入ってくる。

　俺と真正面に向かい合って、踵から頭の先までサッと目を通した。

「うん。全然ダメ」

　妹は書類の体裁に厳しい上司みたいにバッサリ否定した。

　全然ダメと言われても髪型以外はいつも通りなんだが。まあ、それがダメというのも、美優が相手なら納得はできる。

　美優の姿を改めて見てみると、キレイだ。口説くつもりがなくてもそんな言葉が口を突いて出るくらいには整っている。長い髪はホコリ一つなく手入れされていて、スカートやブラウスにヨレはなく、服のサイズはきっと下着のフィット感までピッタリに合わせているのだろう。

　立ち姿も実に見事だった。背筋、手の位置、足の向き。礼儀や作法が形になって、先人たちがそれを花に喩えた気持ちがよくわかる。制服という、ある種で属性そのものを身に纏った美優の姿は、決して服に着られることなく、むしろ服に人をあてがったと表現するほうがしっくりくるぐらいに似合っていた。

「このブレザー、しばらくクリーニングに出してないね。シワもつけすぎ。どうせ丸めてカバンに入れてるんでしょ」

　美優は袖から背部まで俺の服を引っ張って伸ばしていく。珍しく感情的な口調だが、乱暴に扱ってはいなかった。

「今日は冷え込んでるからジャケットを着てるだけだって。もう衣替えの日は過ぎてるから、来週にはクリーニングに出すよ」

　クリーニングなんて母親に言われなきゃ気にもしない。そもそもどうやって出すのかも知らないし。

「シャツの裾寄りすぎ。腰の位置もおかしい。はい、ズボン脱ぐ」

　有無を言わせず美優はベルトを外した。今さらパンツを見られるくらいワケはないが、脱がされるのはまだ慣れていないので妙に恥ずかしい。

　ズボンを下ろされて、シャツを整えられて、ズボンは上げてもらえない。美優は俺のベルトをしげしげと眺めると、腰に回してそのあまりの長さに眉根を寄せた。

「なにこれ」

「ごめんなさい」

　パンツ丸出しの状態で、俺は平謝り。美優はウエストに対して長すぎるベルトの金具を外し、その先端を見てため息をついた。

「調節ができるの知らないの？」

「知ってるけど。やり方は、知らない」

「もー！」

　妹はぷんすこぷんすこ怒っている。ここまで表情豊かな美優を見たのは初めてだ。

「ハサミを取ってくるから待ってなさい」

「えっ、いいって。もう出ないと遅刻する…………んだけどなぁ」

　美優は俺を無視して部屋へ行ってしまった。

　学校までは自転車通学。飛ばせば朝礼までには間に合うかな。

「──いいですか、お兄ちゃん」

　戻ってきて、美優はいい感じにサイズを測ってベルトを切ってくれた。元がそれほど長くないベルトだったから、一番奥の穴に留め具を通せばギリギリ腹に留まるくらいではあったんだが。調整されたベルトを渡されて、ズボンに通してみると、たしかに下半身のダボつきはなくなったように思う。

「ホコリも目立つから取っちゃうね」

　美優はついでに持ってきた粘着テープで俺の制服をペタペタする。まずい、本格的に時間がない。これが終わったらダッシュだ。行くぞ。美優がなんて言っても行くぞ。

「うーむ……」

　美優が制服のホコリを取りながら唸っている。嫌な予感がする。

「ネクタイの長さが合ってない」

「わかったわかった！　直すから！　着いたら直す！」

　俺は精いっぱいのジェスチャーで急いでいることをアピールする。ただでさえうちの担任は口も性格も悪いんだ。成績優秀者なら言い訳も聞いてもらえるだろうが、俺みたいな一般人はせめて機嫌を損ねないようにするくらいしか生きる道がない。

「いいから」

　美優は俺の反発を、穏やかな口調で制した。首元に手を伸ばされて、ネクタイやら襟やらを弄られ始めると、俺もすっかり降参モードになる。

　互いに無言になって、ひたすらくすぐったい接触だけが続く。キュッとネクタイを締められると、自然と背筋が伸びた。

「せっかく格好よくなったんだから。遅刻するくらいでちょうどいいよ」

　美優は最後にブレザーの前ボタンまで閉じてくれた。背中を叩かれて、俺は再び鏡に顔を向けさせられる。

「おぅ……」

　その感嘆の言葉は、決して美優の意見に同意したものではなかった。

　サマになっているのである。自分ではいくら着方を変えてもダサかったその姿が、特段何が変わったわけでもないはずなのに、ずいぶんと立派に見えた。

「ジャケットのボタンは立つときは留める。座るときはボタンを外す」

　俺は美優の指示通りにジャケットの二つ目のボタンに手をかけた。

　すると、ペシッと、強めにその手を叩かれる。

「そっちは留めない。今の状態が正しいの」

　なかなか厳しい妹である。

「マナーなんて時代とか地域で変わるものだし、しゃかりきに守るものでもないけど。制服はきちんと着るのが見栄えよく作られてるんだから、意識くらいはしといたほうがいいよ」

「りょーかい」

　美優はたしかに可愛いし、エロにも寛容で、それだけでも充分に魅力的ではある。でも、どうしてこんなに美優に惹かれるのかはわからなかった。その理由が今日、ようやく判明した。俺も気づかないところでそんな努力をしてたんだな。こりゃモテるわけだ。

　俺はやっと洗面所から解放されて、いつの間にか玄関に移動していたカバンを横目に靴を履く。とても気分が軽い。普段はボロボロな革靴が、なんだか輝いて見えた。

「……ん？」

　これは気分のせいじゃない。本当に革靴がピカピカになっている。

「今日だけね。イメチェンは初日が肝心だから」

　横に並んで美優も靴を履いていた。

　さすがに尽くされすぎじゃなかろうか。どういう心境なんだ。俺はこれから別の女の子を好きにならないといけないのに、わかっているのかこのできすぎた妹は。

「まあ、なんだ。ありがとう」

「どういたしまして」

　美優はまたいつもの澄まし顔。カバンを前に携えて、本物のお嬢様学校にでも通ってそうな出で立ちなのに、向かう先が俺も通っていた学校と同じなんて違和感が酷い。

「そんじゃ行くか」

　信号の繋ぎがよければ、ギリギリ本鈴で滑り込みできるかもしれない。玄関のドアに手をかけて、どうにか遅刻しないように対策を考えながら、俺は立ち止まった。

　よくわからない不安に襲われたのだ。俺の頭が、玄関に人がいるという不協和に怯えている。

　そうだ。俺が美優と一緒に家を出たことは、今まで一度もなかった。

「美優も時間だいぶヤバくないか？」

　つか、確実に遅刻コースだよな。

　美優の学校までは男の俺でも歩いて十五分はかかってたし。チャリ通学で今の学校に通っている俺が、十分の通学時間で遅刻なんだから、美優も共倒れのはず。

「服もまともに着られないお兄ちゃんに付き合っていたら、遅れてしまいました」

　美優はまるで急ぐ様子もなく、俺を見つめてくる。

　直立不動で。何かを待つように。

　チャリの鍵を手に持った、この俺に視線を仰いでいる。

「あー……」

　ワンチャンス。滑り込みにかけた希望は、俺の口から紡がれることはなく。

「遅刻は、困るよな」

「はい」

「俺は一応、間に合わないこともないんだけど」

「みたいですね」

　なおも動かない妹。ここまで計算済みとは、恐れ入る。

「あー！　わかったよ！　送ってきゃいいんだろ！」

　両手を上げて降参のポーズに、美優はようやくその重たい足を上げた。

　誠に遺憾ではあるが、どうあがいても遅刻する運命が確定した。











７　人が変わるのは周りから









　現実は想像よりも無味であった。

　遅刻はしたものの、担任は寝坊かと聞いてきただけで。教室に入るときには視線こそ集まったが、授業までに誰かがからかってくることもなかった。

　俺も学校じゃそこまで社交的なほうではないが、ここまで反応がないのも寂しい。せっかく美優があれこれ頑張ってくれたのにな。他人への関心なんてそんなものかな。

　自意識過剰だったか。よくよく考えてみれば、女の子が髪を切っても俺は気づかないし、鈴原が髪型をセットしてきたところでからかうのかと聞かれると、至極どうでもいい。

　そのオタク仲間の鈴原と高波は購買部でパンを買ってきて、喋りながら教室へと戻ってきた。高波は何やら楽しげにしてる。俺は先に弁当を広げていて、食事の手も進めていた。実態としては自分で作った弁当と妹が作った弁当の週替わりなのだが、思春期特有の恥ずかしさがあって、周りには親が無理やり持たせていると説明している。

「お前ら、何を話してるんだ？」

　着席をしてまず反応したのは高波だった。鈴原はむしろ目を逸らしている。

「おっ、聞いてくれよソトミチ。こいつがやたらと不機嫌だった理由がわかったぞ」

　高波が笑いを堪えるようにして鈴原を小馬鹿にしている。俺が山本さんと仲良くしていることに腹を立てていた理由のことかな。

「まさかとは思うけど、山本さんに告ってフラれてたとか？」

「スジは悪くないけど、今回の話はそれ以前なんだなー」

　高波はなおもヘラヘラしたまま、思い出しては腹を抱えている。鈴原は何も言い返さない。言い訳もできないほど恥ずかしいことがあったのか。

「いやな、俺の部活の先輩にも、山本さんラブな人がいたんだけど。その人がさ、委員会のきっかけで山本さんと仲良くなったらしくて、放課後にアタックしたんだと」

「へー。それで？」

「途中まではいい感じにいってたらしいのに……くくっ。その先輩、山本さんとちょっと色っぽい雰囲気になっただけで、興奮しすぎて射精しちまったんだと」

　そこまで言って、高波はまた爆笑していた。それに対して鈴原の表情が暗くなっているあたり、鈴原も似たようなポカをやらかしたんだろう。運動部の先輩ならまだしも、鈴原みたいな芋オタクとまで仲良くするなんてな。やはり俺が山本さんに気に入られているというのも、ただの思い込みだったのかもしれない。

「くそう……あと、ちょっとだったんだよ。山本さん、アニメとか、二次元の趣味にも興味があるみたいで……外でたまたま会ったときに、その……ウッ……」

「鈴原のやつは耳元で喋りかけられたくすぐったさだけで暴発して、山本さんもドン引きよ。どんだけ早漏なんだっつーの。くくくくっ」

　それはまた、なんとも。鈴原が早漏というより、山本さんが規格外なだけな気もするけどな。それを考えると、そうか。山本さんのあの反応にも納得がいく。

「なんの話をしてるの？　私の名前が聞こえた気がしたけど」

　と、渦中の人物である山本さんが、またデカい乳を引っさげて俺たち芋オタクたちの会話に入ってきた。何かと乳に意識がいくのは、とりわけ高波がガン見をしているからで、見てわかるほど股間が膨らんでいる。お前も人のことは言えんぞ。

「山本さん！　えと、その、山本さんって、彼氏いるのかなとか、話してて！」

「んー、今のところは彼氏はいないけど。私にそういう経験があったら、やっぱり高波くんたちは嫌かな？」

「そ、そんなことないよ！　むしろ、経験豊富とか最高……！　な、鈴原！」

「えっ、あ、え、ああ……あ、う、うん……」

　ただでさえ山本さんとは気まずい鈴原に高波は話を振った。バリバリの二次元信仰者である鈴原が、清楚系美少女の代表である山本さんに元カレの存在など許すはずもなかろうに。

「あっ、ソトミチくんはお弁当なんだ。美味しそうだね。自分で作ってるの？」

「まー……。たまには……」

　長い髪を耳にかけながら、ニコニコと話しかけてくる山本さんに、俺はまた嘘を見透かされている気がして少しだけ真実を話してしまった。話を切り替えないと。

「山本さんは彼氏を作る気はないの？」

　弁当のことを聞かれるのが嫌で俺は話を戻した。彼氏を作るかなど人の自由だが、青春真っ只中のこの時期に、山本さんほどの美人が男を作らないのは不思議だった。

「彼氏ね。本当は、作りたいんだけどね」

　そう答える山本さんは、何か吹っきれないものを抱えた、儚げな表情だった。そのつもりがあるなら誰とだって付き合うことができるはずの山本さんが、そんなにも悩ましく、本当は彼氏を作りたいと言う理由がどこにあるか。

「じゃあ俺！　はい！　山本さんの彼氏に立候補します！」

　そんなまったりした空気をぶち壊しにして高波がオーバーな身振りで挙手をした。

「んふふ。そうだね、高波くんはスポーツもできるし、一緒にやったら楽しそう」

「それはもちろん！　ってか、ぜひ！　え、付き合う!?」

「んー。ちょっと落ち着いてから考えてほしいかな」

　山本さんは勃起したままの高波に苦笑いして、高波も股間の膨らみを押さえながらようやく大人しくなった。鈴原は黙ってパンを頬張っている。

　俺も人のことを馬鹿にはできないよな。彼女を作るために妹にあれこれ改善をしてもらって、そんな俺なんかよりも失敗をしても懸命に女の子と話そうとしているこいつらのほうがよっぽど男らしい。

　しかし、モチベーションが上がらないのも事実だった。これもひとえに美優以外で抜くことができない体質によるもの。ならばと、学校の女子で勃起ができるようになるために、俺は午後の授業のいっぱいまであらゆるクラスメイトでエッチな妄想に耽った。……の、だが。

「──くそっ……！」

　結局、最後の授業まで勃ちきらずに終わってしまった。でも、完全にダメだったわけじゃない。半勃ちくらいまではいったんだ。この調子なら、数日後には妹をオカズにしなくてもフルに勃起できる。

　今日の俺はどこを見ても進歩が目覚ましい。午後になってからは色んな人から「彼女でもできた？」って聞かれて、俺の外見が改善されたことにも自信がついたしな。

　体育の授業があったわけでもないのに、俺は音楽室から戻るまでの廊下でヘロヘロになっていた。朝と昼で摂取したブドウ糖はとっくに消化されて底を尽いたようだ。

　たかだか勃起をするためにクラスメイトをひと通りオカズにしてきたわけだけど、これが美優ならどうなのか。美優に打ち明けたあの会話の流れで、美優をオカズにしてはいけないことは明らかになってしまった。とはいえ、同時に美優との関係も少しずつ進展はしている。最近は美優もよく俺と会話をしてくれるし、洋服関係の話ともなるとむしろ積極的なくらいだ。

　それを考えると、ぶっかけと手コキときた今となっては、俺の念願であるフェラチオをしてもらうこともそう難しくはないのかもしれない。してもらえるにしても、どうせまた無表情でペロッとやるくらいだろうが、望みはあるよな。美優のことだから、飲んでくれるのは絶対だし。今度はオナ禁して溜めてみようかな。ああやって真顔で受け止められると、どれくらい濃いのを飲ませられるか試したくなる。

「…………」

　まずい。完全に勃った。授業終わりの廊下で、生徒が溢れてるのに。さすがにこんなにガチガチだと教科書くらいじゃ隠しきれない。トイレはさっき知り合いが入っていったし、距離もある。なにより個室が空いてなかった場合が最悪だ。

　幸いにもここは一階。階段の裏に回れば、非常口が使われない限り誰にも見つからない死角がある。股間の膨らみを鎮めるくらいならそこがベストなはずだ。

　俺はすぐ近くに人影がないことを確認してから、小走り移動して階段裏に潜伏した。

「ふぅ……」

　美優のせいでエラいことになった。まさかこんなにもあっさりと勃起してしまうとは。午後いっぱいに励んでいた妄想のシチュエーションもフェラばかりだったということもある。俺は美優のあのムスッとした顔で咥えられたいんだ。淫語まみれのうるさいセックスじゃなくて。「まだ出ないの？」みたいな顔で催促されながら淡々とセックスがしたい。

　どうしてだろう。そんな趣味じゃなかったはずだ。いちゃいちゃラブラブして、互いに愛を囁きながら体を重ねるのが理想だったはず。三年以上、エロゲに情熱を入れ込んで、そうした関係に憧れてきた。なのに今は美優に叱られることにさえ興奮する。

　ダメだ、いけない。これ以上エロいことは考えるな。ホームルーム前の休み時間は長いとはいえ、この調子じゃ射精でもしない限り収まりがつかなくなる。

　他の子で勃たせようとして、エッチな妄想で性欲を蓄積していたのがよくなかった。ムラムラが爆発している。こんなときに美優がいたら、口に出してそれで終わりだったのにな。

「悪い子みーつけた」

　ゾクッ、と背筋に悪寒が走って、慌てふためく俺の背中に、柔らかな体温が当たる。その妙に甘ったるい声の主は、もはや間違えようもないあの人だった。

「や、山本さん……!?」

　長い髪から女の子の香りが広がって、俺の鼻孔にフェロモンを塗りたくる。ムンムンと股間に響くこの匂い。今一番会っちゃいけない人に見つかってしまった。

「何をしてるのかな？」

　山本さんは耳たぶに噛みつくぐらいの近さで訊いてきた。

　背後からではあるけど、この雰囲気じゃ、絶対にバレてるよな。

「その、男子特有のアレが……」

　事実、エロい気分じゃなくてもアソコが大きくなることはある。山本さんがそれを知っているかはわからないが、これぐらいは事故として充分にありえるのだ。

「アレってなに？　男の子にも生理がくるのかな？」

　山本さんの手が、腰から前に伸びてくる。これは、何が起こってるんだ。

　あの山本さんに、俺の股間が弄られている。ズボンのポケットに手を入れられて、勃起したイチモツの形状を確かめるように触れられている……！

「ソトミチくんさ、今日はなんだかずいぶんと女の子たちに色気を振りまいてたよね。みんな雰囲気が違うって言ってたよ？　最近、変だなーって思ってたけど……まさかこんないい感じになっちゃうなんて……」

　薄い生地だけを挟んで、勃起に反り上がった肉棒の裏筋をさすられている。なんで山本さんが俺にこんなことを。これもイメチェンのおかげだっていうのか。いくらなんでも効果が出すぎだろ。

「ねぇ、ソトミチくん。誰のことを考えてこんなに大きくしてるの？」

　尋問に続けて、山本さんは耳朶を甘噛みしてきた。膀胱のあたりがざわついて、お腹が引き攣るみたいにビクビクする。いつもの山本さんじゃない。

「それは、言えない……」

　言えるわけがない。実の妹のことを考えてたら勃起が収まらなくなって、ここで避難をしてるなんて。

「私じゃないんだよね？　ソトミチくん、私のことあんまり意識してないみたいだし。同じクラスの子？　もしかして、他の学年かな？　へー。私からよそ見して、こんなになっちゃうような子がいるんだ」

　山本さんはポケットから手を出すと、チャックに手をかけてゆっくりと下ろしていく。それから張り詰めたトランクスの前開きのボタンに指をかけるまではすぐだった。

「なに、して……！」

　待て、待て、待て待て待て。どうしてこうなっている。なんで俺はズボンを脱がされているんだ。

「誰なの？」

　トランクスの前開きを捲り、両手の指で器用にボタンを外すと、山本さんは俺の肉棒を外部に露出させた。肥大して火照ったモノが外気に晒されて、羞恥心と共に身の疼くような快感が体を包んだ。

「だから、言えないんだって……！」

「ふーん」

　山本さんは意味深に微笑んでから、俺のイチモツを握ってきた。

「やっ、や、山本さん……！　あっ、ああっ……！」

　山本さんは美優と比べて二回りは大きい手で、俺の肉棒を包み込んできた。それから、余った皮で張り出したカリを擦って、我慢汁が漏れてからはそれを塗りたくってすべりをよくしていく。

「はぁ……すっごい……硬い……」

「山本さん……そんなことしちゃ、ダメだって…………はぁ、うっ、うああっ……！」

「思った通り、ガッチガチだ……こんなの初めて……」

　美優の手コキも、雑にやられてたとはいえかなりの快感だった。それは美優の持ち前の器用さと、俺のオナニーを何回も観察していたからという理由があった。

　しかし、山本さんの手コキは開始数秒でもうそのレベルを超えていた。何往復かする頃には竿全体が我慢汁まみれで、始めこそはゆっくりと前後に擦っていた山本さんも、痺れを切らしたようにすぐに素早い手コキへと切り替えてきた。

「あっ、あっ、あっ……山本さんの手……気持ちいい……っ！　うぅ、ああっ……こんなっ、ああっ……！」

「ソトミチくんの、すっごく硬くてステキだよ…………脈打ってるのまでわかる……はあっ、どうしよう……ずっと触ってたい……」

　山本さんは長い指で亀頭から根元までを丁寧に撫でて、すでに俺の右手よりも男根のツボを把握しているくせに、まるで勃起したペニスに初めて触れたかのような歓びを声に滲ませていた。

「や、山本さんっ、急にそんなっ……ああっ、あっ、やばいって……！　で、出る、出ちゃうから……！」

「んー？　出ちゃうの？　でも、まだ頑張ってるね、ソトミチくん……こんなところで喘がれると困っちゃうんだけど……でも、もっと私の手で感じてほしいな……」

　山本さんは横顔でもわかるくらいに恍惚とした表情で、背後から腕を回して手コキをしてくる。そのむっちりとした体を全身で押しつけるようにバックハグをされて、傍から見たら俺たちは情熱的に愛し合う恋人のようだった。

「うっ、ううっ……ああああっ……も、もう出るうっ……！」

　俺の陰茎にはもう射精できるだけの刺激が与えられていた。というより、俺はもうイッていた。精液が出ていないというだけで、体にはオーガズムと同じ現象が起こっている。

「ソトミチくんの、ビクンビクンって、お射精おねだりしてる……ここってこんなに可愛い動きするんだ……。いっぱい我慢できたもんね。えらいえらい。でも、ほんとにお手々でイカないと思ってなかったし、どうしよう……」

　山本さんはパンパンに張った亀頭をヨシヨシと撫でて、カウパーを竿全体に塗りたくる。それからまた握り込んでの手コキに切り替えて、手を前後させてきた。

「んふっ。こんなにしてもイカないなんて。オナニーのときはどうしてるのかな」

　俺をからかうための、言葉責めに近いものだったはずだった。でも、オナニーという言葉は、俺が美優とのエッチを想起するのに充分なワードだった。

「あっ、やっば……ご、ごめん、山本さん……スイッチ、入っちゃったかも……!!」

　お尻の穴をキュッと締めて、睾丸からせり上がってくるものをなんとか抑え込む。こんな廊下でぶっかけなんてしたら、人目に隠れながら掃除するのはほぼ不可能だ。精液まみれの壁なんて見られたら大問題になる。

　それは山本さんもわかっていて、しかし、快楽を最優先に考えている様子の山本さんは、むしろ俺の射精を煽るように手の動きを激しくしてきた。

「あら、大変。だったら、ここにシて」

　山本さんはパンツを床に落としてから、膝を後ろに曲げる要領で足首にかけたパンツを拾い上げて、それを俺のペニスに被せてきた。手のひらとは違う生温かさが、竿の全体を包み込む。ライムグリーンのランジェリーを被せられた俺のペニスは、その瞬間にビクビクビクッと射精運動を強制されて、ついには我慢の限界を突破した。

「あっ、あああっ……出るっ…………うっ……出るッッ!!」

　びゅびゅびゅぅぅうっ、びゅるるっ、びゅびゅっ──!!　と、山本さんの手コキで容赦なく責め立てられていた俺のペニスは、数秒と我慢することができずに山本さんのパンツに精液を吐き出してしまった。スカートから下ろしたときには愛液で糸を引いていたクロッチが、雄の情欲で汚されていく。

「わぁ、すっごい量……匂いだけでわかるぐらい濃くて刺激的……」

　山本さんはまだ芯の残ったペニスに強めの圧力をかけて、尿道から漏れてきた精液を指先に掬ってそれを舐め取った。

　それと同時に休み時間の終わりを告げるチャイムが鳴った。すると山本さんはこんな盛り上がった状況であるにもかかわらず、俺のズボンのチャックを上げて後ろへと距離を取った。精液まみれのパンツは、山本さんの手の中に収められている。

「先生にはお腹が痛くてトイレに籠もってるって伝えとくから、ソトミチくんはごゆっくり」

「え、あ、あの。聞きたいことがありすぎるんだけど……。とりあえず、そのパンツ、どうするの？」

「えー。知りたい？」

　山本さんは耳に髪をかけてから、恥じらうように上目でそう聞き返してきて、それから、俺に耳打ちをして去ってしまった。

　──帰ってから、一人でするのに使わせてもらうね。

　襲いかかるようにして俺を手淫で抜いてきたその行為に似つかわしくない、恋する乙女のようだった山本さんの声が、俺の脳内でリフレインしていた。

　教室では彼氏は作らないだとかなんとか、しんみりと言っていたばかりなのに、こんなにエッチなことをしてくれるなんて。俺が初めてのタイプだって言葉を信じるなら、誰彼構わずこういうことをしてるわけじゃないんだろうけど、だとしても手コキで抜いてくれるなんてわけがわからない。

　美優と関わり始めてからというもの、生活が一気にエロゲじみてしまったな。山本さんとエッチをしたなんて、俺が言いふらしても誰一人としてまともには取り合ってはくれないだろうし、しばらくは成り行きを見守るしかないか。

（でも……山本さんの手コキ……めちゃくちゃ気持ちよかったな……）

　童貞の俺でもわかるぐらいに熟達した手つきだった。なにせ何年もの付き合いがある俺の右手よりも上手かったからな。

　美優とのデート前にこんなことになってしまって、これは美優に報告するべきなのかと、俺は迷いながら。ただひたすらに、射精を終えたペニスから硬さが抜けるのを、誰も通ることのない廊下の陰に突っ立って待っているだけだった。











８　美少女によく絡まれる一日









　美容院に行ってきただけで学園一のアイドルに手コキしてもらうことができた俺のもう一つの奇跡があった。これはモテとかそういうのには関係がなくて、しかし、後の俺の人生としては大切な、一つの分岐点だったようにも思う。

「──あれ？　あの後ろ姿は……」

　山本さんにエッチなイタズラをされてから教室に戻ると、ホームルームは終わっていて、俺の体調だけを確認した担任にさっさと家に帰れと言われて一人で帰路についていたときのこと。今日も俺が食材の買い出しのためにいつもとは違う道を歩いていると、どこかで見たことがあるようなゆるふわツインテールの少女が友達と歩いているのが見えた。

「美優……？」

　声をかけようとして、でももし間違っていたらとためらいが生まれて、呟き程度に発した言葉に、そのゆるふわツインテールの少女はこちらを振り向いてきた。

「あ、どうも。美優のお兄さん……ですよね？　いつぞやぶりで」

　美優よりは短い髪をふわっと二つ結びにしたツーサイドアップ。高級ドールのような肌の質感とクリッとした潤みのある目は、しかしそこに確かな温度を宿すことで人としての形を完成させている。どれだけ美優と親しい関係になって、山本さんとのスキンシップを繰り返しても、その可愛さが色褪せることはなかった。

「遥ちゃんか。びっくりした。美優はいないの？」

「美優は先に帰りました。最近は付き合いが悪くて」

「そうなのか」

　美優がどんな学校生活を送ってくるかなんて知らないからな。でも、こうして美優と同じ制服を着ている少女たちを見ていると、あれだけ大人びた美優でも思春期の只中にある女の子たちと同じ年代なんだと再認識させられる。

「うわっ、遥が男と喋ってる。めっずらしー」

　その横にいたのは、遥よりも細長いツインテールを伸ばしたスレンダーで可愛い女の子だった。三人で作られていたグループには、もう一人の女の子が少し離れたところに大人しく控えている。

「美優のお兄さんだよ」

「うっそ!?　マジ!?　ちょーレアじゃん！　写真いいですか!?」

「えっ、あ、えと……」

「こら。困らせるようなことをしない。それに、お兄さんとは私が話があるから」

「えーつまんなーい。私も連れてきなさいよ。あんたレズのくせに男と二人きりで喋るとか。美優のお兄さんだからいいってこと？　ラブホでも行くつもり？」

「黙りなさい」

　遥はお友達の片方の髪の結びを掴みながら親指でこめかみをぐりぐりと押していく。「いでででで！　わ、悪かったってば！」と涙目で謝罪するそのお調子者を、もう一人の友人は慣れたことのように遠くへと連れていった。

「では、お兄さん。行きましょうか」

　遥は友人に尾行をされないように見送りをしてから、俺と二人で近所のカフェに入った。お話ししたいことがあるって、俺は何も聞いてないんだが、なんだって今日はこんな可愛い子に縁があるんだ。そもそもカフェに入るのだって初めてだぞ俺は。

「えっと、さっきの友達が言ってたのは……」

「レズだってことなら事実ですよ。ですので、私に何かを期待するのはやめてくださいね。美優のほかに興味はないので」

　遥は俺の期待を制してきた。それは構わないのだが、だとするとあのときの事故は、そういう見方ができるようにもなってしまう。

「もしかして、なんだけど……美優って、女の子が好きだったりするの……？」

　あれだけ可愛い妹が一度も彼氏を作ったことがないのなら、それは可能性としてありえた。そして、俺に庇い立てしてまで遥をオカズに使わせなかったのも、納得ができるのだ。これまで美優が俺とエッチしてきたのは、世間体のために男とエッチができるようになるためで、俺を実験台にして性経験を積んでいたと考えればおよその辻褄は合う。

「私からはすべては申し上げられないので、部分的にお答えしますが、美優にそうした趣味はないですよ。他人に言えない趣味を共有しているのは事実ですが」

「ま、マジで？　それって、教えてもらうことはできないの？」

「お兄さんにも他人に言えない秘密があるでしょうし、ご理解いただけますよね？」

　遥は注文していた紅茶にミルクだけを足して口をつける。まさか、俺と美優との関係が、バレているのか。咄嗟に取り繕おうと、コーヒーに口をつけたら熱くて危うく火傷しかけた。

　遥に合わせてつい勢いでコーヒーを頼んでしまったが、このブラックの一杯だけで六百円もするなんてな。店内はシックでおしゃれな空間だし、大衆向けのレストランなんかよりは静かで話しやすい。だから、場代ってことなんだろう。

「美優とあの部屋で何をするつもりだったんだ？　服がどうとか……」

「それこそが私と美優が互いを求め合う理由であり、すべてをお話しすることができない一部です。美優が教える気になるまではあまり掘り下げないであげてください」

「そうか。そういうことなら、いいけどさ」

　俺の周りの女の子が難しすぎる。山本さんといいなんで女の子はこんなにもミステリアスなのかな。

「で、じゃあ遥ちゃんはなんで俺と話をしようなんて思ったの？」

「遥でいいですよ、呼び捨てで。男嫌いの美優が、下着姿で男性と二人きりになるなんてビックリしたので。お兄さんがどんな人なのかなと」

　今、なんて言った？　美優が男嫌いって、俺は男なんだが？

「そんなに嫌ってるの？」

「それはもう。美優はあの容姿なので、告白もひっきりなしだったんですけど。あまりに酷い振り方をするものだから、今では誰も狙わなくなりましたね。いつだかは男子と大喧嘩にもなったそうですよ」

「ええ……美優が俺をどう思ってるのか知りたくなってきたな……」

　美優からは好意を感じたこともなければ、明確な嫌悪感を抱かれたこともなかった。それは幼い頃からずっとそうで……ってことは、俺は兄だから、昔から同じ家で過ごしてきた人間だから、例外的に許されてるだけなのか？　それなら、美優には他に男は作れないんだし、俺とエッチをするのもわかる。いやそんな理屈がまかり通ってたまるか。

「少なくとも、美優はお兄さんのことを悪いようには思ってませんよ」

「遥がそう言ってくれるなら安心するけど……。遥のほうはどうなんだ？　恋愛感情なのかはともかくとして、美優のことは好きなんだろ？　俺って邪魔じゃない？」

「ええまあ。最近はやたらと楽しそうにしてるので、憎いといえば憎いですね」

「そ、そうだよな」

　聞いておいてなんだがズキリときた。遥はなんてことなさそうな涼しい顔をしてくれているが。

「家じゃドライな妹だけど、学校では楽しくやってるんだな」

「美優はいつも真顔で辛辣なままですよ。声音とか仕草とか、そうした微妙なところでいいことでもあったのかなと感じる程度です。私以外ではわからないでしょうね」

　美優は学校でもあのままなのか。でも、遥にはわかるんだな。単に仲良しってわけでもなさそうだし、やっぱり気になるな。この二人の関係が知りたいってわけではなくて、きっと美優が俺を特別に扱っているのと同じように、美優は遥にも何かを期待していたはずなんだ。

　と、いうことは。

「答えられないなら答えられないでいいんだけど。エッチはしてたの？」

「してましたよ」

　してたんかい。そこはあっさりと答えるんだな。まあ俺とできるくらいだから、こんな可愛い子とするぐらいは抵抗ないよな。なら俺が思っている通り、美優は今でもエッチだけが目的ではない何かを抱えているのか。

「お兄さんも勘付いているようなのでお話ししますが、美優にも女の子しか愛せないのかと悩んでいる時期はあったんですよ。生理的に男が無理でしたからね。私との関係は……まあそれとは別の側面もありますが、その残滓みたいなもので。結局は、美優は女の子を本気で愛することはできないと、悲しくもわかっただけでしたけどね」

　遥は淡々と語りながら、空になったカップに紅茶を注ぐ。美優にはそんな幼い頃からずっと抱え続けてきた悩みがあったのか。

「今はどんな関係なの？」

「んー。美優の趣味を応援するための出資者でしょうか。私はパトロンでいるよりご主人様を持つほうが向いているので、これからはそちらに専念するつもりです。美優はお兄さんのほうが好きみたいですし」

　遥は嫌みな視線を俺に刺してからまた紅茶を口にした。パトロンが何を意味していたのかについては、聞いても教えてもらえないよな。美優が隠したい情報の線引きをしてくれてるんだろうし、これ以上は掘り下げるべきでもないか。

　他にも、美優のことは知りたいことがたくさんある。学校では遥が一番に仲がいいみたいだから、教えてくれることがあるなら聞いておこう。

「じゃあさ──」

　それから俺は遥と三十分ほど、美優のことを話した。俺は美優の昔の話を、遥からは美優の学校での姿を、それぞれに教え合った。遥が完全に俺を性愛の対象から除外して話をしてくれたおかげで、ひたすらお喋りにだけ集中することができた。

　そんな有意義な時間の中で、俺は大事なことを思い出した。まだ幼かった頃の美優はよく笑っていて、毎日キラキラした服を着て楽しそうに過ごしていたんだ。

　中学に入ってからは、すっかり無骨でクールな姿が定着してしまっているけれど。また楽しそうに笑う美優とお喋りができる日が来るのなら──そのために、俺にできることが、あるのなら。

　どんなことでもしてあげたいと。俺は胸の内で、そう強く思うのだった。











９　試着室はエッチをするところじゃありません









　土曜日、快晴である。

　今日この日、俺は人生最大の初めてを迎える。

　女の子と二人でのデートという大イベントだ。

　相手は実の妹だけどな。それでも俺は出かける前から緊張していた。二人でいることにはもう慣れているはずなのに、外出するというだけでこれほどまでに違うものか。

「まともな服がない」

　美優が俺の部屋のクローゼットを漁っている。無難にシンプルなモノトーンの服を集めたつもりなのだが、美優からはどれもボツを食らった。休日に高波たちと遊ぶのによく着ていた服も「ダメ」の一言で床に放り投げられてしまう。

「これならまだマシかな」

「それしかないのか。他のボツになったのと、何が違うんだ？」

「他のは古い。サイズが合わない。生地が悪い」

「生地なんて見た目じゃわからないだろ」

「着てるとわかるの。いいから着て」

　美優の顔つきは真剣である。元々やや吊り上がりな目つきをしている力強い視線が、また一段と凄んでいる。

　美優も夏らしい格好だった。六月の快晴ということもあって、外の気温は相当なもの。インナーの肩紐まで丸見えなトップスからは、換気のために主張の激しい胸部の溝があらわになっている。色白なふとももをきらめかせるショートパンツはもはや凶器だ。一言で言うなれば、今日の妹は、エロい。

「美優はずいぶんと服にこだわるんだな」

「お兄ちゃんがだらしなさすぎるだけでしょ」

　美優は今日俺が着る服を見繕ったあとも、クローゼットを物色し続けた。引き出しの奥まで手を伸ばす美優のお尻が、グイッと突き出されて、屈んで覗けば隙間からパンツが拝めそうだ。

　女物の下着くらい洗濯物で見慣れているはずなのに、どうしてだか穿いてるパンツはいくらでも見たくなるんだよな。

　腰にくびれがあるせいなのか、美優のお尻の膨らみはおっぱいと同じくらいに女性的な魅力を感じる。なんと言ってもこの適度に肉を残された脚だ。ショートパンツから伸びる膝の白さが艶めかしい。

　今にして思えば、俺が最初に美優に欲情したのもふとももだった。一度でいいから触ってみたい。

「お兄ちゃん」

　気づけば美優が俺のほうを向いていた。そして、下腹部を睨んでから、次に俺の顔を睨んでくる。

「これ、私だよね」

　美優は俺が股間に張ったテントを指差した。私だよね、と言ったのはつまり『この勃起は妹である私でエッチなことを妄想した結果なんだよね』という意味である。

「油断しただけだって。出かけるまでには鎮まるから、気にせず気にせず」

「そう？　ならいいけど」

　美優は俺の服の選別を再開した。抜かせてくれと頼みたいところだが、美優をオカズにしたとなったら口では受け止めてくれない。

「女の子ってたくさん服を持ってるイメージだけど。美優もそうなのか？　雑誌もよく読んでるし、クローゼットの中とか、すごいことになってそうだな」

　これだけこだわりがあるくらいだからな。服の量もかなりのものだろう。そうともなると、どうやって服を整理しているのかが気になる。

　クローゼットのサイズは俺の部屋と同じで、かつ服の数は圧倒的に美優のほうが多いはずなのに、俺はやり場のないズボンやら室内着やらを投げっぱなしにしていて、美優の部屋には制服の脱ぎ跡すら確認したことがない。

「んー？　ダメだよ、見たら」

　美優はひと通りの物色を終え、積み上がった服を有無を言わさずゴミ袋に詰めていく。まだ使えそうな服もいくつかあったので、ここまで断捨離されるともったいないようにも感じてしまう。

　きっとそのなんとなくの不安が贅肉なんだろう。美優が気にかけなくなったら、俺はまた外見に無頓着な生活に逆戻りだ。

「だいたい必要なものはわかった。三万円以上は使うけど、持ち合わせはある？」

「それぐらいならあるけど、そんなもんなんだな。ちゃんとしたのを買うんだろ？」

「なんでも高いものを買えばいいってわけじゃないの。特にお兄ちゃんなんて短期のバイトしかしてないんだから」

　汗水垂らして稼ぐより、生活を切り詰めて小遣いを貯めるほうが楽だからな。美優だってバイトはしていないはずなんだが、どっから服の費用を捻出してるんだか。

「もう出かけるか？」

「うん。ただ、その前に」

　美優は残しておく服をきれいに畳んで仕舞うと、床に正座をして俺にも居住まいを正すように指示した。

「出かける前に、真面目な話をしようか」

　その表情にも、声音にも、いつもの美優らしい余裕はなかった。

「言うと逆に意識しちゃうだろうから、言いたくなかったんだけど。話題に出ちゃったから、きちんと忠告しておくね」

　美優の視線が、俺を圧迫してきた。美優に真剣な顔をされるのは初めてではないけれど、美優の顔を怖いと思ったのは、今日が初めてだった。怒っているのとは違う。不機嫌なのとも違う。それはいつものように、俺が美優に投げかけた言葉のレスポンスではなく。美優の意思で、普段は見せない生の感情を、俺に伝えようとしていたからだった。

「私の部屋のクローゼットの中だけど。覗いたら、縁を切るからね。本気で」

　美優は酷く冷淡な声で言った。それはもはや、その秘密を守るためなら殺人すら厭わないと感じさせるほどの圧力があった。

「わ、わかった」

　たしかに、するなと言われたらしたくなるのが人のサガではあるが。ここまではっきりと禁止をされては、俺にだって分別はある。

「本当に？」

「本当だよ。絶対にクローゼットは開けない。約束する」

　その約束をすることは、俺にとって苦ではなかった。なぜなら、およその察しがついていたからだ。そして、幸いなことに、俺にはその美優の秘密に対する理解がある。

　クローゼットの中身を見られたくない、服に関する秘密。

　となったら、それはもう、一つしかない。

「俺は、応援してるからな」

　そうか、美優にも、そういう趣味があったのか。道理で俺がエロゲをやっていても「可愛い女の子だね」ぐらいの感想で済んだわけだな。

　合点がいった。だが、同時にそれを見てみたくもある。決して秘密を暴きたいとかいうわけではなくて、ひと目でいいから拝んでみたいのだ。

　この妹が、コスプレをしている姿を。




　ショッピングモールは広かった。建物がデカいというのもあったが、上の階層まで吹き抜けになっている構造が、建物全体を一体感のあるお店として演出していた。

「高そうな店ばっかりだな」

　軒を連ねる店の展示物からして、学生である俺の場違い感が浮き彫りになる。歳下であるはずの美優はむしろ馴染んでいた。夏服と巨乳の相性は抜群である。裾の短いパンツからは俺の欲望を一身に受けるふとももが見えていて、しかし今はエッチなことを考えている場合ではないので、集中力は切らさないように励んでいる。

「メンズのお店で安いところも調べておいたから。夏物をひと通り買ったら、後はデートっぽい感じに歩こっか」

「……デートっぽくでいいの？」

「なるかはわからないけどね」

　──私も未経験だから、と呟く美優が、珍しく初々しい感じだったので、柄にもなくキュンときてしまった。この妹は本気を出せば庇護欲だけで生活していけるのではないだろうか。

　俺を女の子慣れさせるために体を張ってくれている美優は、目的のお店に入るとまずは店内を一周して、それからいくつかの商品を手に取って俺に渡してきた。最初は目につかなかったような服も、美優が選んでくれると似合いそうに思えた。

　試着をして、しっくり来たので、それらを購入。俺の体格に合わせて服を選んでくれているので、服自体の見た目と着たときのギャップはほとんどなく、それだけでさすがだなと思えるぐらいに服選びの手際はよかった。次のお店に向かってから似たような流れで、購入した物は靴や化粧品なども合わせると相当な量になった。

「だいぶ歩いたな。帰る前に休憩でもしてくか」

「お兄ちゃんの奢りでご飯が食べたいです」

「へいへい。なんでも言ってくれ」

　今日一日を俺のために使ってくれたわけだし、これから先のことも含めて、お礼をしないわけにはいかないよな。

「最後にあのお店だけ入ってもいい？」

　レストランフロアに向かう途中、美優が気になるお店を見つけたようで、急ぎの用もなかった俺は迷わず承諾した。レディース専門店だし、荷物も多いしで、店先に展示されてるものだけ眺めて後はベンチで座っていようと、考えていた矢先のこと。

「あれ……？　ソトミチくん……？」

　美優と入れ替わるようにして、長身巨乳の美人さんがお店から出てきた。その人は俺もよく知る人……というより、つい最近エッチなことをしたばかりのクラスメイトだった。

「奇遇だな。こんな遠くで会うとは思わなかったよ」

　山本さんとまさかの出会いだった。夏用ニットの膨らんだ胸元に、緩くカールした髪がはらりとかかって、ムチムチの上腕二頭筋との調和でえもいわれぬエロスを醸し出している。

「ソトミチくんは何をしてるの？」

　山本さんは俺が抱える大量の荷物を見て、男一人でぶらつくには似つかわしくない場所にいる理由を尋ねてきた。嘘をつくほどの状況ではないのだが、妹とデートしてると口にするのは恥ずかしくて、さてどうやって説明しようかと迷ってるところに、美優もお店から出て俺に近づいてきた。

「あ、あれ？　ソトミチくんの彼女？　クラスの子にはいないって言ってなかった？」

　山本さんは美優のことを俺の彼女と勘違いして、慌てた様子だった。無理もない。もし俺に彼女がいたら、あの学校での手コキは不貞行為になってしまうわけだからな。

「嘘はついてないよ。こいつは妹だから」

　彼女だったらよかったけど。見栄は張らずに正直に答える。これで俺がロリ可愛い巨乳美少女と付き合っていると噂が流れたりしたらたまったもんじゃないからな。

「どうも。妹です」

　美優は端的に自己紹介をした。お辞儀をして、美優はその麗しいお姉さんを見上げる。妹って、俺もそう紹介したし、間違いではないけど。

「この人が山本さん？」

　俺がこれまでに伝えた情報から推察したのか。美優は俺に尋ねてすぐ山本さんの特徴的な部位に目を留めて、「でかい……」と呟いた。

「あ、はい、山本です。初めまして」

　山本さんは顔を綻ばせて「可愛い……」と呟いて返す。

「お兄ちゃん。しばらく山本さんと歩いてきてもいい？」

「嫌とは言わないけど。なんで？」

「お話がしたいから」

　美優がそこまで言うと、山本さんも弾かれたように「私も妹さんとお話ししたい！」とお願いを畳みかけてきて、俺は一人で荷物を抱えたまま取り残されることになった。

「飯は？」

「山本さんと食べる」

「なら俺も一緒でいいだろ」

「聞かれたくない話をしたいからに決まってるでしょ。察しなさい」

「す、すまん」

　そんな俺と美優のやりとりに、山本さんは微笑ましげに口角を緩めて、集合の方法を決めてからは美優と手を繋いでレストランへ消えてしまった。

　それから、俺は孤独にご飯を済ませて、一人でデパートをぶらぶらして、気づけば二時間も放置されていた。美優からの連絡に従って待ち合わせ場所に来たのに、そこにいたのは山本さんだけで、ずいぶんと上機嫌にしてる。よほど美優と波長が合ったらしい。

「ソトミチくん、お待たせしちゃってごめんね。話が弾んじゃって。美優ちゃんはしばらく一人で買い物してるって。だから、終わるまで一緒にお店を回っていかない？」

　何か企んでいるような満面の笑みだった。山本さんとデートできるなら嬉しいことこの上ないので、彼女作りに努めている現状、断る理由はなかった。

「美優とは何を話してたんだ？」

「んふふ。色々と。兄妹の営みについてとか」

「えっ……!?」

　まさか、美優のやつ、俺がオナニーの処理をさせていることを山本さんに言ったのか。それは、美優としても言いたくなかったことのはずなのに、どうして。いや、あるいは、俺の学校での態度がきっかけで……。

「ソトミチくんに試着を見てもらいたいから、お店についてきてもらってもいい？」

「え？　ああ……、まあ、いいけど」

　考えがまとまらないまま、俺は山本さんに大きめのファッションショップに連れていかれて、山本さんがいくつかの服をまとめて試着室に入っていくのを追った。そして、試着用の個室のカーテンの向こうへと入っていった山本さんの着替えを待っていると、ほどなくして声がかかった。

「……入ってきて、いいよ」

　俺まで個室に入れとのことだった。店員の見回りの頻度は低いようなので、二人で入っても咎められはしないだろうが、なにやらいけないことをしているみたいで気が咎める。でも、女の子の試着を間近で見られる機会なんてめったにないし、入らないわけにはいかないよな。

「そういうことなら……おじゃましま──っ!?」

　俺はカーテンの向こうへと足を踏み入れて、そして、絶句した。

「早く、閉めて」

　山本さんは自らの体を抱きながら俺を急かしてきた。混乱した頭の中で、俺はカーテンに隙間がないことをしつこく確認した。そして、目の前にある理解しがたい光景に、ようやく頭が回り始める。

「山本さん、服……！」

　全身肌色。それはファッションと呼ぶにはあまりにも大胆で。っていうか、完全に露出していた。山本さんは、下着の一切すら身に着けていなかった。

「状況が、よくわからないんだけど……！」

　困惑の最中でも構わず、山本さんは俺との距離を詰めてくる。といっても最初から一メートルもなかった幅だ。山本さんが一歩を踏み出して、片脚を股下に差し込まれると、俺は容易たやすく壁に追い詰められてしまった。

「美優ちゃんとの約束で。少しだけ、何も聞かずに、エッチさせて」

「これって、やっぱりエッチする流れなの……？」

「うん。前みたいにおっきくして、できるだけ射精せずにいてくれると嬉しいな」

　山本さんは全裸で俺のお尻に手を回して、お互いの股間を押しつけるように下腹部を密着させてきた。学校で感じ取ったものとはまるで違う。生の肉体に抱きしめられている感覚は、服の上からでもありありと伝わってきた。

　それから、俺がズボンごとパンツを脱がされるまではすぐだった。この間の学校でのエッチの続きをするみたいに、山本さんは流れのままに俺のペニスに触れてきた。しかも、またしてもこんな公共の場で。この清楚可憐な学園のアイドルは、もしかしたら経験豊富どころか変態レベルのエッチ好きなのかもしれない。

「ソトミチくんはおっぱいが好きなんだよね」

　山本さんは床に膝を突いておっぱいを持ち上げる。山本さんは手だって大きいはずなのに、その指先から溢れるくらいにたわわなその膨らみを、いったんは広げて俺の肉棒を挟むようにギュッと押し当ててきた。

　谷間に溜め込まれた高い体温と、ペニスがおっぱいに挟まれているという絵面だけで、脳の性的興奮領域に神経パルスをこれでもかと叩き込まれていく。全身のどこにもシミひとつないきれいな肌。胸の先っぽも、数々の男たちに使われてきたとは思えないくらいに淡い色をしている。

　学校では妹以外で勃つことすらできなかった俺の肉棒が、山本さんのおっぱいの中でムクムクと肥大化し始めていた。この美とエロの化身をもってすれば、俺が拗らせたシスコンもあっさりと治ってしまうかもしれない。

「美優ちゃんをオカズにしてるときは、あんなにガチガチだったのになぁ」

　山本さんはニヤついた笑みで半勃ちのペニスに苦情をつけて、俺が学校で勃起していたその要因が美優であることもわかっていると暗に示してきた。もはや美優について隠すことに意味はないのかもしれない。

　きっと、初めて日直を共にしたあのときから、山本さんは俺に後ろめたいものを感じていたんだ。美優と山本さんが二人になって、どちらが主導で会話が進められたのかは、俺には見当もつかない。

「俺もこんなに重症になるとは思ってなくて。それで、まずは彼女を作って女性経験を積めって美優に言われてたんだけど……。そのあたりのことも、承諾してくれてたり、するの？」

「私がソトミチくんの彼女になるかはまだわからないけど。エッチでイケるようにはしてあげる」

　山本さんは彼女になることについては否定してきた。もちろん、恋人らしい男女の付き合いを何もしていなかったのに、付き合えるはずがないとは理解してる。まだ友達とも言えない間柄で、パイズリをしてもらっているこの状況も十二分におかしいが。

　俺が彼氏だと格好がつかないしな、と内心でションボリしていると、その機微を感じ取ったのか──あるいはペニスが少し萎んだのを心配したのか──、山本さんは俺を励ますように言葉を続けてくれた。

「そっちはそっちで私に悩みがあって。まだ踏ん切りがつかないところもあるんだ」

　山本さんはいつかの昼休みで見たような儚げな表情になって、すぐにまたパッと明るい笑顔になった。

「だから、お互いのために、まずは事実確認からね」

　山本さんはおっぱいを両側から持ち上げて、俺のペニスをシゴき始める。ブラに締めつけられていない生のおっぱいが、たゆんたゆんと水風船みたいに形を変えて、視覚と陰茎を同時に興奮させてくる。

「おっ、ああっ……や、やば、それ……きもちいい……!!」

「ソトミチくんったら、ローションもなしに挟んでるだけなのに。パイズリならこういうのが必要でしょ。あーむっ……」

　じゅるるるっ、とエッチな音がしたかと思ったら、俺のペニスが山本さんの口の中に収まっていて、充血して敏感になった亀頭がその口内の熱い体温を感じ取っていた。

「あっ、あっ、ああああっ……!!　や、やばい、出る出る出る……!!」

　山本さんのフェラは肉厚で濃厚で、ひと舐めされるだけで射精しそうになるほどの快感が陰茎から突き抜けてきた。

「そんなに感じてるのに射精はしないんだ。ますます本物だね……。ただ、ソトミチくん。あんまり声は出しちゃダメだよ？」

　そう言って山本さんは、また、じゅるるっ、じゅぶっ、といやらしい音を立ててフェラチオをしてきた。俺は声を我慢するのに必死で、口を押さえたまま、ただ下半身に与えられる過分な快感だけを享受していた。

「んふっ。はぁ。男の人のって、こんな味がするんだ……すっごいおいしい……」

　山本さんは先走り汁を吸い上げるようにして、ペニスと精液の味を堪能している。ペニスを咥えて美味しいと感想を漏らす女の子が現実にいるなんて思わなかった。こんなにもエッチな女の子に肉棒をしゃぶってもらっているのに、俺はまだ射精することができていない。

「──どうですか、奏さん」

　個室のカーテンが開いて、焦った俺が何に焦ればいいのかわからなくなるほど唐突に、美優が姿を現した。女の子にフェラをしてもらっている現場を見せつけられているのに、美優の表情は初めて俺のオナニーを目撃したときと変わらない真顔だった。

「美優ちゃん、もう来たんだ。お兄さんもずいぶんと重症だね」

「それはもう。治療の見込みはありそうですか？」

「どうかな。とりあえず、美優ちゃんも脱ごっか」

　こんな狭い個室で、乳のデカい二人が裸になるなんて、とんでもない提案だった。山本さんはルンルンと美優を誘っていて、しかし美優のほうは難色を示している。

「そういう約束はなかったと思いますが」

　美優はひとまず個室にだけは入ってきて、山本さんの裸を一瞥してから、自分の体を抱きかかえて目を逸らした。なにか思うところがあるらしい。

「事実確認のためならどんなことでもって約束でしょ？」

「むう……そう言われると、拒否はできませんか……」

　山本さんはニコニコと、どちらかというと約束がどうということより、美優をエッチのフィールドに引きずり込むのが目的のようにも見えた。

　美優は指示された通りに服を脱いで、山本さんが服を置いている場所とは正反対の位置に衣類の一式を畳んで積んだ。お風呂で見たとき以来の美優の生肌だった。山本さんと対比すると、美優の体型がどれほどロリ巨乳なのかがわかる。産毛すら生えているのかわからないほどの全身の毛の薄さにもドキドキしてしまう。

「美優ちゃんもフェラする？」

「フェラだけは絶対にしません」

「あらあら」

　山本さんは美優の強情な態度に妖しく微わ笑らって、それから美優に見せつけるみたいに、じゅぼじゅぼと下品な音を立てて俺のペニスを頬張った。

「あああっ、うっ、うううっ……うぐっ、や、ヤバいって、それ……アッ……！」

　妹の目の前でフェラチオをされて、感じている姿は見せたくないのに、性感に声が漏れてしまう。裸になった美優は置いてけぼりで、どこかつまらなそうにしていたのは俺の気のせいだったのだろうか。

　気持ちよくなっている俺に、追い打ちをかけるように山本さんがおっぱいを上下させてきて、唾液で滑りのよくなったパイズリは本番行為をしているのかと錯覚させるほど肉厚でヌルヌルだった。

　あまりの快感に腰が引けて、情けない姿で陰茎を吸われている俺に、山本さんも行為への満足感が得られたのか「美優ちゃん、ソトミチくんのこと、そろそろイカせてあげて」と言ってプレイの終わりを表明した。

　その山本さんの指示に従って、頷いた美優が、俺の横まで移動してきた。つるつるで俯瞰でもぴっちりとした割れ目が見えてしまう美優のパイパンは、それが見えない角度になるまで近寄られることによって隠されて、乳首を片腕で覆った美優が、ボソッ、耳元で囁いてきた。

　──お兄ちゃん、もう我慢しなくていいから。イッて。

　その色っぽい声が聞こえた瞬間、ペニスの周辺筋が急激に痙攣を始めて、俺の睾丸から精液を汲み上げ始めた。それと同時に山本さんがパンッ、パンッ、とピストンさながらにおっぱいを打ちつけてきて、俺は抵抗など微塵もできないままに、射精の限界を迎えてしまった。

「あっ、あああっ!!　もうほんとに出る!!　出るっ……!!　山本さん……あああっ……ああっ、出る出るぅっ……あっ、あああぁあっ!!」

　びゅるるるっ、びゅびゅっ、びゅるるるっ、びゅびゅっ、びゅくっ、どびゅるるるっ、どびゅっ、どくん、どくんっ──!!

　精液が飛び出す寸前に、山本さんが俺のペニスを咥えてくれて、俺はその口内に直接大量の精液を注ぎ込んだ。ドクドクと止まらない精液の流れに、山本さんはこみ上げるものを我慢するように顔を顰めて、肉棒のビクつきが終わるとすぐにちゅぶっと口を離した。

「ううっ…………すっごく苦い……ご、ごめん、ソトミチくん……」

　山本さんは涙目で、精液を飲み込めずに困っている。経験豊富そうだったから、精液を飲むぐらいは平然としてくれると思っていたのに。俺は精液を飲んでもらうのが好きだったから、その点では少々複雑だった。あるいは、それほど俺の精液が不味すぎるのか。

「お兄ちゃんとエッチするなら、吐き出すのだけは許しません」

　美優は謎の宣言をして、どうしても飲み込むことができなそうな山本さんに、なんということか唇を重ねて口移しで精液を吸い取った。そして、美優はそれを平然と飲み下して、カラになった口内を見せてくれる。俺は射精をした直後だというのに、むっちりしたおっぱいの二人が乳首をツンと硬くさせて俺の精液を分け合っているのを見て、性欲の高ぶりは鎮まることがなかった。

「こら。お兄ちゃんはいつまでそうしてるの」

　美優は勃起したままの俺のペニスを睨んで叱ってきた。そんなこと言ったって。こんなエロい状況で、しょうがないだろ。

「はあ。まったく。いいから奏さんの口に全部出しなさい」
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　美優は横から俺のペニスを掴んで、雑にシコシコしてきた。美少女二人分の、夏の暑さで汗ばんだ匂いが狭い個室に充満して、その芳かぐわしさだけで頭がおかしくなりそうだった。俺の目の前で陰部を晒しながらしゃがむ山本さんと、すぐ横で全裸で立っている美優の、四つの巨乳が交互にチラついて、もう脳みそがバカになったみたいに射精欲がドバッと吹き出した。

「み、美優、山本さんも見てるのに……う、うぐっ……ああっ……！」

「奏さん。お兄ちゃんがまた射精しそうなので、お口で受け止めてあげてください」

「えっ？　もう？」

　山本さんの素の反応に、グサッときてしまった。これまで技巧を尽くしてもなかなか射精しなかった俺とのギャップに驚いたのだろうが、俺は美優が相手だと情けないぐらいに早漏になるのだ。

「ごめん、山本さん……!!　うぅっ……で、出るっ……!!」

「わあっ……はむっ……んっ、んんっ……！」

　びゅっ、びゅっ、と山本さんの口に呆気なく射精をして、でも裸の美少女が視界に映るとまだ勃起は収まらなくて、無表情に手筒を前後させるだけの美優の手コキに、俺はひたすらに射精をさせられた。

　俺の精液が苦くて飲み込むのが大変らしい山本さんは、それでも続けざまにやってくる精液を飲み下す以外にはなくて、何分もずっと俺の肉棒を咥えさせられたまま、美優の手コキによって飛び出てくる精液をただ口で受け続けていた。

「はぁ、はぁ、あっ……ぐっ、ふぅ……やばい……頭がクラクラする……」

「うぶっ……うぅ……ソトミチくんの精液、信じられないぐらい濃い……おなか気持ち悪い……」

　俺も山本さんも互いに満身創痍で、余裕綽々に俺に手コキをしているだけだったはずの美優は、どうしてだか、その表情が曇っていた。

「ほんとに美優ちゃんなら出せるし、美優ちゃんはソトミチくんのを飲めるんだね。……どうしよ。事実確認ができたから、今度は私が約束を守る番だけど……、これ、治療できるかな……」

　山本さんは心配そうに、口内に残った精液の残滓を舐めて飲み下して、それから美優に正面から抱きついて俺に顔を向けてきた。

「同じ巨乳ということで、射精できるようになったりしない？」

　くねくねと悩ましく動く山本さんの乳房の揺れに合わせて、ぷっくりと膨らんだ二人の乳首が交わって鍔つば迫ぜり合いをしていた。眼前にもっちりした乳房の膨らみが二倍になって現れて、もう射精することができないこの体はまだ興奮に高ぶっている。

「こ、こらっ。私の体を好き勝手していいなんて言ってませんよ」

「えへへ、ごめんごめん。美優ちゃんの体があまりにエッチだったから、つい」

「何がついですか、まったく」

　美優は赤面しながらそそくさと服を着て、それに合わせて山本さんも着衣を始めた。山本さんはスッと立ち上がって、パンツを穿いて、それから、ゴムがぱつっと締まる音。下着姿の山本さんが俺と目を合わせてきて、恥ずかしそうにはにかんだ。

「そしたら、夏休みになったら、エッチの特訓しようね、ソトミチくん」

　カーテンから外の様子を確認して、山本さんは最後にニコッと笑うと、足取り軽く試着室から出ていった。

　それを見送った美優は、なんだかやりきれない顔でしばらく押し黙って、それから、カーテンに手をかけてようやく口を開いた。

「ということなので。頑張ってね」

　美優は山本さんと何を話したのか、最後まで教えてはくれなかった。淫らな肌の触れ合いに、エッチをしている最中はまだ楽しそうにしていた美優は、結局はまたいつもの真顔に戻っていて。試着室を出ていく間際に見えた横顔は、むしろどこか寂しさを感じるような、気の抜けた表情をしていた。
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　試着室での目も眩くらむようなエッチを体験した次の日の朝のこと。テーブルの上には四つのランチョンマットが並べられていた。皿が置かれているのはそのうちの三つで、俺と、母親と、父親の分。

　今日の朝食はパンに各々が好きなものを乗せるもの。両親はケチャップやチーズを乗せるピザスタイル。俺はオーソドックスにマーガリンとジャム、もしくは砂糖。美優はサラダや目玉焼きを乗せて食べることが多い。

「みーちゃん遅いわね。大丈夫かしら」

「ん、ああ。どうしたのかな」

　俺はパンを頬張って、リビングの外にある階段に意識を向ける。そろそろ夏休みを迎える頃とはいえ、まだ登校日は残っているのに、美優が朝飯を食べに来ていない。

「あの子は普段はしっかりしてるけど、ちょっとしたことで気が抜けちゃうときがあるから。事故だけは起こさないようにちゃんと面倒をみてあげてね」

　先に朝食を済ませた母親は、慌ただしく仕事用のカバンの中身を確認している。

　母親の言う通り、美優にも危なっかしいところはある。美優は普通の女の子に完璧の皮を被せたタイプだ。生まれつきの秀才だったわけではなく、努力の積み重ねで今に至っている。きっと美優の冷静さはその努力の過程で染みついた緊張感からくるもので、その糸さえ切れてしまえばむしろか弱いくらいの女の子に戻ってしまう。

　美優のことだから大丈夫だろうと思いつつ、起こさなかったら無視をしたみたいで後味が悪いので、俺は食事を手早く終えて美優の部屋に行くことにした。

　妹とはいえ女の子の部屋なのでズカズカと入っていくわけにもいかず、二階に上がった俺はまず美優の部屋のドアをノックしてみるも、反応がない。

　ドアを開けて中を覗くと、布団が饅頭のように盛り上がっていた。

　登校の準備すらしていないようだ。

「美優、朝だぞ」

　俺が声をかけてさえ返事はなかった。寝起きは弱いのかもしれない。

　俺は美優の部屋に入り、ドアを閉める。内装は以前に見たことがあるときと変わりはなく、淡白ながらも女の子らしい赤みのある配色。しかし、床は珍しく散らかっていて、服や美容品が出されたままになっていた。

「起きろ、美優。学校に遅れるぞ」

　俺は頭のてっぺんだけを出して寝ている美優の肩を、布団の上から揺さぶった。

「ん……んにゅ……」

　美優は布団の中から第二関節までをニョキッと生やして、目の下まで布団を下ろす。薄目で俺を見る顔が不機嫌そうだった。

「もうご飯を食べないと間に合わないから起こしにきたよ。休むなら休むでいいけど、どうする？」

「……行く」

　言葉とは正反対に、美優は頭まで布団を被り直す。体調が悪いなら正直にそう言うはずなのに、どこかおかしい。昨日の帰りから美優はどこか元気がなかった。

「今朝はパンだから、部屋で食べるなら作ってくるけど」

　床が汚れたり壁にニオイがつくからと、部屋で食事をするのを好まない美優だが、こぼれにくいように作ってくればパンくらいは食べるだろう。勉強のときはココアとかも持ち込んでるみたいだし。

　俺の提案に、美優はまた布団から顔を出した。いつもの愛らしい眼まなこに戻っている。

「それは嬉しいけど、食欲がないんだよね」

　美優がギリギリまで寝ていた理由はそれだったか。ご飯を食べないなら、なるほどたしかにまだ寝ていても登校まで余裕がある。なら俺は食器を片付けに戻るか。

　そう思って部屋を出ようとしたところで、俺はふと美優のベッドの足元に違和感を覚えた。背後で美優が起き上がる音がして、布団が退けられると、その違和感の正体があらわになる。

　淡い柑橘色のパンツが一つ転がっていたのだ。セットのブラジャーと思われる肩紐までもが布団からはみ出ていて、その奥にはパジャマの裾らしき部分が見えている。

　頭をよぎる予感。いや、すでに確信となっていたそれは、俺の好奇心から配慮の二文字を奪い去っていた。

「あっ……」

　美優がそれを自覚したのと、俺が振り返ったのが、ほぼ同時だった。起き上がった美優の体が、朝日を浴びて白く輝いている。その上半身には美優の熟れた果実が二つ膨らんでいて、先端には淡いピンク色の膨らみが芽吹いている。

「ううっ……そうだった……」

　美優は首から下を布団で覆い隠した。「そうだった」というのがどのような意味を持つのか、さすがの俺でも理解することができた。邪推などしたくはなくても、どう考えたってそうだったとしか考えられない。

　止まない想像が俺の下半身に熱を集めていった。布団の中の服が、最初から着ていなかったのならそれだけのことだったが、美優はわざわざ着ていたものを脱いで裸になった。俺だってまさかとは思ったが、これが指し示す事実は一つしかない。

「お兄ちゃん……」

　美優の恨みと羞恥の込められた声が俺の耳に届いた。それが俺の確信をより強固なものにして、肉棒にさらなる硬さを与えていた。

「わ、私だって、若い体を持て余すことくらいあります」

　ついに美優が認めた。昨晩、一人でその体を慰めていたことを。

　声はまったく聞こえなかった。美優は俺にバレないように声を押し殺して、この布団の中で自らが与える性感に身悶えしていたのだろう。考えれば考えるほど危険な脳内物質が分泌されていく。生地の柔らかいスウェットが勃起に押し上げられて、いつもよりもペニスのサイズが誇張されていた。

「バカおにぃ……」

　美優の目も俺の膨らみを睨んでいた。股間には朝勃ちでも体感したことがないくらいの膨張感がある。ここで抜いておかないと、どうにか誤魔化して学校に行ったとしても、授業中は妹がオナニーする姿しか頭に浮かばなくなりそうだった。

「そんなものを見せられてしまうと、さすがにな」

「そんなものってなに？　妹だよ？　実の妹の見慣れた裸でしょ？　どうしてそんなに元気になっちゃうの？」

「裸を見ただけならまだ平気だったんだけど」

「ぐぬ……妹の一人エッチがそんなに興奮するんですか……」

　するに決まっている。風呂場では幾度も見た美優の裸だが、ベッドの上となると少女の裸はより淫らに映るのだ。

「山本さんとも上手くいきそうなわけだし、その……やっぱり、だめだよな……」

　妹離れをするために彼女を作ろうと頑張っていたら、学園のアイドルが治療してくれることになって、妹に射精後の処理をしてもらう理由もなくなった。でも、俺はどうしてそんな流れになったのかをまだ説明してもらっていないから、俺としてはこれまでの日常の範疇にあると思っていた。

「また妹のお口に出したいの？」

　どうしようもない兄を見るような目で尋ねてくる美優に、俺は素直に頷くと、美優はため息をついてから、裸を隠していた布団を下ろしておっぱいを見せてくれた。予想外に積極的な美優の行動に、期待でペニスがビクンと跳ね上がる。

　もし彼女ができたら、美優とはエッチができなくなる。そう思うと、寂しさと焦りが同時に迫ってきた。

「フェラとか、は……もちろん、無理だよな……？」

　美優には何度も精液を飲んでもらった。手コキもしてもらえたし、裸にぶっかけもさせてもらった。だから、エッチを始めた当初の俺たちなら考えられなかったことでも、今ならできるんじゃないかと思った。

「お兄ちゃん」

　美優は不機嫌そうに目を細めて、俺を睨んできた。

「お兄ちゃんはさ、妹とエッチなことをしてて、何も感じないの？」

　今さらな質問だった。口内射精をさせてもらう関係だって、元は美優から始めたようなものなのに。

「何も感じないかと言われると……」

　たしかに、美優は、血の繋がった実の妹だ。俺たちが日常的にやっているのは、世間にはあけっぴろげに話すことのできない、禁忌的な行い。だから、美優の言う通り、俺はフェラなんてお願いするべきではなく、美優みたいに俺たちはエッチな関係ではないと言い張るべきだったんだ。

　それなのに、俺は美優とのエッチには罪悪感どころか性欲しか湧き上がってこない。いや、あるいは、その背徳的な感情さえ興奮に変えてしまっている可能性もある。

「……そうですか」

　美優は何かを諦めたような声だった。さすがに踏み込みすぎたか。フェラだけは絶対にしないって、美優は言っていたもんな。

「いいよ。フェラしてほしいならしてあげる」

　美優は勃起している俺に近くに寄るように目で合図をしてきた。

　何を言われたのか、わからなかった。美優は怒っている風にすら見えるのに、どうしてこの流れでフェラチオが許されてしまうのか。俺にはもう昨日のことからさっぱり何も理解できなくなっていた。

「い、いいのか？　マジで？」

　俺は恐る恐る、ズボンを脱いでペニスを露出させる。勃起こそしているが、正直なところもう興奮よりも困惑のほうが上回っていた。

　それでも、美優が口を広げてくれているので、据え膳食わぬはと俺は腰をぐいと突き出す。ペニスの先端が、充血して膨らんだ亀頭が、美優の舌に後コンマ数センチで触れてしまうという、その寸前のことだった。

「フェラはするけど。射精はしないでね」

「ど、どうしてだ!?　口の中で射精するのは、これまでだって何回も……」

「射精しちゃったら続きができないでしょ」

「続き？　フェラの……続きって……それって、まさか……！」

　美優からの飛躍した発言に、俺の心臓は追い打ちをかけられるように拍動を強いられて、血流の増した分だけまたペニスが充血していた。美優と本番行為に及ぶなんて、考えもしなかった。でも、もし、美優が許してくれるのなら……。

「せ……セッ……クスって、ことで、合ってるんだよな……？」

「合ってるよ。私にフェラさせるなら、セックスもするから。できるよね？　妹にそんなものを舐めさせるぐらいなんだから、女の子の大事なところに挿れることだってできるんだよね？」

　美優はなおも憤慨した様子で、今度は布団を床に落として全裸を俺に晒した。試着室ではじっくりと拝むことのできなかったその生肌。低身長と巨乳のアンバランスさが、毛の一本も生えていないつるぷにのアソコによって強調されている。

「お兄ちゃんの、いっぱい出るやつ。私に挿れてくれるんだよね」

　美優はベッドの上で、自らの両手の中指で陰唇を広げた。

　兄妹でのセックスなんて。それはさすがに、一線を越えてしまっているというか。正面から恋人みたいに抱き合ったりなんかしたら、俺と美優は二度と元の関係には戻れなくなる。

「ゴムを持ってきて。オナホとかを使うのに用意してたよね」

　美優からの矢継ぎ早な指示に、俺は困惑をして、それでも悩んでいる暇もなく美優にせっつかれて俺は自分の部屋から急いでコンドームを持ってきた。その包装を美優は当然の流れのように破いて、俺に近づくよう指示すると、くるくるとゴムを下ろして竿に装着してくれた。美優とセックスする準備ができてしまった。

「あ、あれ？　ふぇ、フェラは……？」

「ん……それは、その……」

　ここまできて美優は赤面して乳首と股を隠した。どうした急に。

「お兄ちゃんが本当に妹とセックスできるというのでしたら、フェラチオもしてあげます」

　まさかの逆転現象だった。フェラをしてほしくて無理を言ったのだが。実のところこの妹も覚悟ができていないのではなかろうか。

「私とセックスできるよね？　お兄ちゃんは血の繋がった妹とエッチすることになんの疑問も抱かないダメ人間なんだから。……悩んでるのは私ばっかりで。まったく」

　美優はだんだんといつもの調子でぷんすこと怒り始めた。どうやらこれまでの精液処理に、美優にも思うところがあったらしい。たしかに兄妹でエッチしてしまっていることに俺も悩むべきだったのかもしれない。でも、俺としてはこの関係が美優のアプローチから始まったことであると、その意見を変えるつもりはないのだ。だから、美優がセックスをしてくれると言うのであれば、俺は実の妹が相手であろうと交接に及ぶ。

「お兄ちゃん、挿れて」

　美優はベッドに仰向けになって、両手を伸ばして俺を正面に誘導した。勃起したペニスにコンドームが装着されて、目の前には裸の妹がいて、美優の膝頭を手で押さえた瞬間に、すべてが吹っきれた。まだ朝の、明るい時間に、ゆっくりと美優の股を開いていくと、そこには使用感のまったくないピンク色の花びらが息づいていた。

「あ、あんまり、見ないで」

　美優は開いた股を恥ずかしそうに手で隠す。美優もやるとなったらやるタイプなので、ここまで話を進めたからには今さら引くことはしないはず。それでも、いざするとなると、その羞恥心は覚悟を上回るようだった。

「どうしてそんなに恥ずかしがるんだ？　きれいな体をしてるのに」

「こんな子供っぽい体のどこがいいの。奏さんのほうが……よっぽどキレイでエッチだったのに……」

　どうやらそのコンプレックスも、このやりとりの引き金になっているらしかった。試着室での予定になかった山本さんからの提案が、想像していた以上に美優の感情を揺り動かしてしまっていたらしい。

「これはな。美優のせいでこうなってるんだぞ」

　俺は隆々とした勃起を美優に見せつけて、その先端を割れ目に押し当てる。美優は一切の抵抗をしなかった。亀頭で狭い入り口をこじ開けると、そこからはトロトロと愛液が漏れ出てくる。滑りのよくなった秘所に、亀頭まで入るのはすぐだった。

「んっ……んあっ…………あっ、ほんとに、入ってる……！」

　美優は体をよじって、色っぽい声を漏らす。こんな数センチの挿入だけでも気持ちいいみたいだ。ベッドに寝そべって挿入を待つ美優は、女の子の反応だった。あんなに気の強かった妹が、股を開いたらこんなにも可愛く喘ぐなんて。

　先っぽだけとはいえペニスが入ってしまっているのだが、この状況は美優としてはどうなんだろう。普段のドライな感じからすると、他の男が相手なら美優はこんな状況になること自体を許さないはず。これって、合意なんだよな。

「美優もあんまり、俺とセックスするの、嫌がってないよな？」

「……まあ、うん」

　美優は顔を横にそむけたまま肯定をした。そんな答えも想像の範疇だった。そもそも、兄がオナニーで出した精液を飲める妹だしな。何もかもが遅すぎる。

「美優はまだ処女だっていうような話をしてたと思うけど」

「男性経験はないから。これが初体験」

「俺が初めてでいいの？」

「う、うーん……それは……その……とても、悩ましくはある……」

　悩ましくはある、ってことは、拒絶するほど嫌でもないのか。遥は美優が男嫌いだと言ってたのに。やっぱり美優は俺だけが特別に好きなのかな。

「そういうことなら、このまま擦るからな……」

「ふあっ、うぅっ……入り口だけ、硬いのが、出たり入ったりしてる……んあっ……ああっ……さきっぽ、だけでもっ……おっきぃっ……！」

　俺は美優の本心が知りたくて、亀頭だけを美優の割れ目に出し入れして、小刻みに腰を振った。入り口は女性器の中でも筋肉の多い部位で、挿入するとコリッとした感触が、竿の先端を通して伝わってくる。

「んんっ、あっ、あっ……だ、だめっ、これっ、あああっ、だめぇえっ……！」

　美優はエッチな声を出して、手を伸ばして俺を制してくる。それでも、やれるものならやれと言った立場なので、美優も強くは出られない。

　本当は俺とセックスするのは嫌なのか、俺のことが好きだからセックスもできてしまえるのか、そのどちらかを美優が認めるまでこの行為が止まることはない。

「ん、ふぅ……これって、セックスしたことに、なるのかな……童貞、卒業したってことでいいのか……？」

「よ、よくないってば……それだと、私が処女をお兄ちゃんに捧げたことに……っ」

「ふぅ、はあっ……ならない、のか……？」

「な、なりませんっ！　処女膜は破られてないんだから、私はまだ非処女なんかじゃ……！」

　美優はこんな先っぽだけの交わりを初体験とは認めないようだった。ならば俺もと同じように割りきって、美優の穴に亀頭の出し入れを繰り返し、射精をするための刺激をペニスに与えていく。俺が浅く挿入するだけで、美優はビクンビクンと激しくのたうって、そのたびにおっぱいが上下に揺れていた。

「美優、もう、出そう……！　いいよな？　ゴムもしてるし、膣内で射精して……」

「ふえっ!?　だ、だめっ……それだけはダメ！　挿れたまま射精は禁止っ……！」

　さすがに膣内にペニスを入れたまま射精は拒まれた。しかし、それも言葉上のもの。股を閉じるなり俺を足蹴にすれば簡単に抵抗することができるのに、美優はイヤイヤ言いながらも俺に肉棒を出し入れされている。こんなもの、同意としか思えなかった。

　俺は美優の処女膜を破ってしまわないように細心の注意を払って、美優と上半身を密着させてから、フィニッシュに向けて腰を激しく前後させた。

「美優、美優……っ!!　イクよ、中で出すよ……!!　このまま、イクからっ……ああっ、あああっっ……出るっ……!!」

「だめだめっ……だめっ……精子はダメッ!!　私……もう我慢できなくなっちゃう……!!　あっ、っ……あああっっ!!」

　どびゅるるっ、びゅびゅっ、びゅるるるるっ、どびゅるるっ、びゅびゅっ──ッ!!

　美優の肉穴に亀頭を入れたまま、俺はコンドーム越しに膣内へ射精した。熱いものが尿道口から女陰の割れ目へと流れていって、子を孕ませるための種を妹の子宮に目掛けて送っていく。その快楽がもたらす陶酔感といったら、重力を忘れて天井まで昇天してしまえるほどだった。

「んっ、んっ、おにい、ちゃん……ほんとに、出した……妹の膣な内かに……ん、はぁ……精子……あつ……い……ッ！」

　浅い挿入だけを繰り返されていたはずの美優は激しく息を乱していて、俺が射精をすると、その精子を迎え入れるかのように膣道がグネグネとうごめくのがわかった。

　それは膣がキュッと締まることによって起こる蠕ぜん動どうで、先ほどまで兄妹でのセックスは悪いだとかどうだとか言っていたこの妹は、男性器の先っぽだけを入れて射精させられただけで絶頂してしまったのだった。

「美優、イッたのか？　そんなに気持ちよかった？」

「気持ちよかったってば、馬鹿……もう最低……一秒だって躊躇もしないで……」

　美優は涙目で俺を責めるような視線を送ってきた。羞恥と驚きと色々でもう感情の整理ができなくなっているらしい。美優も本当は、俺とずっとセックスがしたかったのだろうか。でも俺たちは兄妹だから、エッチをすることなんて許されないと、そう思って距離を取ってきた可能性も考えられる。

　だったら、山本さんと妹離れに励まなくたって……と、気持ちが弱いほうへと倒れそうになった、その瞬間のこと。

　誰かが階段を上がってくる音が聞こえて、俺たちは慌ててベッドから飛び上がった。

「美優はどうなの？　大丈夫？」

　ドアの向こう側から、母親が声をかけてきた。コンドームにはたっぷりの精液が溜まっていて、俺はズボンを穿くこともできず、美優の部屋から顔だけを出す。

「美優は体調が悪いみたいで、休むかもしれない」

「そうなの、なら食べられそうなものでも用意しておいてあげなさいね。お母さんはもう出ちゃうから」

「ああ、わかったよ。いってらっしゃい」

　母親はそれだけ言って階段を下りた。ひと安心したところで振り向くと、美優も布団からそろっと顔を出してきて、俺はアイコンタクトで危機を切り抜けたことを伝えた。すると美優は安堵に嘆息して、布団から出てきた。そこには裸の姿のままの妹がいて、俺のペニスには使用済みのコンドームがぶら下がっている。無言で服を着始める二人の構図が、まるで事後のカップルみたいだった。

「なんか、お兄ちゃんと、いけないことしてたみたい」

　美優は赤面してボソッと呟いた。事実そうだっただろ。

「お兄ちゃんは結局、最後まで私とのセックスに抵抗はなかったの？」

「悲しいことにまったくな」

「ここまでして罪悪感のカケラもないなんて。人間のできてないお兄ちゃんですね」

「美優はどうなんだよ」

「そ、それは関係ないでしょ。というか、お兄ちゃん、本当に私の処女膜を破ってないよね？」

　美優は俺からコンドームを受け取って、血がついていないことを確認する。処女でもセックスをして必ず出血するわけではないそうだが、まあ美優のキツい膣穴なら血が出ないことはないか。

「先っぽしか入れてないのに出しすぎ。バカじゃないの」

　ゴムの先端から四センチほどの高さまで注がれている精液の量を見て、美優は一層顔を赤くしながら毒づいた。昨日もあれだけ射精したのに、妹を相手にこんなに出してしまって、申し訳ないとは思っている。

「お兄ちゃんに中出しされたら一発で妊娠しそう。奏さんを孕ませたりしないでね」

「美優が相手じゃなきゃこんなには出ないよ」

「それが問題なんでしょうが」

　美優は怒りに任せて使用済みのコンドームをティッシュで包み、ゴミ箱に捨てた。

　たしかに、美優が相手になると性欲を抑える脳の機能が壊れて、いくらでも射精できる気がしてしまう。美優にエッチな誘いをされたら、どれだけ抜いたあとでも俺は勃起してしまうだろう。血の繋がった妹を相手に、それは倫理的にも、動物の本能としても、間違ったことだった。

「奏さんにそのどうしようもないシスコンを治療してもらえるといいね」

「そうだな……」

　そうこうしてると、俺は登校する時間になって、学校がある日の朝から何をやっていたんだと今さらながらに気づいた。俺はもう、美優とエッチはするべきではないんだよな。それがわからないから、美優は山本さんに相談してくれたんだ。山本さんがなぜそれを引き受けてくれたのかはわからないけど、悩みがどうとか言っていたし、お互いが抱えるものが上手いこと合致したんだろうな。

「学校、行ってくるから」

　俺が美優の部屋から出ていこうとして、その歩みは、一歩を踏み出す前に止まった。美優が後ろから俺の服を掴んでいた。俺が振り向くと、そこには何かを訴えるような顔で、ベッドの縁に座りながらこちらを見ている美優がいた。

「ねえ、お兄ちゃん」

　その声は、聞くだけで胸が苦しくなるような、切ない響きをしていた。何があったのかと、俺は美優の隣に腰を下ろして、話を聞くことにした。学校なんて美優に不安を残したまま行くようなところでもない。

「まだ、奏さんと約束した夏休みまで、日があるじゃない？　それまで、いつもの処理をどうするか、話しておこうと思って。それに──」

　俺と美優は兄妹だから、エッチをすることは許されなくて。妹に欲情してしまうこの性癖を直すために、俺は学年で一番の美少女にエッチをしてもらう約束まで取り付けてもらった。それなのに、俺と美優は、気づけば体が密着するぐらいの距離にいて、膝の上では手が重ねられていた。

　どれぐらいの頻度で精液の処理をするべきかとか。どこまでの行為ならエッチには入らないかとか。そんな、ただ兄妹でエッチするための建前を、二人で話し続けた。肌が触れ合うほど近くで続けられた会話に、きっと言葉通りの意味なんてものは何もなくて。その部屋で最後に囁かれた美優の提案に、俺は静かに頷いた。

　美優は先ほどの疑似行為で限界の糸が切れて、何かを制御していたものが飛んでいた。話した限りでわかったのは、遥から聞いた幼い頃からの美優の悩みが、簡単には俺たちの関係を割りきれないものにしていたということだった。

　俺はそんな美優の小さな手を取って、部屋を出た。美優には悪いけれども、俺は兄妹でエッチをすることには抵抗がないので、一方的に性欲を押しつけることにした。そうしないと、美優は素直になれないから。

　美優はそんな俺に、いつものように毒づいて、その頬はとてもユルんでいた。

　結局この日は、二人揃って、学校を休むことになった。











11　山本さんとエッチな時間









　街路樹の等間隔を目で追い、風を切って歩く。そんな自分が別人のようだった。美優に服を選んでもらって、いい美容室を紹介してもらって、筋トレを始めて。気づけば世界が変わっていた。

　他人の視線も気にならないし、声をかけられても緊張しない。自己評価が極端に低かった俺は、人と話しているだけで自分の存在を恥じていた。どうせキモいし、服はダサいし、話はつまらないし、挙動不審だし。それが一つずつ改善されていくと、それまで他人を眺めてすごいと思っていた日常会話が難なくできるようになって「なんだ俺って普通の人間だったんだな」と思えるようになっていた。

　実の妹に並々ならぬ性的興奮を覚えることさえなければ、本当に普通の人間だったんだけど。

　慣れた道を外れて、違う経路を歩く。住宅街から駅の間にある、マンションが増え始める大通り。途中で大きな川が流れていて、橋の上でチャリを待機させている子供たちもちらほら見えた。都会と比べて自然に溢れたこの地域には大きな公園がある。

　と言えば聞こえはいいが、駅に出なければそれしかない場所でもある。このあたりではカップルやお年寄りがベンチでゆったりしているだけで、そうしたことに縁のない俺にとっては地元なのに知らない土地だった。

　景色はいい。胸がスッとする。これまでと違うまったく新しい人生を迎えようとしている俺にとっては、高いビルに囲まれていない、遠くまで空が見渡せるこの景色がぴったりだった。

「このマンションか」

　その景色の中で唯一と呼べる高層マンションが一棟だけ建っていた。駅からの便はいいとは言えないけど、歩いてスーパーには行ける距離だから、まあアリな物件だ。

　二重ドアで隔離されたオートロックのエントランス。そのドアが、建物から出てきた人物によって開かれた。そこから、コツ、コツ、と底の薄いサマーブーツが地面を鳴らして、胸が大きくて髪の長い女性が姿を現す。

「おはようソトミチくん」

「おはよう。こんなところに住んでたんだな」

「みんなには秘密だからね」

　山本さんはウインクをして俺をマンションの中へと誘ってくる。家族以外は誰もここの部屋で暮らしていることを知らないらしい。山本さんのようなアイドル的美少女が、なぜ俺だけをこれほど特別扱いしてくれるのかは、まだ理由を教えられていない。

　俺と山本さんは夏休みを迎えて、そして、これから、このマンションの一室でセックスをする。そうして妹以外で射精ができるようになれば、俺はもう美優に欲情せずに済むのだ。

　ジリジリと太陽の照りつける中、俺は山本さんと一緒にマンションのエレベーターに乗り込んだ。俺の家とそう離れたところにはないのに、汗でパンツまでびっしょりだった。

「暑いから入って入って」

　山本さんに迎えられて入った山本さんの部屋は、キッチンと浴室を手前にした縦長のタイプだった。全体の樹脂感や水回り設備の新しさが、一人用の住居としての高級感を醸し出してる。

　俺が玄関に入ってドアを閉めた直後、振り返った山本さんが、おっぱいで俺をドアに押しつけてきた。山本さんはＴシャツ一枚。豊満な弾力に圧迫された俺の体は、負けじと股間を膨らませていた。

「んふふっ。元気いっぱいだね」

　山本さんが俺のペニスの形を確かめるようにズボンの上からさすってくる。山本さんは胸元の広がったＴシャツから谷間を見せつけるように、ツヤすら見える胸の球面を両肘で挟んで強調していた。

「おっぱい好きだね。男の子って」

「だ、大好きです……」

　カップ数なら美優と同じぐらいなのに、身長と骨格の大きさが大差なので、バストサイズにすると十センチ以上の差が生まれるのだ。そんなデカおっぱいに興奮している俺に山本さんはパンツの中まで手を突っ込んできた。他人の手にペニスを掴まれる感覚はいつもゾクゾクする。それからすぐにパンツを脱ぐように催促されて、俺は玄関で靴を履いたまま下半身を裸にさせられた。

「山本さん…………汗かいてるし、汚いよ……」

「んー？　そう？　でもそういうの舐めさせるの、男の子は好きでしょ？」

　山本さんは手コキをしながら俺の首を甘噛みしてきて、それから唇を這わせるようにして口を動かしながらペロペロと汗を舐め取ってくれた。視界の外れで一方的に肉棒をシゴかれている情けなさと、静かな部屋でじっとりと女の子に首筋を舐められている空気感が、イヤラシさを倍増させて神経が敏感になっていく。

　男性器のツボも、どんな言葉をかければ男が興奮するかも、山本さんは知り尽くしている。俺が汚いと言ったばかりの汗まみれの股間の前にしゃがみ込んで、それを美味しそうにしゃぶるまでもすぐだった。

「ああぁあっ……、んぐぁあっ、はあっ、山本さん……き、きもちよすぎるっ……!!」

　首を大きく前後させて、唾液に空気を含ませることでじゅぶじゅぶと卑猥な音を立てる山本さんは、竿にしゃぶりつきながら飴玉を転がすように口内で舐め回してきた。口淫の上手さももちろんのことながら、美味しそうにペニスをしゃぶるその表情が、なによりも雄の劣情を誘ってくる。

「んっ……じゅぶっ、ぐじゅる、じゅるるっ……ぱはぁ……。ほんっとに美味しい……んむっ、ぢゅっ……汗の、しょっぱいのと……精液の生臭いので……じゅるるっ、じゅぱっ……はぁ……ソトミチくんの味がする……」

　淫語だとか言葉責めなんて、映像の世界でしか興奮できないと思っていたのに、本心から美味しそうに肉棒をしゃぶっている山本さんを見ていると、雄としての悦びがこれでもかというほど高まってきた。もっと俺のペニスを味わってほしい、もっと精子を飲んでほしいと、腰が自然と動いて、射精できないはずの俺はお漏らしをするみたいにカウパーをダダ漏れにさせていた。

「むちむっ……じゅるるっ……我慢汁……漏れてきてる……はぁむっ……んむっ……じゅるっ…………おいひぃ……んっ、ちゅっ……じゅるぶっ、ぐぢゅっ、じゅぼっ、じゅっぼっ……！」

　じっくりと俺のペニスを味わっていた山本さんが、俺の腰を掴んで激しく口を動かしてきた。亀頭の部分だけを小刻みにしゃぶって、血流が限界まで海綿体に溜められてからは、一気に根本まで口をつけて喉奥まで陰茎を咥え込んできた。

　長いストロークの間に、裏筋とカリの部分には触手が這い回っているかのような刺激が与えられて、玄関先なのに俺は腰をガクつかせながら喘ぎ声を上げていた。

「あっ、あああっ、イクッ、イクッ……!!　で、出るぅっ……、ああっ、あああぁぅああっ……!!」

　下半身の筋肉は射精のときと同じように動いて、山本さんの口内のねっとりした温かさに誤魔化されていた陰部では、間違いなく射精が行われていると思っていた。しかし、その射精には尿道が粘液に擦れるような快楽は伴わず、賢者タイムらしいものもやってこなくて、なにより山本さんがフェラチオをやめないところを見ると精液は発射されていないようだった。

　これだけの快楽を与えられて、性感帯はかつてない刺激を享受しているのに、俺はまだ射精できずにいる。それがやがて妹でしか射精できないことへの焦りに変わっていって、快感が薄れていることに気づいた山本さんがようやくフェラチオを止めた。

「ソトミチくん、ここまでしてもイカないんだ」

「ご、ごめん。感覚的にはイケてるんだけど……」

「そんなに落ち込まないで。シャワーを浴びてから続きしよ！」

　山本さんは元気いっぱいに俺を励ましてくれて、先に脱衣所に入るとすぐに裸になった。頑なに裸を見せようとしない美優とは対照的に、山本さんは自慢の体を隠すことはしない。お尻も胸もたっぷりの脂肪を溜め込んで、それを支える筋肉によって見事に吊り上がった球形をしている。

　こんなにも可愛くてエッチな体をした女の子が、妹でしか射精をできない俺を励ましてくれて、献身的に俺と色んなプレイをしてくれている。俺が何か、山本さんにしてあげられているわけではないのに。

　学園の憧れである美少女の体を好き放題して、その体で射精をするという快楽を享受させてくれている。やはりこの状況は、おかしかった。

「山本さん」

「ひゃっ!?　ど、どうしたの？」

　俺は裸になって山本さんの背後から抱きついていた。いつだかのお返しと言わんばかりに、鷲掴みにしても手に余るほどの膨らみを揉んでいる。

「おっぱい揉みたくなっちゃった？」

「ダメだったかな？」

　俺が悪気なく尋ねると、山本さんはふふっと息を抜いて笑顔になった。

「いいよ。好きなようにして」

　山本さんは胸を揉まれているのに無抵抗で、ならばと勃起したペニスをお尻の割れ目に押しつけると、溝でシゴくように腰を前後させてくれた。男が欲望に描くままを、山本さんは叶えてくれる。

「山本さんはなんで俺とエッチしてくれるの？」

　胸を揉むほどに変形する乳房の弾力を楽しんでから、俺は腕を少しだけ伸ばして、乳房の頂きにある突起をクニュクニュとこねくり回した。

「んっ、あっ……美優ちゃんから、聞いてないの……？」

「何も聞いてないよ。俺が美優をオカズにしないで射精できるようになるまで、山本さんが頑張ってくれるってことしか」

「……そっか」

　山本さんは乳首をイジられて、快感に体をくねらせながら、今度は股下に俺の勃起がくるように竿の頭を下げて、愛液の滲む淫裂に沿わせるように腰を振り始める。それはまるで、男性器を使ってのオナニーみたいに。

　こんなにもイヤらしい体をした女の子にペニスを触ってもらって、そんな幸福は、少なくとも美優とエッチな関係になる前の俺には考えられなかった。俺のような非モテの立場でなくとも、山本さんほどの美人に無条件でエッチしてもらえるとなれば、その理由を尋ねたくもなるはず。

　山本さんがただのエッチ好きで、誰彼構わずこのような行為に及んでいるのだとしたら、俺のような目立たない人間が選ばれたことにも納得がいく。でも、山本さんにはエロティックな雰囲気に見るほど淫猥な印象は受けないし、なによりも俺が初めてのタイプだから仲良くなりたくなったと言ってくれた。

「山本さんにとって、俺はどうしてそんなに特別なの？」

「それはっ……ふぅ……前に、言った通りだよ……。こうして、硬いモノで、私のここを刺激してくれるの……ソトミチくんだけなんだもん……」

　俺の反り上がったペニスで、割れ目からクリトリスまでを刺激するように、山本さんは背中を反らして腰を前後させる。

「みんな、私とエッチすると、すぐにイッちゃうから……。セックスなんて、まともにしたことなくて……いつも私だけ盛り上がって、取り残されて、寂しい思いばかりしてたんだ……」

　山本さんはバックを向けたまま、後ろに両手を伸ばしてきて、逆に俺の腰を掴みながら素股を続ける。ふとももの隙間から伸びては消えていく肉棒が、酷く淫靡だった。

　規格外のエロボディに生まれてしまったがための、山本さんの悩み。勉強も運動もできて、とびきりに可愛い容姿に恵まれて、何不自由なく青春を謳歌できるはずだった山本さんは、その優秀すぎる肉体ゆえに悩むことになったということか。

「でも、私は、本当は……」

　腰の動きが止まって、しんみりとした空気感に揉むことをやめていた俺の手を、山本さんは自らの腰に回して、俺にハグをさせた。いつも頼もしい山本さんの背中が、このときだけは小さく感じた。

「普通の恋がしたかったの。エッチなんてしなくても、毎日イチャイチャして、楽しく過ごせればよかったのに。付き合った人はみんな、私とエッチしたいって、そればっかり言うから。すぐイッちゃって、みんな自信をなくして、私はムラムラしてないよってフリして頑張ってみても、結局は気まずくなって別れるんだ」

　そこまで想いを吐き出してから、山本さんは股下に伸びている俺のペニスをヴァギナの入り口に咥え込ませて、その想いをぶつけるようにより深い溝へと生のペニスを擦りつけてきた。切羽詰まった声で、自らバックでハメられるように腰を振る山本さんの表情は、恋に悩む乙女のそれだった。

「私なんて何年もずっと寸止めされてるのに……。いくらなんでも、そんなに求められて、見せつけるだけされて、私だけイクのはお預けなんてされたら……私だってエッチしたくなるもん……」

　涙を溜めた目で鋭い視線を突きつけてきた山本さんが、俺に八つ当たりをするみたいに、生セックスをしないギリギリの浅さで挿入を繰り返していく。それは、俺が美優とも経験した、先っぽだけのセックスと同列の刺激だった。

「うっ、ああっ、あっ……ま、待って、待って山本さん……！」

「……あっ、ごめん。ソトミチくんは協力してくれてる立場なのに、こんなこと言うのは酷いよね」

　山本さんは動きを止めてくれた。あと一回でも擦られていたら生で射精しているところだった。

「山本さんが何に悩んでたのかはわかったよ。そういう事情があったなら、最初から言ってくれればよかったのに」

「ソトミチくんが絶対にイカないってわかったから言えるんだよ。悩み相談して、それで失敗したら、今度こそ立ち直れなかったかもしれないし」

　なるほどそうか、それは考え足らずだった。それに、学校では清楚可憐な女の子として人気の山本さんとしては、学校での立場が危うくなるリスクもあるわけだしな。だから、美優と取引みたいなことをしてまで、俺とエッチをすることにしたのか。

「美優ちゃんに話を持ちかけられるまでは、まだソトミチくんと本気でエッチして大丈夫か、踏ん切りがつかなかったから」

　そこまで話すと、山本さんは俺の正面を向いて、ペニスに付着した愛液をローション代わりにシゴいてきた。そろそろエッチを再開しようの合図かな。

「あ、あれ。でも、そうすると、美優からの話はなんだったんだ？」

「それも美優ちゃんから聞いてないの？」

「この件に関しては、本当に何も聞いてないよ」

「なら、私からは教えられないかな」

　山本さんは申し訳なさそうな苦笑いで回答を拒んだ。言いきった側としては胸がすいたようだが、今度は俺が謎ばかりの状況に混乱することになった。

「えっと、勢いで、変な話しちゃったし。エッチするの、嫌になったりした？」

　不安そうな目で山本さんが俺を見つめてくる。陰茎を擦る手も止まっていた。

「え、したいよ。ってか、ここで終わられたらそれこそ嫌というか。山本さんみたいな可愛い子にエッチなことしてもらえるのに、断ったりはしないよ」

　誰がこんな巨乳美少女とのエッチを拒んだりするものか。やれることはなんだってしたい。

「んふふっ。そっか。……そうだね。ありがと」

　山本さんはまた笑顔になってくれた。やっぱりこの眩しいぐらいの笑みが似合うな。でも、そうか。俺はエッチしかしてあげられないんだよな。こんな俺でも人の役に立てるのであれば、喜ばしいことこの上ないけれど。

「まだスッキリしない顔をしてるね」

「ああいや、男としては、やっぱり、もうちょっと頑張らないとだよな」

　俺と山本さんは、確実に仲良くなってはいる。でもそれは、友達としての枠を出ていなくて、少なくとも恋心のような好きで繋がっているわけではなかった。

「そんなことないよ。ソトミチくんは男の子としても魅力的だもん。でも、私、恋愛全敗みたいなものだから……」

　山本さんは相手の男がどうこうという前に、恋に自信を失っている。だから、あのお昼での儚げな顔があった。なら、俺がするべきことは、山本さんと恋仲になることではない。まずはその不安を、少しでも取り除いてあげることだ。

「わかった。ともかく、エッチを続けたいんだけど。いいかな？」

「うん！　私、ソトミチくんのそういうとこ、好きだよ。これからたくさんエッチして、時間をかけて仲良しになろうよ」

　山本さんはニヤけた顔で抱きついてきて、俺はこの巨乳の美少女と裸で触れ合っていることを再認識させられた。気持ちの整理がつくまで待つことは大事なんだな。

　その点で言えば、美優もそうなのかな。俺はあの謎の言動を、理由を尋ねこそすれ深掘りをしないように放っておいているけれど、もし今の期間が美優の気持ちを整理する時間になっているのなら嬉しい。

　っと、こんなところにまできて美優のことばかり考えてたら、山本さんに失礼だよな。気合を入れないと。

「では、難しいお話は終わりましたので……。続き、しちゃうね」

　山本さんは正面から、俺のペニスを上向きにして、ゴムもなしに自らの穴に入れてしまった。また生で、また先端だけ。脚の長い山本さんがつま先立ちしてギリギリ入るぐらいの範囲を、生の膣壁で擦ってくる。

「あ、ああっ、だからっ……それだけは、だめっ、ダメだ……！　せめてゴムだけでもぉ……うぅっ……ああううっ……！」

「えへへ、大丈夫だよ、先っぽだけだから……ん、んっ……私も気持ちいい……」

　山本さんは腰をグラインドさせて、俺の後方にある壁に手をつきながら卑猥な動きをするその光景が、あまりにも淫らだった。ペニスはビクビクと脈打って、脳裏には美優との疑似セックスが浮かんでいて、精液は否応なく尿道へと送り込まれていた。

「あああぐぅっ……だ、だめだっ、もう出るっ……出るぅっ……!!」

「ふえ？　あっ……え、えっ……？」

　山本さんも俺のイカない体質を過信していたのだろう。すぐ後ろが壁でペニスを引き抜けずにいた俺は、山本さんを突き飛ばしてしまうこともできず、びゅるるっ、びゅくびゅくっ、と本当に山本さんの膣内に射精をしてしまった。

　浅い挿入のせいで結合部から漏れた精液が、ポタポタと床に垂れ落ちている。俺が射精したことに気づいて、山本さんは結合部に視線を落とすと、あらまあと口を押さえて照れ笑いをするだけだった。

「わあっ……私、中出しされたの、初めて……」

　怒っている様子はなく、山本さんはヴァギナから俺のペニスを抜いて、そこからドロッと流れ出てくる精液に恥ずかしそうに股を閉じた。呆気に取られていたけれど、いけない。ここは男としてしっかりしないと。まだ、手遅れではないはずだ。

「ご、ごめんな！　えと、あの……ピルとか、いるんだよな？　薬局に行ってくればいいか？　それとも産婦人科？」

「運よくピルを飲んでるから、それはいいんだけどさ」

　夏休みには生理周期をできるだけ正確に管理するために、ピルを服用しているからと、山本さんは説明してくれた。だからそんなに落ち着いていたのか。でも、入り口にとはいえ無断で中出ししてしまった事実はあるわけだし、反省はしないとな。

「出されちゃったのは、私のせいだからいいんだけどね？」

　山本さんは中出ししたことを許すと言いながら、その表情はムッとしているというか、俺を責めるようなものに変わっていた。言動が矛盾しているのではと、また俺が頭を混乱させていると、山本さんはとある質問を投げかけてきた。

「ソトミチくん？　なんで我慢できなくなっちゃったの？」

　その質問そのものが、俺が射精を我慢できなくなった理由への答えだった。俺が暴発してしまったということは、山本さんの体で射精できるようになったか、美優とのエッチを思い出したかのどちらかしかない。

　妹をオカズにせずに射精できるようになったのならなによりだが、この射精がその解決によるものでないことを、山本さんは肌で感じ取っていた。

　山本さんに見つめられて、俺は答えられなくて、それが、答えだった。

「セックスはしてないよ」

「セックスはって、なに？　さっきみたいに、先っぽを入れさせてもらっただけだから、ノーカンってこと？　そっちのがエッチじゃない？」

「そうかもしれないな……」

　俺もそう思う。今にして思うと、なかなかに変態的なプレイだった。

「で、いつしたの？」

「うっ……そ、それは……」

　山本さんに問い詰められて、俺はつい言ってしまった。試着室での、妹離れの話の後に、美優とそのような出来事があったことを。それが問題だったのだ。俺と美優がエッチなことをしているなんて、山本さんは百も承知している。ただそれが、妹離れの手伝いをすることを決めたあとともなれば、話は別だ。

「んーなるほどねぇ……あの後に……」

　山本さんが俺をじっと観察している。まだ何か言いたげだった。

「フェラではイカなかったよね。それじゃあ……」

　射精して精液にまみれたペニスをヌルヌルと手コキされて、萎えかけていた棒が硬さを取り戻していく。山本さんはしゃがんで俺の股間の前でおっぱいを広げると、それで半勃ちのペニスを挟んできた。俺のペニスが、ムクムクと、大きくなっていく。

「あ、あの……俺、射精したばかりで……」

「そうだね。普通の男の子は、射精したらここが小さくなるはずだよね。なら、なんでソトミチくんのはおっきくなってるのかな？」

　山本さんはすべてを見透かしたような顔で、精液をローション代わりにしてパイズリをしてくる。ビンタされたら体ごと持っていかれそうな重量感のある乳を、俺の股間に叩きつけるようにして上下に揺らし、手コキ並みの速度で肉棒をシゴき上げてくる。

「あっ、ぐぅあっ……あっ、あああっ……イッたばかりで、敏感だからぁっ……!!」

「んふふふっ。女の子みたいに喘いで可愛い。学校じゃないから好きなだけ声を出していいんだよ。ほらっ、ほらっ」

　両側からさらに圧を加えて、俺の陰茎を包むように形状を変える乳房の柔らかさが、パイズリとは思えないほどピンポイントでカリの深いところを擦ってくる。玄関でフェラチオをされたときみたいに、俺の体はもう空イキさせられていた。

「これだけじゃ射精はしないんだ……なら、こういうこともしたのかな……へろっ……れろぉっ……」

「ああっ、あっ、あっ、ああアアッ……舐めたら、っ、あっっ……で、出ちゃうってば……!!」

　乳房で挟み込んだペニスが谷間から顔を出すのに合わせて、山本さんは舌を伸ばしてそこを舐め回してくる。それが俺の射精の我慢の限界だった。

「れろっ、あむっ、ちゅっ……れろれろっ……はぁ……ん、んふっ。美優ちゃんとこんなことまでしたんだ……」

「あああっ、ごめん、ごめんっ…………もう……出るぅうっ……!!」

　びゅびゅびゅっ、びゅるるっ、びゅくびゅくっ──!!

「はぁ、はぁ……うっ……頭が、クラクラする……」

「うふふっ。二回連続でこんなに出したもんね」

　山本さんは体にかけられた精液の塊を一つ一つ摘まんで、それをニヤニヤしながら美味しそうに飲み込んでいった。俺の精液は苦くて飲むのは大変らしいけど、少しずつ口に含むぐらいなら大丈夫らしい。

「美優ちゃんにパイズリフェラまでしてもらったんだね」

「す、すまん……」

　俺が山本さんを相手にこれだけすんなりと射精できたのは、体が美優を思い出してしまうような、似たような経験があるからこそだった。試着室でのエッチでは、山本さんのパイズリフェラだけではイクことはなかった。それがこうして簡単に射精してしまったとなると、その後にしたことがバレてしまう。

「妹離れする気ある？」

　さすがの山本さんも俺と美優の堪え性のなさを咎めてきた。それも当然のことだ。妹に欲情せずに済むように、山本さんに射精させてもらおうと俺はこうしてエッチの特訓をしている。なのに、俺と美優は二人でエッチを続けていたのだった。

「事情があるんだ。事情が……」

「なら、シャワーを浴びたあとに、ベッドでゆっくり聞かせて」

　山本さんは呆れこそしていたが、怒ってはいなかった。そもそも実の兄妹でエッチをしているということ自体、忌避的なものだと思うが、山本さんはそのあたりにも寛容らしい。見た目通りの包容力でとても助かる。

　俺はすべてを話した。この部屋に来るまでのことを。夏休みに入るまで、俺と美優がどんな関係になってきたのかを、そのすべてを聞いてもらうことにした。
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　──時は山本さんのマンションへ行く数日前に遡さかのぼる。

　それはいつも通りの登校日のこと。終業式を目前に控えて、何一つ変わらない朝を、俺は迎えるはずだった。

「おはよう、お兄ちゃん」

　窓の外は快晴で、カーテンの端から漏れる光が眩しかった。俺はベッドで寝転びながら、腕の中でくっついて寝ていた美優の頭を撫でて「おはよう、美優」と返す。俺の手のひらの温度を、美優は目を閉じて感じていて、無言のまま流れる時間が、俺たちを円熟した恋人のように思わせていた。

「寝入りは早かったみたいだけど、ぐっすり眠れたか？」

「おかげさまでね。お兄ちゃんと一緒だと寝付きがよくなるみたい」

　美優は俺の胸にうずくまるように、身を縮めてくっついてきた。顔が近づいて、後少し唇を突き出せば、キスができてしまいそうだった。

「美優、可愛いよ。愛してる」

　そんな美優を俺は抱きしめて、細身ながらも肉感を残した体の感触を確かめる。体温が高くて、このままじっとしていたら、二度寝をしてしまいそうだった。

　美優の髪は、その長さからは考えられないぐらいツヤツヤで、枝毛の一本もない。黒髪に縁取られた目はぱっちりとしていて、今でも潤んだ瞳が、俺のことを不機嫌そうに睨みつけている。……ん、あれ？　どうしたんだ？

「ちょ、ちょっと。お兄ちゃんてば」

　美優は腕を突っ張って俺から離れた。その表情は照れくさそうに緩んでいて、しばらくしてからそのことを自覚した美優は、咄嗟に仏頂面になって俺を牽制してきた。

「なんですか、急に」

「何って。美優が言ったんだろ。恋人っぽいことをしてみようって」

「それはそうだけどさ。さすがに愛してるとかはないじゃん。びっくりして暑くなってきた」

　俺と美優は疑似セックスをしたあの日から、何度もエッチな触れ合いを繰り返してきた。実の兄妹で性行為に及ぶことはいけないことだと頭ではわかっているのに、どれだけ濃厚なスキンシップをしても罪悪感が湧いてくる気配はなくて。いっそ兄妹で恋人になるフリでもしてみたほうが忌避感が得られるのではないかと、俺たちは仮初めの恋人になって、同じベッドで寝ていたのだ。

「美優も乗り気になってくれないと、俺だけ馬鹿みたいだろ」

「うぅ……まあ……それも、そうだね。私が言い出したことだし」

　美優は反省して、モジモジとタイミングを測って、それから咳払いで一区切りを置いてから、俺を見つめてきた。

「あ、ありがと。お兄ちゃんに、可愛いって言ってもらえるの、嬉しい。私も、愛してるよ、お兄ちゃん」

　ジレジレと頬の緩んだテレ顔で、演技とは思えないぐらい可愛かった。

　俺は不覚にもドキッとしてしまって、再び密着した体に、ついには興奮を抑えることができなかった。こんなイチャイチャとスキンシップをしていたのでは、どうしたって下半身が反応してしまう。美優はジトッとした目で俺を見ていた。

「結局これじゃん」

　どう頑張っても最後はこれなのだ。美優と同衾して、愛を囁き合って、背徳感情が芽生えるどころかときめいてさえいた。美優と本物の恋人になれたら、嬉しいとさえ。

「この間から毎日射精してるのに、どんな性欲してるの。しかもこのところはサイズもおっきくなってるし……。私の体が小さいの、ちゃんと考えてよね」

「ごめんて」

　俺は美優が相手になると、精液の量も増えて、性欲は際限がなくなった。こんな魔羅を突き立てて美優とセックスをしたら、ただでさえぴっちりとした美優のアソコを痛くしてしまう。

　もちろんそれは、俺と美優がセックスをするなら、という話なのだが。

「じゃあもう出してあげるから……、んっ、はい……これで……どう？　何か昨日と変わった？」

　美優は俺のズボンに手を突っ込んで、勃起した肉棒をシコシコと擦ってくれる。自分が主体になってのエッチにあれだけ抵抗していた美優が、頼まずとも手コキをしてくれるのは、もうこれが何度となく繰り返してきた行為だったからだ。

「ふぅ、っ、はぁ……そう、だな……昨日より、気持ちいいかも……」

「なら逆効果だったってことでしょ。もう少し残念そうな顔をしなさい」

「だって、美優も上手くなってるから……どっちが原因かわからないし……！」

「べっ、別に、触り方は変わりないでしょうが。どこを触ったらお兄ちゃんが声を出すかとかは、もうわかってるけどさ」

　美優は意図せぬ手コキの上達に恥じらって、八つ当たりに雑なシゴき方をしてくる。そんな反応さえ愛おしかった。俺はパンツを脱がされて、完全に露出した陰茎を、美優は怒り任せに握り込んでくる。元の握力が弱いおかげで、むしろちょうどよい刺激となったそれはもはやご褒美だった。

「うっ……うぅ、ああっ……き、気持ちいい……！　で、出そう……美優、ごめん、もう出るっ……！」

「もー。相変わらず早いんだから」

　ベッドに吐精するわけにもいかず、美優はペニスを擦る手を止めた。美優が相手となると、行為の時間は数分か、早ければ数秒で終わってしまう。最初こそは楽で助かると言っていた美優だったが、このところは早漏気味の俺にやや不満げだった。

「このままだと、また同じことだし。他のことも試していかないとだよね」

　美優は何かに行き詰まると、何か新しい刺激を模索し始める。たぶん本心では色んなエッチをしてみたいんだと思う。

「お兄ちゃんさ、一人でしてるのを私が初めて見たとき、言ってたよね」

　美優は俺の視界の外れで、むにゅっとしたモノで俺の肉棒を挟み込んできた。それはおっぱいの感触に近くて、でもおっぱいよりは筋肉質で、圧力が一層強かった。

「ふぉっ、おっ…………美優……！」

　横に寝転んだ状態で、硬くなった肉棒が美優のふとももに挟まれていた。美優のふとももだ。あのエッチなふとももが、射精したら精液をかけられる位置にある。俺の腰が動くまではすぐだった。

「はあっ、はあっ……美優……！　気持ちいい……ここでイクからな……！」

「こ、こら！　興奮するばかりじゃなくて、もっと罪悪感を覚えてください……！」

「覚えてるよ、ものすごく……いけないことをしてる…………美優の、ふとももで、射精するだなんて……あああっ……気持ちいいっ……気持ちいいよ美優っ……!!」

　美優に密着して腰をヘコヘコさせて、自分でもどうかと思うぐらいにがっついて快楽に溺れた。美優のふとももに初めて惹かれたとき、そこにはたしかに実妹に興奮していることへの背徳感はあった。でも、きっとあのときの感情こそが、俺を妹でしか射精できない体質にしたんだ。

「ああああっ、出る!!　出るうぅっ!!　美優のふとももに出すからなっ……!!」

「だ、ダメっ……！　ダメだってば……あっ、あっ……！」

「ううっ……あああっ……美優っ、美優うぅううっ!!」

　どびゅるるびゅびゅっ、びゅるるっ、びゅくびゅくっ、どくどくどくっ、どくっ、どくんっ、びゅっ、びゅびゅっ……!!

　俺は美優の脚を手で押さえて、その隙間に出せるだけの精液を出した。美優のふとももに精液を出してみたかったから、それが憧れだったから、止められなかった。

「お兄ちゃんの精液……あっつい…………出しすぎだってば……バカっ……」

　美優はすっかり涙目で、まさかここまで興奮されるとは思っていなかったらしい。

「もうわかった。これもお兄ちゃんの性欲が回復するまで、休み休みしてたのがよくないんだ」

　美優は指で涙滴を拭って、脚を開くとぬちゃっとネバつく液体を、シーツに落ちないように手で掬えるだけ掬ってから、舌を伸ばして舐め取った。

　なんだかんだと言っているが、実のところ「兄妹でエッチすることはいけないことだと自覚するため」なんてのは建前でしかなくて、俺はもちろんのこと、美優もたぶんこの状況を楽しんでいる。

「学校が終わったらまた別のことを試してみるから、すぐ帰ってきてね」

　美優は残りの粘液をティッシュで拭ってからベッドを降りた。

　そうだった。今日は登校日か。美優とエッチするのに夢中で忘れていた。着替えて、飯を食って、学校に行って。帰ってきたら、また美優とエッチするんだろうな。




「──っ……はぁ……ああっ……美優……ッ！」

　案の定、学校終わりのまだ日の高い時間から、俺はキッチンの陰で美優にペニスを刺激されていた。美優は床に膝をついて、豊満なバストで勃起した陰茎を挟んでいる。

　つい数ヶ月前より二回りはサイズアップした肉棒が、美優の胸の脂肪に埋もれきらずにはみ出ている。潰れた双丘が揺らされるたびに谷間から亀頭が顔を出して、美優は不機嫌そうながらも上気した顔でそれを見つめていた。

「お兄ちゃん、どう？」

　心配そうな顔で美優が俺を見上げてくる。俺はできるだけ優しい響きになるように、興奮する呼吸を落ち着かせて、美優の頭を撫でた。

「大丈夫、すごく気持ちいいよ。もう射精しそうだから」

　俺が本心からそう伝えると、美優はムッと顔を顰めさせて俺を睨んできた。

「そうじゃなくて。妹にパイズリさせて罪悪感はないのかって聞いてるんだけど」

「それは……っ……ああっ……わ、悪かったって……！」

　美優はお仕置きを言い訳にして、乳で挟む力を強くしてペニスをシゴいてきた。俺はワイシャツに下半身裸の格好で、美優はローションで汚れるからと制服を脱ぎ、パンツ一枚にハイソックスだけの姿になっている。脱いだ制服はお互いに床に置いて、学生という身分であることが意識されるようにセッティングされていた。

　まだ若い学生の兄と妹で、明るいうちから実家のキッチンで裸の触れ合いをしている。これが背徳的でなくてなんなのかをわからないはずなどないのに、俺の性欲は昂っていくばかりで、美優はそれを叱るという名目で兄との性経験を重ねていた。

「こっちはまったく悪いとは思ってないみたいだね」

　今日の朝に大量射精したばかりの肉棒は、美優のおっぱいの中でまたギンギンに硬くなって、我慢汁で乳房の間をぬるぬるにしていた。精液を減らして性欲を抑えておけば、理性が兄妹でのエッチを忌避するはずだと、そう考えてパイズリエッチをしているわけだが。

「な、なあ、美優。山本さんに美優でしかイケない体質を治してもらう予定があるなら、もう兄妹でエッチを避ける必要はないんじゃないか？」

　今は美優でしか欲情できないから困っているのであって、俺が他の子ともエッチができるようになれば、美優とエッチができてしまうこと自体は問題がないはず。

「それだと私が困るんだってば」

　美優はパイズリを止めて、複雑な表情で俺を見上げてくる。

「何が困るの？」

「お兄ちゃんも気づいてるでしょ。私だって、こうしてるの楽しくなってきてるし。せめて、お兄ちゃんから私に、エッチしちゃダメって言ってほしい」

　美優は潤んだ目で俺に訴えかけてくる。その発言の意味はつまり、自分ではもう俺とエッチしたい気持ちを止められないから、俺が兄妹でのエッチはいけないと美優に言い聞かせることを期待しているのか。

「楽しんでるって、どのくらい？　その……フェラとかも、できそうなの……？」

「またそれ言うの。フェラできちゃったら、もう戻るところないじゃん」

　美優がフェラだけは意地でも避けたがった理由がそれだった。フェラまでできてしまったら、その時点で美優は俺とエッチができることを完全に認めてしまえるのだ。

　しかし、もうそれしか確かめるものがないのも事実だった。だから、美優は精いっぱいの頑張りに、谷間から頭を出した肉棒の先端を、舌を伸ばして舐め回してくれた。

「うっ……あああっ……す、すっごい……はぁ、はああっ……美優の舌、気持ちいいっ、や、やばい……出そう……！」

「へろっ、れろっ……うぅ……、お兄ちゃんは何しても射精するんだから……」

　美優も舐めることには抵抗がないみたいで、もはや手遅れなのだからいっそしゃぶりついてくれればよかったのに、チロチロと舌先を這わせるだけして、触手を絡ませるみたいにカリや裏筋を舐め回してきた。

「あっ……あああっ……もう精液出る、美優、飲んで……ッ!!」

　俺は美優の頭を押さえて、腰をぐいと持ち上げてから、噴水みたいにして射出された精液を、びゅるびゅるびゅるっ──と美優の口内に注ぎ込んだ。下から上へと飛ばされた精液は、一部が美優の口から漏れて、おっぱいの上に垂れてはその曲線に沿って流れて床へと落ちていった。
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「んっ……んぐっ、はぁ……朝にあれだけ出したのに、なんでこんなに濃いの……」

　美優は精液を飲み込んで、恨めしげにペニスを睨みつけながらも、鈴口にぷっくりと浮かんできた精液の残滓を舐め取ってくれた。俺がこれまでしてほしかったすべてを叶えてもらえて、それでも罪悪感なんてものが湧いてくることはなかった。

「美優は、どうだった？」

「別に……何も……」

　美優は悩ましい目を横に流して、得たくなかった答えに口を噤んでいる。俺のペニスを舐めることには、なんら抵抗はなかったらしい。まあ、わかっていたことだし、おしゃぶりフェラをしても、同じように俺は射精して、同じように美優は精液を飲むんだろうな。

「うう……もう、私のほうは諦めるしかないか……。お兄ちゃん、頑張って奏さんで出せるようになってね」

　美優は嘆きながらも横に置いていた服を広げて、ブラジャーから身につけていった。ホックをかける美優の体勢が苦しそうで、体が柔らかいはずの美優にしては珍しかった。乳房もカップへの収まりが悪いのか、何度も調整しては、首を傾げている。

「うっ……どうしよ……おっぱいが大きくなったかも……」

「もしかして、俺とエッチしてるせい？」

　パイズリの刺激でおっぱいが成長したのかと。半分は冗談のつもりだった。

「それしかないでしょうが。もう。責任取ってよ」

　しかし、美優としてもそれは同意見のようだった。責任は取ってあげたいけど、俺はこれから山本さんと仲良しにならないといけないからな。

「もういいです。夏休みは、奏さんは暇あるの？　人気者なんでしょ？」

　着替えが終わって、美優は冷蔵庫からお茶を取り出して、二つ分のコップに注ぎ入れた。汗もかいたし精液もたくさん出したしで、脱水になったら大変だ。

「居酒屋でバイトをしてるらしいんだ。でもそれ以外の予定としては、友達と遊びに行く約束がいくつかあるぐらいだって言ってたな」

「ふーん。お兄ちゃんも短期のバイトがあるくらいだろうし、暇は合うのかもね」

「そうだな。美優は、また旅行か？」

「うん。遥と一週間ぐらい、お泊まりに行ってくる」

　美優はこの時期になると長期間の旅行をする。遥は家が金持ちなのか、別荘なんかも持っているらしい。

「帰ってきたらお兄ちゃんのシスコンが治ってることを期待しておきます」

「そうだな。頑張るよ」

　山本さんとエッチができるのは幸せだけど、美優に飲んでもらえなくなると思うと、寂しくなるな。

「こ、こら。そんな顔をしない」

「だって、もし上手くいったら、美優とはもう……」

「それが、あるべき姿だから。それに……、奏さんとするまでぐらいは、飲んであげるから。ね？」

「そうか。うん、それなら、頑張れそう」

　兄妹でエッチをするという背徳行為をやめるためには、そんなことをしている場合ではないとは二人ともわかっている。でも、もう俺は美優のことが好きだし、美優は俺とのエッチが好きになっているので、急にやめるのはお互いのためによくないと、暗黙のうちに妥協的判断がなされたのだ。

「美優としてはさ、舌でするのだけなら、フェラには入らないの？」

「だ、だとしても、もうしないから。きりがないでしょ」

「なら、最後に一回だけでいいから。お願いしたいことがあって」

　俺は美優と話しているうちに勃起していたペニスをズボンから出した。

「あの、お兄ちゃん。今日でもう三回目だよね？　ふざけてるの？」

「仕方ないんだって。美優とするようになってから、性欲がすごくて……」

「わ、私のせいみたいに言わないでよ。さすがにもう自分でしてよね」

「わかってるよ。自分でするから、その、舌で、先っぽだけお願いできない？」

「どういうこと？」

　美優は俺の要望している意味がわからなかったらしく、俺が勃起したペニスの先を向けると、その前で膝を折って座ってくれた。

「こう……俺は、自分でシゴいているから……」

　俺はまた美優の目の前でオナニーを再開した。制服に着替えた美優が俺の精液を受け止める体勢になってくれていて、射精する前と変わらないぐらい興奮している。

「亀頭の、皮のめくれたところを、舌で舐めててくれないかな？」

「それはさすがに私の側がエッチすぎる気がするのですが……」

「さっきは、パイズリしながら似たようなことしてくれただろ？　だから、な？」

　会話の最中にも俺は陰茎を擦って、射精に必要なだけの刺激を与えていく。何かと理屈をこねれば、この妹は最後にはお願いを聞いてくれるのだ。

「はぁ、はぁ……！　美優、頼む……！　舌、出して、先のとこだけ舐めて……！」

「うー……そんなに必死にお願いしないでよ……」

　美優は困り顔で、フェラをする寸前の距離感で、舌を引っ込めては出すを繰り返している。これまでの経験からして、美優は一度でも経験した行為には、ほとんど抵抗を示さなくなることを俺はわかっていた。

「美優、お願い……もう出ちゃうから……」

「わ、わかったってば。今日だけだからね」

　美優は仕方ないと割りきって、床に両手を突いて、舌を俺の亀頭にまで伸ばしてきた。俺は皮が邪魔にならないように、カリではなく裏筋を指で擦るオナニーに切り替える。充血した先端は美優の唾液によるヌルリとした潤みを感じ取っていた。

「ああっ、ああああっ……美優、それ、いいっ……すごくいいよ……!!」

「へろっ……んっ……おにいひゃん……これ、なんか、エッチな感じする……」

　俺はパンパンに張り詰めた肉棒を突き出して、美優はその先っぽをチロチロと舐めてくれている。学校帰りの姿のまま、兄のペニスの精液が出る部分を、円を描くように舌で舐め回してくれている妹の様は、淫らという他なかった。

「美優、出すよ、また出るから、そのまま飲んで……!!」

「んんっ、ふぅ……へろ……れろっ…………早く、らひへ……んっ……」

　最後にはゴシゴシと肉棒を握って、俺は腰をさらに突き出して美優の舌の上にまでペニスを近づけると、そこに至近距離での吐精をした。びゅっ、びゅっ、とさすがに白色が薄くなった液体が飛んで、美優は口を開けたまま律儀に射精が終わるのを待ってくれていた。俺がペニスを引き抜くと、美優は精液をごくんと飲み下して、赤面した顔を歯がゆそうにさせていた。

「お兄ちゃんのせいでエッチな気分になってきた」

　このところ、美優の発言はストレートだった。

「なら、俺も指でしようか？」

「それはいい。イクところを見られるの恥ずかしいから、自分で済ませてくる」

　これだけのエッチをしても、自分の体に触れさせることだけは許してくれていない美優に、俺が意気消沈していると、美優は「盗み聞きはしないでね」と忠告を言い残してからオナニーをしに部屋に戻っていった。

「美優が感じてる声……可愛いんだよな…………また聞きたいな……」

　リビングで一人、うずくまって、俺は日に日に増していく美優への想いに、ついには欲望が際限なく溢れてきてしまっていた。陰部の先端だけを入れるあの疑似セックスでいいから、またさせてくれないかな。挿入するのが気持ちいいというより、美優が感じている声が、ただ聞きたかった。

「部屋に行って、相談してみるか」

　それから俺は美優の部屋に行って、オナニーの邪魔をして普通に怒られた。そのお叱りの後に、ムラムラして仕方ない美優につけ込んで──実際のところ美優もそれを望んでいたから──またあのときと同じように、先っぽだけの疑似行為を、この日からは何回も美優と繰り返すことになった。
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　駅に向かうと、そのあまりの人の多さに驚いた。俺は夏休みに短期バイトをしているライブスタッフの仕事を終えて、時刻は二十一時になろうかという頃。停車する電車が混みすぎて、ホームにいる人が乗りきれずにいるのが問題のようだった。

　車内を覗いてみると、浴衣姿の女性がちらほらと見えた。どうやら近くで花火大会があったらしく、ちょうどその帰りのラッシュに巻き込まれてしまったようだ。

　地元まではそう遠くないのに、電車自体が遅延してしまっているせいで帰宅時間は予想もつかない。加えて、急行を使えばすぐのところを、本日のみ各駅停車で運行されている。花火大会の混雑くらいではこれほど大掛かりな対応にはならないはずだが、どうやら別件での遅延が要因として重なっているらしい。

　俺はただでさえ汗まみれのスーツがもみくちゃになることも覚悟して、電車の混雑に突っ込んだ。ギュウギュウに押し込まれて、手すりにつかまることもできず、俺は周囲からの圧力で突っ立っている。荷物は前に、痴漢に間違えられないように手を揃えて、できるだけドア側に移動した。

　しかし、これだけの満員電車になると、ドア際に来たのが正解だったのかは疑問だ。二駅を過ぎて壁際にやってきたが、壁の硬さに挟まれるのは人間に挟まれるよりも痛い。気合で空間を空けてみても、ベルトなどの硬いものが当たる痛みが和らぐだけで、肩から腕にかけては動かせそうになかった。

　蒸し暑いし、痛いし、おまけに電車が急停車を繰り返すせいで、足が疲れてしまう。早く家に帰って、次の日には山本さんの部屋に行って癒やされていたい。

「ん……？」

　そんな中、思いもよらぬ出来事が俺を襲った。背後からもぞもぞと、尻を触られるような感覚があったのだ。荷物でも持ち上げたくて、無理やり手を突っ込んでるのかなと思っていたら、あろうことかそいつは両手を使って俺の尻を撫で回してきた。

　これは、痴漢だよな。どうしよう。なにかの勘違いであってほしい。俺、男だし。でも、こんなにあからさまに触られると、もう痴漢としか思えない。

　しかし、どう対処したものか。遅延している電車が俺のせいで余計に遅れると考えると、乗客からの文句が怖くて、自分が犠牲になっていればいいとさえ思えてしまう。

　あと数駅我慢すれば降りられるんだ。ケツを触られるぐらいは我慢しないと。

「っ──!?」

　せっかくそう覚悟した直後に、痴漢は俺の腰に手を回してきた。俺の両腕の分だけ空いたギリギリのスペースに手を忍び込ませ、今度はズボンのチャックの上に手を重ねてくる。スリスリと指先で俺の肉棒の位置を探して、その形を確かめているようだった。その感触に、嫌悪感が沸き上がる。

　──と、思っていたのに。あろうことか、俺はこの事態を、不快に感じてはいなかった。それどころか、優しく撫でてくるその手を、気持ちいいとさえ思ってしまう。

　ダメだ、こんなプレイに呑まれては。いくら俺の性癖が歪んでいても、見ず知らずの、男かもしれない相手に痴漢されて興奮するなんて、あってはならない。

　そう思うのに、俺の体は窮屈なのとは無関係に動かなかった。恐怖の中にほのかに混じる好奇心。今まで知り合った誰でもない人間に秘部をイジられたら、どれくらい気持ちいいのか。そんな考えが、「怖くて動けない」と言い訳する自分を本当に動けなくしている。

　痴漢の手は止まらなかった。俺のズボンのチャックを下ろし、トランクスのボタンまで開けて、完全にモノを狙いに来ている。周囲に悟られないように、指と手首の可動域だけを使って、その手が俺の肉棒に触れてきた。

「ぅっ……ふぅ……」

　生のペニスに触られている。片方の指で竿を摘んで、もう片方の指で亀頭を擦ってくる。これは本当にマズい。勃起しかけている。肉棒を撫でるその手が、その体温が、その柔らかさが、俺に抗いようのない快楽を与えてくる。

　痴漢は俺のパンツの奥に手を入れてきた。俺のイチモツの全体を確かめている。手のひら全体で、指の一本一本を使って、玉の下から亀頭の先までを撫で回してくる。

「……ぅっ……！」

　気持ちよすぎて、声が漏れそうだった。これが男なら、俺はもう今まで知らなかった世界の扉を開いてしまったことになる。でも、俺の少ない経験から考えても、このスラリと伸びた手の形、肌の柔らかさは、到底男とは思えない。なんとなくだが、背中に柔らかい感触が当たっているような気もするし。これって、女の人のおっぱいなんじゃないか。

　てか、冷静に考えろ。ありえないだろ、ここまでする痴漢なんて。この混雑の中、わざわざ俺の背後に張りついて、躊躇なく肉棒を触ってきた。しかもその手は、すでに俺の愚息をシゴき始めている。

「ぁぐっ……ぃ……！」

　気持ちいい。周囲にバレない程度の、わずかな手首の動きで、俺は感じてしまっている。これが男の所業のはずがない。というか、こんなことをする人は、あの人以外に考えられない。

「はぁ……はぁ……！」

　山本さんが見知らぬ痴漢を装っているんだ。

　思えば俺が山本さんにエッチなイタズラをされたときも、学校でいきなり背後からだったし、ショッピングモールの試着室でのエッチにもノリノリだった。

　山本さん、こういう外でのプレイ、好きすぎないか？　清純派のように見えて、経験豊富。かと思えば、純情な面もあって、でもプレイは変態的。山本さんの性嗜好がまったくわからない。ただ、一つ言えることは、

「あぁ……いい……っ！」

　とにかく股間が快楽に満たされている。山本さんの手が、鈴口から溢れる先走り汁を全体に塗りたくり、カリから裏筋までを丁寧にマッサージしてくる。すぐにでも射精してしまいそうだった。この快感こそが、山本さんである証拠だった。

『えーお待たせいたしました。間もなく──』

　ようやく次の停車駅。このさらに次が俺の降りる駅だ。

　痴漢はひとまず俺の肉棒を引っ込めて、それでも離れようとはしなかった。

　反対側のドアから乗客がぞろぞろと降りていって、超満員だった電車が満員電車くらいにまで緩和される。それでも、幸か不幸か、車内に入ってきて奥に進まない連中のせいで、ドア付近だけは人口密度が高いままだった。

　もちろん、痴漢、もとい山本さんからの快楽責めは続いた。ドアに擦りつける勢いで俺の肉棒をズボンから外へと引きずり出して、刺激を与え続けてくる。

　下手をすれば俺たちは、公然わいせつで御用になる。そのあたりはさすがに山本さんのことだから、きちんと周囲の状況を把握した上でやっているのだろうが、満足に首を動かすこともできない俺にはただただ恐怖だった。

　そして、その恐怖感と罪悪感が、俺の性的興奮を高めてくる。こんな人の多い中で、堂々と手コキをされてるなんて。

　俺が射精できないってわかってるから、ここまでしてるんだろうけど。もしこの場で俺が我慢できなくなって、精液を壁にぶっかけてしまったら、山本さんはどうするつもりなんだ。

「ぁぅっ……はぁ……！」

　山本さんが肉棒を握る力を強くしてきた。手首とのスナップと合わせて、手コキを激しくしてくる。

「ふぅっ……ぅぅぐっ……!!」

　声が、出てしまう。気持ちよすぎて、頭が変になりそうだ。

『間もなく──』

　車掌からのアナウンスが流れる。ガチガチに勃起して、電車の中で蹂じゆう躙りんされていた肉棒は、その瞬間にようやく解放された。

　電車が緩やかにスピードを落としていって、そろそろ駅のホームに入ろうかという頃。気づいてしまった第二の問題。こんな最大まで勃起した状態で駅に降りたら、股間が目立つ。下手をしたら、その時点で別の痴漢容疑で捕まるかもしれない。

　俺は乗客の流れに合わせて降り、改札を目指す人々に股間が見えないように柱の陰に立って、ホームから人が捌はけるまで待った。

「あら、ソトミチくんだ。奇遇だね、こんなところで」

「奇遇ってなぁ……もうほんと、びっくりしたよ」

　予想していた通りに山本さんが俺の前に現れた。これで相手が山本さんじゃなかったら、俺はもうなんというか、人生の半分を投げ出していた気がする。

「凄いことになってるね」

　山本さんはパンパンに張ったスラックスを見て、クスリと笑う。

「誰かさんが変態プレイをするから」

「えー。ソトミチくんだって喜んでたじゃない？　お汁いっぱい垂らしてたし」

「うっ……」

　そこを突かれると反論できない。俺も楽しんでいた部分はあるし、お互い様か。

「ソトミチくんは帰りは自転車？」

「今日はバスだよ。スーツだと運動するのはなるべく避けたいし」

「なら一緒に帰れるね」

　山本さんは俺の横に並んで歩いた。隣を歩いている男は、勃起を隠すためにカバンを前に抱えているような人間なんだが、そのあたりも気にしないんだな。

「山本さんは、ああいうの、好きなの？」

　バス停に向かう道すがら、俺は山本さんに聞いてみることにした。これから性的な関係がもっと深まるのであれば、互いの性嗜好を理解しておくのは大事なことだ。

「お家以外でエッチなことをしたのは、ソトミチくんだけだからね？　まあ、しようと思ったことが、ないわけではなくて。実際、お外なのに出ちゃった人はいるし」

　そうか。しようとしても、プレイに至る前にみんな射精してしまうから、結果的にできなかったのか。高波の先輩にしたって鈴原にしたって、耳に息を吹きかけられただけでイッてしまうのではな。したくてもできなかったのは事実には相違あるまい。

「だから……好き、だよ？」

「そっか。まあ、俺も、好きだけど」

「んふふ。だと思った」

　山本さんは楽しげに笑う。この笑顔にはいつも癒やされる。

「バス、並んでるな」

　バス停までたどり着いたはいいものの、少なくない人数が行列を作っていた。俺の肉棒の硬さも抜けていないのに、この集団に混じって移動するのは怖いものがある。

「少し手前にはなるけど、別の終点のやつならあんまり人は乗らないよ」

「そうなんだ。なら、それに乗ろうか」

　山本さんに提案をしてもらった通り、俺は山本さんと二人でそのバスに乗り込んだ。乗客は先頭側の椅子に座っている人が何人かいるだけ。股間の盛り上がりをカバンで隠しているようなこの状況では、人はいないに越したことはない。

　俺たちは一番後ろの座席に並んだ。バス停から家までは、交通状況にもよるが十五分程度で着くことができる。定刻になってバスは出発したが、俺たちのあとから人は乗ってこなかった。うら寂しいバスの中は、夜らしい静かさに包まれていて、私語をすることさえためらわれた。

「ところで、ソトミチくんはいつまでそうしてるのかな」

　山本さんはヒソヒソ声で話しかけてきて、俺の張りっぱなしのテントを突つついた。

「これは……自然には、収まりがつかないというか……」

　あんなことをされたあとだし、かなりムラムラしてしまっている。バスに乗っている間に少しは縮まるだろうが、完全にガス抜きするためには射精するしかない。

「出したい？」

　山本さんは顔を隠したまま、小さな声で訊いてくる。

「えっ、ど、どう、やって……？」

「知らない。でもするなら、ソトミチくんのしたいようにするしかないと思う」

　俺のしたいようにか。それはどこまでが許される範囲なんだ。

「それって……その……今……してもらえるとか……？」

「ソトミチくんが今って言うなら、今じゃないかな」

　山本さんは俺を煽るように見つめてくる。しかし、体は動かさない。俺の命令を待っている。

「なら、口でって言ったら、してもらえる……？」

「んー？　ここでフェラしてほしいの？」

「そ、そういう、ことになる、かな」

　言ってしまった。ほかのお客さんも乗っているのに。

「いいよ」

　山本さんは両手を座面に突いて俺に身を寄せてくる。腕を曲げて身を伏せれば俺の股に口をつけられる状態で、山本さんはまた動きを止めた。

　これは俺が脱ぐのを待ってるんだよな。公共の場で、また秘部を露出することになるなんて。

「こ、これで……」

　俺はチャックを下げて、開けっ放しだったトランクスのスリットから亀頭を覗かせた。バスの冷房で股間がスースーする。

「これを咥えればいいの？」

　山本さんが息を抜くだけのような微かな声で尋ねてくる。

「今日はすごく汗かいたから、あんまりキレイじゃないけど……」

　今の俺の体は、お世辞にも清潔とは言えない。長時間の労働で汗まみれになり、先ほど電車で手コキをされて先走りが塗りたくられたこの陰部には、汗と精液のニオイが充満している。

「でもソトミチくんは、それを私に咥えさせたいんでしょ？」

　心がズキッとすると同時に、ペニスがビクンと跳ねた。汗で汚れた肉棒を咥えさせることが好きなわけではないが、改めて言葉にされると、させたくなってしまう。

「山本さんとしては、いいの？」

「ソトミチくんがやれって言うならするよ」

　山本さんはあくまでも受け身の姿勢だった。誘ってきたのは山本さんなのに、これでは俺が悪いことをしているみたいだ。

　でも、ここまできてやっぱり止めるなんて、空気が台なしになる。山本さんだってきっとそんなことは望んでいない。

「じゃあ、これ、咥えて」

「はい。わかりました」

　山本さんはまるで従順な下僕のように俺の命令に従った。首を下げ、バスの中で露出させた性器に、唇を近づける。

「っ──！」

　その湿った粘膜が、外に解放された俺のイチモツを包み込んでいく。

　バスのエンジン音と、隣を走る車の騒音だけが不規則に流れ込む車内で、山本さんは俺のペニスを咥え込んだ。口を大きめに開けて、わざと舌を長く出し、陰茎を舐る様をまざまざと見せつけてくる。

　あまりにも卑猥なフェラに、俺の目は山本さんに釘付けになっていた。山本さんは唇を軽く窄めて、口でコンドームをつけるように、俺のペニスの表皮についた汚れを舐め取っていく。

　山本さんもまた、俺を見ていた。横目で俺を睨むようにして、どこまでも俺を悪者に仕立ててくる。無理やりフェラをさせている感覚が、ゾクゾクしてたまらない。

「んっ……ちゅぷっ」

　バスの停車に合わせて、山本さんは顔を上げた。バス停に立っていた人が車内に乗り込んでくる。山本さんは目を細めて、俺を睨む視線を強くしていた。

「酷い精液のニオイ」

「うっ……ご、ごめん……」

　男はどれだけＶラインを丹念に洗っていても、特に連日射精している男の場合、汗をかくと謎の精液臭がするようになる。射精の習慣が汗腺に影響を及ぼしているのか定かではないが、この暑い時期に蒸れた陰部は、かなりのオス臭さになっているはずだった。それでも、山本さんは、欲しそうな目をしていた。

「また、咥えてって言ったら、してもらえる？」

　乗車してきた老婆は前方の優先席に座った。後部座席が視界に入るような位置には、まだ誰もいない。

「フェラチオ、続けてほしい？」

　山本さんの問に、俺は前方の席から人が移動してこないことを確認してから頷いた。

「んふ。しょうがないなぁ」

　山本さんは、おそらく意味のなかった問答を挟んで、また俺の肉棒への奉仕を再開した。俺のズボンを根元に押さえつけて、ペニスの竿全体を完全に外に出してしまう。そして、それを口には含まずに、舌で撫で回してきた。

「はぁ……ぁっ……うっ……！」

　刺激は減ったが、露出感が高まったことで、快感はむしろ増していた。三席前の二人がけの椅子では、新社会人らしき若いスーツの男がゲームをしている。イヤホンをつけているから、多少声が漏れてしまっても聞こえることはないだろうが、油断したら大声で喘いでしまいそうで背中がヒリつく。

「んっ……んくっ……ちゅっ……じゅぶっ……」

　山本さんはたまに、バスのエンジンがかかった瞬間に合わせて、あえて空気を含ませてペニスを吸った。じゅぼじゅぼと音が耳に響いて、集中によって大きく感じるその音に、心拍数が一気に上昇していく。

「うぁ……んっ……山本……さん……！」

　俺はついに我慢しきれなくなって、山本さんのおっぱいに手を触れた。あろうことかＴシャツの下にはブラジャーしか身に着けていない。指をカップの間に入れたら、乳首にさえ触れてしまえる。

「ぢゅっ、じゅるっ、ちゅぷっ……。んふっ。スケベ」

　山本さんは頬を緩めながら俺を睨んでくる。

「そんなに触りたいなら外したら？」

　悪魔的な誘惑だった。駅前の短い渋滞を抜けてスピードを上げるバスは、もう五分もしないうちに最寄りのバス停まで着いてしまうだろう。謎の焦りに背中を押された俺は、山本さんのブラのホックをすぐに外した。そしてそれに合わせるように、山本さんは器用にＴシャツの中で腕を回して、ブラジャーだけを取り出した。

　二つに折り畳まれたブラジャーが、手持ち無沙汰な左手に預けられた。美優のブラを見慣れている俺でも、このサイズ感には驚愕する。だがもっと驚くべきはそのカップが支える中身のほうだ。Ｔシャツがおっぱいの重みでたわみ、乳首の在り処を指し示すように先っぽだけがぷっくりと膨らんでいた。

　エロすぎる。もう我慢なんてできない。俺は山本さんが半裸になるのも構わずＴシャツの裾から手を入れておっぱいを揉みしだいた。

　山本さんは文句も言わず、身じろぎもせず、ただ、俺を蔑むような目だけを向けてペニスを舐め続けている。傍から見たら、俺は女の子から下着を取り上げて、フェラを強要しながら乳房を揉みしだいている男なのだろう。服を乱され、汚らしい棒を咥えさせられ、公共の場で辱められる山本さんの姿に、俺の興奮は最高潮に達した。

「っ……ぁっ……あぁっ……！」

　エロいことをしながら睨まれている。その状況が、まるで、美優とエッチをしているようで。それを自覚した瞬間に、俺の射精欲が一気に弾けた。

「うっ──っ……！」

　それが、次のバス停に着く直前のことだった。喋ろうとすると喘ぎ声が出てしまいそうで、俺は山本さんに射精する宣言もできず、無断で精液を山本さんの口腔内に射出した。ドクッ、ドクッと、何度も濃い精液が山本さんの口の中に送り込まれていき、山本さんは驚いて顔を顰めているが、口を離せば座席を汚すことになってしまうため、乗客が乗り込んでくるその最中でもずっと俺のペニスを咥えていた。

　俺の射精が終わるまで、ブラジャーをつけ直すことも許されず、後部座席に歩いてくる乗客の足音に怯えながらそのときを待つ。やがて俺の肉棒が筋肉の収縮を止めると、山本さんは急いで体を起こした。

　乗り込んできたカップルは、最後部の一つ前の席に座り、仲良く並んでいる。俺は前の座席の背もたれに上手く隠れながら、ズボンのチャックを上げ、ブラジャーを背後に隠した。

「むうぅ…………ううっ……！」

　山本さんは俺の精液を口に含んだまま、泣きそうな顔になっていた。ただでさえ吐き捨てたくなるほど不味い俺の精液を、あろうことか無断で大量射精されたのだ。さすがの山本さんでも、それを無表情で飲み込むのは無理だったらしい。

　しかし、だからといって怒っている様子もなく。目前でイチャつき始めたカップルたちをよそに、山本さんは口を開けて俺にどれだけの精液を出されたのかをアピールしてきた。ぬちゃっと口蓋から滴り落ちる白い液体が、喉の奥まで満たされている。

「ご、ごめん。なにか、吐き出すものを……」

　俺が急いでカバンの中をガサゴソと漁っていると、山本さんは俺の手を止めて、ごきゅっと喉を鳴らしてそれを飲み込んだ。

「うっ……ふぅ……はぁ…………の……飲んだ」

　山本さんはなぜか得意げな顔をして、今度は空っぽになった口内を見せてくる。

「えっと……水いる……？」

　俺がカバンから出しかけていたペットボトルをチラと見せると、山本さんは「いる」と即答だった。渡して数秒もしないうちに、半分以上水があったペットボトルがすっからかんになって戻ってきた。やはり俺の精液を飲み慣れることはないらしい。

「ありがとう。気持ちよかった」

「いえいえ。どういたしまして」

　山本さんはお辞儀をしてニッコリと笑う。気づけばいつもの山本さんに戻っていた。

「もう、次だね」

　山本さんは俺の前で腕を伸ばして、降車ボタンを押す。Ｔシャツの胸元から、ブラジャーをつけていない山本さんの谷間が見えて、俺は思わず視線を奪われた。

「ソトミチくんのえっち」

　山本さんは片腕で胸を抱いておっぱいを隠す。もっと近くにボタンがあったはずだけど、俺がエッチなのは否定できないので謝っておこう。

　そんなやりとりを経て、俺たちは山本さんの住むマンションまでやってきた。自動ドアが感知するギリギリ手前で、俺はカバンにしまっていた山本さんのブラジャーを取り出す。

　電車で痴漢プレイをした上に、カバンに女性モノの下着を入れているなんて、俺はいつの間にこれほどの変態になったのだろうか。悪いのは、全部山本さんだけど。

「これ、返すよ」

「ありがと。持って帰られたら、美優ちゃんのと間違えられてどっかいっちゃいそうだったよ」

「さすがに山本さんほどではないよ」

　あの小さな体とのギャップで考えれば、山本さん以上ではあるんだけどな。

「そしたら、今日はもう遅いから、また明日な」

「うんっ！　あのさ。せっかくだし、何日かお泊まりエッチしない？」

「それは……アリだな。次のバイトまで日があるから、着替えを持ってくるよ」

　そこで山本さんとは解散することにした。そういえば、俺はこれまでコンドームを持たずに山本さんの部屋に行っていたんだよな。前回だって流れになればするつもりだったのに忘れていた。今のうちに買っておかないと。

「あれ？　ソトミチくんの帰り道、そっちだったっけ？」

　俺が近くのコンビニに寄ろうと、普段とは違う道に進んでしまったため、山本さんに不審がられた。

「ああ、それはだな……」

　前回もゴムを持参していなかったことを、正直に言うべきかな。いくらピルを飲んでいるとはいえ、中出しを強要するつもりなんて毛頭ないのだが、印象はよくないだろうし。とはいえ、上手く凌げるだけの言い訳も思い浮かばない。

「ゴム、買っておこうと思って。前回はその、持っていってなくて、申し訳ない。また忘れそうだから、今のうちに買っておくよ」

「おー……なるほど……」

　山本さんは俺の言葉を聞いて、しばらく考え込んだ。

「実は私、自分で買ったことってないんだよね」

　山本さんはルンルンと俺に近づいてきた。

「……売り場、見てみる？」

　そんな山本さんに感化されて、つい誘ってしまった。コンビニの日用品棚に陳列されているものだし、珍しいものでもなんでもないとは思うが、カップルでコンドームを見に行く経験なんて、さすがにこの先もないことだろう。

　山本さんが相手だから言えることだった。

「うん。見てみたいな。ソトミチくんと一緒に」

　山本さんはポーチにブラジャーを詰め込むと、俺の隣まで近寄ってきて、そして、手を繋いできた。

「それじゃあ、一緒にゴム、買いに行こっか」

　それから俺たちは、手を繋いだままコンビニに行って。

　買い物袋を下げて店を出てくるまで、繋いでいた手を、離すことはなかった。
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　コンドームを買って翌日を迎えた俺は、また山本さんが暮らすマンションに戻ってきていた。エントランスで部屋番号を入力して、インターホンを押し、自動ドアを開けてもらう。エレベーターに乗り込んで、山本さんの部屋を目指す足が軽かった。

「来たよ、山本さん」

「おかえり、ソトミチくん。暑かったでしょ」

　施錠はされていなくて、ドアを開けた俺を山本さんが出迎えてくれた。チャリで飛ばしてきてもこの時期の蒸れと暑さでは汗をかかないことなんて不可能で、湿った服に当たるエアコンの冷気が過剰に熱を奪っていく。山本さんは俺を壁ドンするみたいにして伸ばしてきた手でドアに鍵をして、その手は戻り際に俺の腰元へと向けられて、やがてズボンのチャックに止まった。

「フェラしてあげる」

　いきなりのエッチの提案に、俺の股間が、むくむくと盛り上がる。口にするまでもなく男の欲望に応えてくれる山本さんは、変態プレイも受け入れてくれるその包容力から、エッチに対する安心感が段違いだった。

　山本さんは窮屈になったズボンから、俺の肉棒を外へと解放した。途端に充満する汗と精液の匂いに、山本さんはニンマリと頬を緩ませて、口を開く。

「はーむっ」

　山本さんは迷うことなく俺のペニスを咥え込んだ。じゅぶっ、じゅぶっ、と音を立てて、美味しそうに根元まで舐めてくれる。

　フェラをしてくれる山本さんの口はいつも温かくて、唾液に溢れている。俺がまだエロゲで抜いていた頃、オナホを温めてローションをたっぷりに満たせば、最高の肉穴になると聞いて試したことがあったけど。山本さんのフェラは、そんな性処理専用の道具でさえ遠く及ばないほどの肉感をしていた。

「山本さん、そんな急に……うあっ、あっ……」

「んふ。きもひぃ？」

　山本さんはフェラをするときにまったく嫌な顔をしない。それどころか、美味しそうに味わいながら隅々まで舐めてくれる。竿はもちろんのこと、玉袋の裏やふとももの付け根まで、余すところなく。

「気持ちいいよ、すごく。山本さんって、洗う前のほうが好きなの？」

　山本さんは準備万端の状態でフェラをするより、即尺をしているときのほうが嬉しそうにしている。精液や汗のニオイはもちろん、おしっこの味までしているかもしれないのに、山本さんは率先してそれらを舐め取ってくれていた。

「んー、ちゅっ……別に汚いのを舐めるのが……好きなわけじゃないけど……んぢゅっ、ちゅる……」

　山本さんは広げた舌をペニスの裏筋に這わせて、ズズッと唾液を吸い取った。

「汗かいてるのをフェラすると、ソトミチくんが喜んでくれるから好き」

　山本さんは微笑んで、またフェラを再開した。俺が喜ぶからって、そんな。嬉しすぎる。その幸福感だけで達してしまいそうだ。

「んむ……ちゅぶっ……んちゅ……。だから、ここでのフェラはこれでおしまい」

　山本さんは「ご馳走様でした。美味しかったよ」と感謝を伝えてくれて、それから俺の肉棒をズボンに押し込んでチャックを上げた。俺は風呂場に送られて、宿泊用の着替えとスーツを山本さんが居室に運んでいる間に、シャワーを浴びる。俺の蒸れた股間を舐めるためだけにフェラをしてくれたのか。学校では清楚可憐で評判な山本さんは、俺の前ではちょっぴり変態的なエッチな女の子になる。

　そんな素顔を見せてくれることを嬉しく思いながら、俺は浴室から出て、体を拭く。正面に洗面台があって、鏡に映る自分の姿は、数ヶ月前からすると信じられないくらいにまともだった。筋肉もついて、姿勢もよくなって、妹の美優があの可愛さである通り、俺の顔のパーツだってそれほど悪くはない。

　……とは思うのだが。それでも地味で根暗に見えるのは、やはりこの野暮ったい一重が原因か。いっそ目の余分な肉と皮をごっそり削いでしまえば、そこそこいい顔になるのかもしれない。

　なんてことを素っ裸のまま考えていたら、あろうことか、山本さんがドアを開けてこちらを覗いていた。

「や、山本さん……何を……」

「鏡で自分の顔を見つめながらギンギンにしてる全裸のお兄さんを眺めてる」

　自分の顔を眺めながらもペニスは勃起したままだった。死にたいほど恥ずかしい。

「心配しなくても、ソトミチくんはかっこいいよ」

　山本さんは脱衣所に入ってきて、俺の背後に回った。そして、裸体の俺に背後から手を回して、ギュッと抱きしめてくる。Ｔシャツ一枚を挟んで伝わってくるおっぱいの肉感と温かさが心地よい。

「ここ、元気なままだね。エッチなこと考えながらシャワーを浴びてたの？」

「それが……最近は、一度硬くなると……ふぅ……っ……なかなか萎えなくて……」

「へえ、そうなんだ」

　山本さんは俺の上向きの剛直を優しく撫でてくる。もう片方の手で俺の下半身を触りながら、指の腹がギリギリ浮かないぐらいの弱い力で、ふとももから陰嚢、陰茎の先まで刺激されて、そこからゾワゾワと快感が這い上がってくる。

「んっ、ふっ、ぁぐっ…………ちょっ、それ……ああっ……」

　快感に背中が反り上がりそうだった。金玉までビクビクと反応して、他の男たちならきっとこの時点でイッてしまうのだろうとわかるくらい、強烈な射精感が尿道を突き抜けていく。

「美優ちゃんとエッチするようになってからだよね。いけないお兄ちゃんだ」

　山本さんは手の動きを愛撫から手コキへと切り替える。右手で竿を握り、左手は陰嚢の下側に添えられて、上と下から同時に快感がやってきた。

　享楽に高揚する体が、性感によるパルスを流し込まれて、ビクン、ビクン、と跳ね上がる。その様子が、俺の目の前の鏡に映されていた。一人だけ裸になり、女の子に快楽責めをされて喘ぐ、情けない男の姿。それを俺に見せようと、山本さんは両腕で俺をガッチリとホールドして逃さない。

「さっきはソトミチくんのこと、かっこいいって言ったけど」

　山本さんの手の動きが激しくなる。ストロークするごとに指を波打たせて、俺が一番に感じるところをピンポイントで刺激してくる。

「あっぐ、あ、ああぁっ！」

　俺が腰を引いて快感を受け流そうとしても、山本さんはそれに合わせて腕を深くまで突っ込んできた。股下から玉袋の表面への刺激も、寸分狂わず俺に快楽のパルスを送ってきた。

「私は情けない声で喘ぐソトミチくんのほうが好きだよ」

　ズチュ、ズチュ、と知らず知らずのうちに先走りでグチョグチョになっていた亀頭に、集中して刺激が与えられる。俺は足も腰もガクつかせて、山本さんの手淫に耐えることしかできなかった。

「電車の中でもこんな感じにイジられてたんだよ？　気持ちよかった？」

　耳の裏から山本さんの淫靡な声が伝わってくる。鼓膜を揺らし、蝸か牛ぎゆうから伝わる信号が、性的な刺激として脳にインプットされていく。

「はぁ、あぅっ、ぎも、ちぃ……はぁ、あぁぁっ……！」

　山本さんが頬と頬を擦るように顔を近づけてきて、俺は思わず正面を向いた。そこには女の子の手でトロけさせられた情けない男の姿が映っている。

「せっかくだからフェラされてる自分も見る？」

　そう尋ねてから、山本さんは俺の返事も待たずに、体を横向きにして膝をついた。

　激しい手コキで鈴口に気泡が残った俺の肉棒に、山本さんがむしゃぶりつく。硬く反り上がった肉棒が、山本さんの唇から口の中に消えて、喉近くまで突き刺さった。フェラの音が立てられるたびに、山本さんの頬が膨らんだり凹んだりして、俺の肉棒が口内の深くにまで達すると、山本さんがゴクリと嚥下する動きで喉を締めて、先端まで絞り尽くしているのがはっきりと見えた。

「ああぁっぐ……ぅぅああぁ、うっ、あぁ、あぁあああっ!!」

　声を出すのを抑えられない。ただでさえ山本さんの口は瑞々しい肉感をしているのに、そのすべてを使ったフェラをされて、平静を保っていられるはずがなかった。

「んふふ。私も脱いじゃお」

　山本さんはフェラチオのストロークを大きくしてリズムを緩やかにし、快感が途切れないように服を脱いだ。着衣状態でのフェラも充分にエロかったが、やはり山本さんの肉々しい体を見ると興奮の猛り方が違う。横から見える山本さんのおっぱいは、重力などものともせず、俺の肉棒を咥え込むたびにぷるんと揺れる。肌の色白さが、膨張色として肉体の柔らかさを強調して、口元が見えるように髪を耳にかける仕草もまた艶かしく鏡に映っている。

「ああ、うっ……山本さん…………出したい……！」

　卑猥な絵面に射精欲は高まっていった。こうして俯瞰している状態で、山本さんの口に精液が注がれる瞬間まで見ていたい。

「んー……ちゅぶっ。出せるの？」

「自分で擦ればイケるかもしれない」

「んふふっ。へー、そうなんだ」

　山本さんはニタニタと笑みを浮かべて、「なら、私の口に出して」と囁いてくる。俺が射精できるということは、あのパイズリフェラをしてもらったときのように、俺と美優が似たような行為に及んでいたことを意味しているのだ。

「女の子のオナニーも、見てみたいかも」

「いいよ。私も見せるのは初めてだけど、ソトミチくんのためならしてあげる」

　女の子がしてる姿なんてネット上でしか見たことがないし、あの美優がオナニーを見せてくれるとは思わなかったから、この機会に頼んでおきたかった。逆に山本さんなら、こんな変態的なお願いでも喜んで聞いてくれる確信があって、そうした安心感が山本さんとのエッチをするうえでの魅力だった。

　しゃがんだまま自らの割れ目に中指を忍ばせて、俺はイチモツを掴んで前後に動かしていく。美優の前でするのとは違って、自分で自分を気持ちよくするのを見られるのは恥ずかしかった。それでも、情けない姿の俺を見るのも好きだと山本さんが言ってくれたから、俺はオナニーをすることにためらうことはなかった。

　山本さんはしゃがんだ膝を開いて、下品な体勢でクチュクチュとわかりやすく音を立ててオナニーをしてくれる。蜜穴から糸を引く指でクリトリスを濡らして、なまめかしく指が動くたびに、山本さんはビクッと体を跳ねさせて声を漏らした。

「あっ……んんっ……ソトミチくんが自分で射精するところ……見たいな……」

　山本さんは控えめな口調で、しかし、目では強くおねだりをしてきた。じーっと俺のことを見つめて、俺がシゴく手を速くするのを待っている。

　ギンギンに勃起したペニスが山本さんの顔に近づいて、申し訳ない気分になりつつも、俺は山本さんに口内射精するためにペニスへの刺激を強くしていった。

「私も、イクから……そしたら、私に濃いのをいっぱいかけて……！」

　山本さんも秘所をイジる指の動きを激しくして、絶頂にヒクつく穴の様子を俺に見せるために、お尻を床について股を全開にしてオナニーをしてくれた。

　そんな淫らな姿を拝みながら、ひと擦り、ふた擦りとシゴくたびに、肉棒へと血液が送り込まれていく。突っ立ったまま惨めに自分のモノをシゴいている俺の姿を、山本さんは瞬きも惜しんで熟視してくれている。

「はぁ、ああっ……!!　山本さんッ……死ぬほど興奮する……ッ!!」

「ふああっ、ああ、んああっ……ソトミチくんの、血管が浮くぐらいバキバキになってる……んぐっ、あああっ、んん、あっっ……!!　とっても、雄臭いニオイ……はぁ、だ、ダメっ……!!　わたし……イっちゃいそう……!!」

　山本さんはだらしない顔をして、体は快感にふらつき始める。それでもなお山本さんは俺を興奮させようと、乳首を弄ってイキかけの体を責め立てて、その肢体に精液が注がれるのを待っていた。俺の肉棒はもう限界だと思っていた勃起に無理やり血液をねじ込まれて、またひと回り膨張して発射台を固めていた。

「んあっ、あっ、ああぅああっ……ソトミチ、くんっ……!!」

「山本さん……山本さん……っ!!　もう、出るッ……射精するから……!!」

「ふあっ、んああっ……ソトミチくん……いいよ、イッて……私もイクからっ…………あっ、あっ、んあっ、あああっ……！」

「ああああっ……ああっ、出るっ、出るぅうっ……アアッ、出るッッ!!」

　山本さんが絶頂に痙攣する姿を見下ろしながら、ビュビュッビュッ、と精液を飛ばして、出しきれるだけ山本さんの体を汚した。お互いに息を切らして、山本さんは俺の体液でドロドロにされた体を、嬉しそうに眺めている。女の子の側がエッチが好きだと、ぶっかけをさせてもらうだけでこんなにも気持ちいいものなのか。

「美優ちゃんからはフェラもセックスもしてないって聞いてたから、どんな状況でエッチしてるのか疑問だったんだけど。ソトミチくん、美優ちゃんに見られながらオナニーするのが好きなんだね」

「成り行きでな……、なんでそうなったのかは、俺にもわからなくて」

　美優は俺とのエッチを楽しんでいる。だから、今となってはエッチしてくれることに疑問はない。でも、そもそもなぜ俺のオナニーを手伝ってくれたのか、その答えはもらっていなかった。

　兄妹だからエッチをしてはいけないと美優は言っているけれども、あれもどこまでが本音だかな。本当は俺のことが好きだった、ということであればあらゆる辻褄が合うが、今はともかく当初の俺を美優が好きだったとは思えない。

「そこはゆっくり考えればいいよ。一緒にシャワー浴びよ」

　山本さんは何かを知っているような素振りで誤魔化して、それから二人でシャワーを浴びてからベッドに移動した。居間のドアを開けると、十畳ほどの部屋の右手にベッドがある。そこが俺たちがセックスをする場所だった。

「今日は、最後までするんだよな？」

　山本さんはご奉仕精神の塊なので、この部屋に来てからフェラも手コキもたっぷりしてもらったが、まだ挿入を伴うエッチは一度もしていなかった。でも、今日はコンドームも買ってきてるわけだし、さすがにセックスをするだろうと、思っていたのだが。裸でベッドに寝転がったままの山本さんがセックスを始める気配がない。

「え、あの、そろそろ……する……？」

「うん。そうだね。しよっか」

　山本さんは俺の言葉に流された感じでベッドに仰向けになった。俺はクローゼットの近くに置かれていたバッグからコンドームの箱を取り出す。箱を開けると、斜めになった底に三つのコンドームが並べられていた。

　俺はゴムが傷つかないように包装を破いて、上下が反対になっていないかを確かめる。ぷっくりと膨らんだ精液溜めを上にして、ベッドに寝ながら山本さんのおっぱいを触っているうちに勃起したペニスが根元までしっかりとゴムに覆われるように、くるくると巻きつけを解いていった。

　山本さんは秘部が見えないように脚を畳んで膝を立てている。それでも、俺がその前で腰を落として、山本さんの膝に手を置くと、山本さんもセックスを受け入れるように股を開いてくれた。

　先ほどまでの和気あいあいとした空気から一転、静まり返った室内。

「挿れて、いい？」

「……いいよ」

　山本さんは返事だけをして、顔は横向き。壁をジッと見つめている。

　俺は山本さんの脚を持ち上げて、腰を近づけた。たっぷりと淫汁が溜まっている山本さんの蜜壺に、あと数センチ動けば挿入できる。

「えっ……と……」

　何かがおかしい。山本さんの口数が少なすぎる。俺はそんなに雰囲気を壊すようなことを言っただろうか。あのタイミングでセックスを提案したのがマズかったのか？

　このよくわからない不思議な感じ。身に覚えがある。それこそ美優を相手にしているような感覚だ。女の子特有の難しさと割りきってしまえばそれまでだけど、山本さんだって人間なわけだし、こうして黙っている間も何かを考えているはず。

　なら、この山本さんの静かさは、いったいなんだろう。

「ソトミチくん……？　どうしたの？」

　なかなか挿入しない俺に、山本さんが首をかしげて訊いてきた。

　山本さんが黙ってるから挿れられない、なんて言ったら、それはそれで山本さんが気を利かせてしまうかもしれないし。どうやって俺の混乱を伝えるのがいいのかな。

「あー……その……、何か雰囲気の出ることを、言ったほうがいいのかなって……」

　俺は考えがまとまりきらなくて、それこそ雰囲気のない発言をしてしまった。

「んー？　ふふっ。何か言ってくれるの？」

　山本さんは微かに笑ってくれた。少しは表情の固さがなくなったような気がする。

「その……なんというか……だな……」

　考えなしだったから、いざ求められると言葉に詰まる。とにかくこの妙な空気が和らげばなんでもいいんだけど。

「……うん。そっか」

　山本さんは俺が答える前に何かを納得して、おもむろに腕を伸ばしてきた。その手が俺の後頭部に回されて、山本さんはそっと、自らの胸に俺の顔を抱き寄せた。

　すごく柔らかい。そして、熱い。耳を澄ますまでもなく、ドクンドクンと激しい鼓動が鼓膜に響いてくる。山本さんの脈が異常に速くて、運動のあとみたいに体が火照っていた。まさか、これって。

「山本さん……緊張してる……？」

　急に口数が減ったのも、今まで本番を先延ばしにしていたのも、単に緊張して始められなかっただけだったのか。

「お恥ずかしながら……」

　山本さんは俺の顔を胸に押しつけて、自分の顔が見えないようにしている。山本さんだって女の子だし、これまで全部を失敗してきたのだから、セックスをするのは緊張するよな。

　俺もひとまずはセックスを中断して、体を抱き寄せてくる山本さんに身を預けることにした。お互いの脚の付け根までが交わって、挿入はせず、秘部と秘部が当たるだけの状態。山本さんのアソコが思っているより濡れていて、ペニスがクリトリスに触れるだけでも気持ちいい。

「ソトミチくんの、ほんと、硬いね。体温は同じくらいのはずなのに、熱も感じるし。なんか……すごい……」

　俺の男性器は美優とエッチをするごとに強く太くなっていた。以前は平均的なサイズほどもなかったイチモツが、今では自分でも立派に思うほど逞しくなっている。まだ若いとはいえ体がほとんど成熟しきったこの時期に、ペニスのサイズが急激に大きくなるのは普通ならありえないことだが、それが実妹に異常に興奮する特殊体質によって現実のものとなっていた。

「んっ……あの、あんまり、ビクつかされると……ふぅ……んんっ……なんか、気持ちよくなっちゃう……」

　俺の肉棒が山本さんのエロスに影響されて、節操なくセックスの準備を始めている。このイチモツのビクつきは、男の意思では制御しきれない。

　っていうか、どうしよう。体が疼いてきた。

「山本さん……俺……セックス、したくなってきた……」

　山本さんの裸体に包まれているだけで気分が高ぶってくる。抱きついた直後はそれほどでもなかったのに。さっきからリビドーが溢れて止まらない。

「ソトミチくん」

　山本さんは、一瞬だけギュッと強く俺を抱きしめて、すぐに腕から解放した。

「私も、挿れてほしい」

　山本さんの潤んだ瞳。ようやく、その言葉を聞くことができた。

「山本さん……いくよ……」

　俺は亀頭を山本さんの膣口に当てて、ゆっくりとペニスを挿入した。

「んっ……ああっ……ソトミチくん……!!」

　ズブズブと肉壁を押しのけてペニスが侵入していく。山本さんの膣内は想像していたよりもずっと狭くて、でもまったく抵抗感がないくらいに柔らかい。

「うぐっ……はぁ、山本さん……！　あぁ、これ、気持ちよすぎる……!!」

　ペニスが最奥まで到達した瞬間、俺の体がガクッと震えた。引き抜こうとするカリ首に山本さんの膣壁が絡みついて、俺の肉棒を絞り上げてくる。腰を動かすほどに山本さんの膣内が柔らかくなって、挿しても抜いても、あらゆる箇所に淫肉が絡みついてきた。

「ああぐっ…………や、やばい、出そう…………!!」

　まさかの事態だった。美優以外では絶対に射精できないと思っていたのに、本当に出てしまいそうなぐらいにギリギリまで精液がせり上がってきている。

「ん……いいよ……出して……！」

　山本さんは俺を抱きしめて、射精を迎えてくれた。俺が出してしまったら、その他の男たちと同じになってしまうはずなのに。

「あああっ……山本さん……山本さん……ッ！」

　俺は一心不乱に腰を動かした。卑猥な音を立てて蜜をかき乱していく俺の肉棒。鉄のような硬さが山本さんの体内に入っていることを感じるたびに、脳内が歓喜に満ち溢れていく。そして、十秒ほどの後、俺は緩やかに腰の速度を落としていった。

「はぁ……はぁ……で、出なかった……」

「ふぅ……そっか……それは残念」

　山本さんも息を乱していて、俺はまた山本さんの胸に抱きつく体勢になった。

　絶対にイクと思っていたのに、やはりこの体は、そう簡単に美優以外には出させてくれないらしい。

「でも、これでまだ続けられるから」

　俺は徐々にピストン運動を再開した。さっきは美優以外で射精できるかもしれないと思っていきなり激しくしてしまったが、挿入の時間では一般的な女の子よりずっと経験の少ない山本さんに、あんな乱暴なセックスをするべきではなかった。

「痛くなかった？」

「平気だよ。でも、そうやってゆっくりしてくれるほうが、嬉しいかも」

　山本さんは全身から力を抜いて、俺の肉棒を受け入れた。

「んっ……あっ……」

　心なしか、この速さのほうが山本さんの感度がいいようだ。俺としても、激しくしないほうが、山本さんの膣内を深くまで感じられて気持ちいい。

「山本さん……いつまで……ゆっくりにしてたほうがいい……？」

「うっ、あ、はんっ……そ、ソトミチくんが、よければ……あっ、あんっ、はぁ……ずっとこれがいい……」

　山本さんの嬌声が次第に上擦っていく。リズムも変えずに腰を動かしているだけなのに。単調にピストンをするだけでもかなり具合がいいようだ。

「ああんっ、あっ、そこっ……きもちいとこ……あたってる……っっ……ふぅ……んんっ……!!」

　ペニスで突く深さによって、山本さんのビクつきと声の艶やかさが変わる。山本さんが感じるほど膣もほぐれていった。俺はピストンの速度は一定に保ったまま、肉棒の先端を押しつける位置だけを微調整していく。

「はぅっ、んあぁっ、ひゅご……あああんっ……！　ソトミチくんの、硬いのぉ……あぐっ……あぅ……んっ、んんっ、んんぅぅんっ！」

　こんなに緩慢な動きなのに、山本さんの反応はどんどんよくなっていった。山本さんは肉棒が気持ちいいところに当たるとわかりやすく喘いでくれて、俺はそこを刺激し続けられるように、より動きを単純化していった。

「はぁ……山本さん……！　さっきより、もっと気持ちよくなってる……！」

　自分が気持ちよくなるように動くより、相手を気持ちよくさせたほうが、結果的に得られる快感が大きかった。それを知ってから、俺は山本さんをひたすら感じさせることだけに集中した。

　山本さんは俺にしがみついてきて放そうとしてくれない。それだけ俺のこのセックスが求められているんだ。

　その男としての精神的な悦びが、肉体を興奮させて、物理的な快楽として上乗せされていく。

「あうっ……あっ……ソトミチ……くん……！」

　やがて山本さんの嬌声が小さくなっていった。だがそれに反比例するように、俺に抱きつく力は強くなっていく。
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　肉棒が子宮の近くを突くたびに、山本さんの体が跳ねて、その力みを俺への抱擁で吸収する。その山本さんの動きから、感じることによる体の跳ね上がりもなくなって、しばらく俺に抱きつくだけになったと思ったら、それまでの力みを一気に解放するように、山本さんの体全体が、ビクン、ビクン、と大きく痙攣した。そんな山本さんの体の変化を察して、俺は動きを止める。山本さんは気まずそうに目を伏せて小さく声をこぼした。

「はぁ、はぁ……うぅ、ごめんなさい……ソトミチくんの、許可もなく、イッちゃった…………すごく恥ずかしい……」

　あの山本さんが羞恥に悶々としている。俺にエロいことをしてくるときはあんなに余裕綽々としているのに、いざ自分がイクとなるとここまでウブになるのか。というより、俺の許可がないとイッちゃいけないものだと思っていたなんて。やっぱり、エッチだな、山本さんは。

「開発されてなかったのに……あっさりイッちゃって……はしたないよぉ……」

　これまでしてきたエッチのほうがだいぶはしたなかった気がするが、それほどまでに自分が感じている姿を見られるのは羞恥に耐えかねるのだろう。

　俺は山本さんの気が落ち着くのを待った。山本さんは顔を隠したまま、体をくねくねさせて、いつまでも恥ずかしそうにしている。それが収まったのが五分ほどしてからで、それなのに山本さんはせっかく合わせた目をすぐに逸らしてしまった。

「ソトミチくんのセックス、気持ちよすぎ」

　山本さんは真っ赤な顔でチラとだけこちらを見た。まさか俺が女の子からそんな言葉をいただけるなんて。山本さんはエッチでイッたのはこれが初めてのことらしい。

「ソトミチくんの、これさ」

　山本さんはまだ連結されたままの俺のペニスに手を触れた。

「立派だね」

　はちきれんばかりに勃起した俺のペニス。この硬さだけは、他の男のと比べても立派と言えるだろうけど。

「そう……かな？　サイズも、そんなにないし。美優とする前は……こんなに勃たなかったし……精液の量も……ずっと少なかったし……」

　ここ数ヶ月で変わったんだ。エロゲでオナニーばかりをしていた頃は、酷いときなんて勃ちきらずに射精してしまったこともあるくらいだったし。

「やっぱりそうなんだ。ならこの立派なのは、美優ちゃんに育ててもらったんだね」

　山本さんは俺の下腹部をさすって、慈しむような目でその連結部に視線を落とす。

「あのさ、ソトミチくん」

　山本さんが話を仕切り直して、俺の目を見つめてくる。

「美優ちゃん以外でエッチできるようにする必要、ないと思う」

　山本さんが、そう言って。俺はその意味をすぐには理解できず、俺とのエッチはもう求められていないのかと、不安になってしまった。

「どうしてだ？　俺、何かしたかな？」

　俺は上手くセックスができたはずなのに。美優以外で抜けるようにするのを諦めるってことは、俺はこれからも美優とエッチをし続けたほうがいいってことだよな。

「今日までしてて思ったんだ。ソトミチくんの中にさ、いつも美優ちゃんを感じるんだよ」

　山本さんは穏やかな口調で話を続けた。

「美優ちゃんは、ソトミチくんのことを好きじゃないって言うのかもしれないけど。今はまだ、そうなのかもしれないけど。こうやってソトミチくんが変わってきたのは、美優ちゃんの愛がないと無理だったと思う」

　俺と美優の間にある、愛か。たしかに、いくら俺が美優のことを好きだったとはいえ、そもそも美優が俺のことを受け入れてくれてなかったら、何も始まらなかったんだよな。

　そしたら俺はきっと、根暗な童貞のままだった。鈴原や高波たちに嫉妬ばかりして、いつかは孤独になっていたかもしれない。

「ソトミチくんに挿れてもらって、確信した。ソトミチくんはこれからも、美優ちゃんを大切にしてあげたほうがいいよ」

　最後は悪戯っぽく、山本さんは微笑んだ。

「それで、いいのかな」

「大丈夫だよ。こんなに立派になったんだし。もっと自信を持って」

　山本さんはまだ硬いままの俺の肉棒を撫でてくれた。

　結局、山本さんをもってしても、俺は射精をすることができなかった。でも、問題なのはそこじゃないんだよな。美優が妹離れをしろと言うから、俺はそれが絶対に必要なことだと思っていたけれど。それ以外にも、もっと考えるべきことが俺にはあった。山本さんのおかげで、それがハッキリした。

「それはそれとしてね。私はもっとソトミチくんとのエッチを楽しみたいんだけど」

　山本さんの表情がカラッと明るくなった。

「ね、もう一回、してみません？」

　山本さんは体を起こすと女豹のようなポーズになって、続きを要求してきた。こんなに楽しそうにしてるなら、山本さんが俺に美優を選べと言ったのも、俺が何かをやらかしてしまったからではないんだよな。なら、もうそれでいい。

「今度はガッツリ中出ししてほしいな。好きなときに射精していいから」

　勃起したペニスからコンドームが剥かれて、生身の生殖器が顔を出す。まさか女の子に中出ししてなんて言われる日が来るとは思わなかった。でも、山本さんが相手となると、不思議と抵抗はなくて。

　俺はベッドで仰向けになって、全身の力を抜いた。山本さんは俺の腰の上に跨って、自ら肉棒を膣口へと誘う。そして、間を置くことなく、ズブッと腰を下ろして根元まで体内にしまい込んだ。

「あぐっ……ううっ……これ……あんっ、あっ……好きっ……！」

　山本さんは体を大きく動かすことはせず、腰を前後させて肉筒の奥にグリグリと俺のペニスを押し当てた。

「ああっ……山本さん……！　そんな……されたら……っあぁぁっ！」

　俺の肉棒の硬さを存分に使って、山本さんは自らの快感スポットにひたすら俺のペニスをこすりつけた。グジュグジュと山本さんの膣内がかき乱されて、そのたびに熱い液が溢れてくる。

　竿全体から伝わる山本さんの悦び。それが俺の脳にも伝播して、二人の快楽が共鳴していく。

「ソトミチくん……うぅ……これ……頭白くなっちゃう……」

「俺も……山本さんの、生の膣内……気持ちいい……はぁ……ああっ……!!」

　思わず腰を動かしたくなるのをグッと堪えて、俺は山本さんが自らの膣で扱き上げてくれる快感に身を委ねた。女の子が自分の体を精いっぱいに使って気持ちよくしてくれているんだ。ここで動くのは、それにケチをつけるようなもの。俺は山本さんの想いのままに気持ちよくされていたい。

「はぁ……はぁ……ソトミチくんの……ほんと硬くてステキ……！」

　山本さんは俺の肉棒の硬さをとても気に入ってくれているようだった。山本さんに好きなように動いてもらって、二人の間には快楽による共通意識だけが満ちて、この瞬間だけは、俺と山本さんは完全に感情を一つにしていた。

「ふぅ……んっ……セックスがこんなにイイなんて知らなかった……。やっぱり、ギリギリまでソトミチくんと一緒にいようかな」

　山本さんは動きを止めて、ベッドの近くに置いてあった自分のスマホを手に取った。

「やまもと……さん……？」

　コツ、コツ、コツ、と画面を数回タップして、山本さんはスマホを耳に当てた。

　疑いようなどない。山本さんは、俺の肉棒を膣内に入れた状態で、誰かに電話をかけている。

「──こんばんは、お世話になっております。山本です。今週のシフトについて相談したいのですが」

　山本さんが電話をかけたのはバイト先のようだった。明日から何日かバイトのシフトが入っていたらしい。

「はい、申し訳ございません。とても大切な予定が、入ってしまいまして……」

　山本さんはお腹をさすり、恍惚とした表情で連結部に目を落とす。そして、人差し指を唇に当てると、グジュッと音が出るように腰を深く沈めた。

「っ……！」

　緊張感のせいか、感度が高まっていた。山本さんの膣壁の蠢しゆん動どうだけで声が出てしまいそうだった。

「えぇ……そうですね……来週は、出られると思います。ふぅ……んっ……はい、ありがとう、ございます。よろしくお願いします」

　山本さんは電話を切ると、ソファーにスマホを放り投げて、その勢いのままに俺の正面から覆いかぶさってくる。

「よかったの？」

「よくないよ」

「えっ」

　なにしてるんですか山本さん。

「だっていきなりの電話でシフトに穴を空けちゃったし。フルタイムで入ってたから、ヘルプを探すのも大変かも。この時期は人が減ったら大忙しだよ」

　山本さんは他人事みたいに自分の悪事を口にした。そして、頬を緩めて、スケベな顔で俺を見下ろしてくる。

「どうしよう。ソトミチくんとのエッチが気持ちよすぎて、悪い子になっちゃった」

　その山本さんの表情は、困ったようでもあり、喜んでいるようでもあった。とにかく今は、山本さんにとってエッチをする以外に優先することはないようだった。中出しをされたくてバイトを休んだ悪い娘だ。

「んっ……ああっ……ソトミチくん……！」

「山本さん……うぐっ…………膣内がトロトロして……わけわからないくらい気持ちいいよ……！」

　山本さんがまた動き始めて、セックスが再開される。名器と評するほかないぐらいに仕上がった山本さんの体内で、俺は射精をせずに肉棒の硬さを維持し続けていた。これは我慢強いなんて程度では足りない、俺にしかできないことなんだ。山本さんのために、この体が役に立てている。

「んっ……ああっ……ソトミチくん……!!　生セックスっ、すごいのっ……きもちいぃっ……すごくエッチな気分になるよぉっ……!!」

「山本さん……はぁ、ああっ……!!　ああっ、うぅあああっ……!!」

「はぁ、んんっ……あっ、あんっ、ああぁっ……ソトミチくんの、硬いの入ってるっ……ふんっ、んぁ、あぁぁっ……!!　はぁ、あぁ……んんっ、ぁあぁっ、ん、んんっ……い、イッ……クッ……あっ、あっ……私、また、イッちゃいそう……!!」

　山本さんは俺とのセックスで見つけた快感スポットに、肉棒を深くまで挿し込んで、一心不乱に腰を振った。その分だけ俺に伝わる性感も増大して、俺もすでに射精以外のことが考えられなくなっていた。

「山本さんっ……俺も、射精したいっ……山本さんの中で出したいッ……!!」

「んあああっ、あっ、ああぁっ……!!　ソトミチくんも、一緒に、イこ……あっ、んあぁぁあっ、あんっ、ンんっ、イッて、イッて、中で出して……!!」

　騎乗位に激しく揺れる乳房を見上げながら、獣のように腰を振る山本さんに蹂躙されて、全身を走り抜ける快楽の電流に、ついに俺は射精までの限界を迎えた。

「ああっ、ああっっ……ソトミチくん、ソトミチくんッ──!!」

「山本さん……あぅぁあっ、あっ、出るっ、出るッ……うっ……あああぁっッ!!」

　どびゅるるっ、どくっどくっ、ぴゅるるっ、びゅくびゅくっ、どびゅるっ──!!

　絶頂する山本さんの膣の収縮に絞られて、俺は一気に精液を吐き出した。結局は、美優とのエッチをまた山本さんに重ねてしまったが。今まで快楽に誤魔化されていた体が射精が終わると倦怠感に包まれて、肉棒が引き抜かれた膣内からは、山本さんが絶頂に腹部を痙攣させるたびに白濁液が垂れ落ちてきていた。

　山本さんはそれをティッシュで拭ってから近くのゴミ箱に投げて、ぐったりと俺に体重を預けてきた。体力を消耗しきったわけではないだろうけど、オーガズムという初めての体験に、慣れない疲れもあったみたいだ。高身長で肉付きのいい山本さんには相応の重さがあって、その感覚が山本さんとセックスをしたのだという実感を俺に与えてくれる。

「はぁ……ふぅ……なんというか……イッたらスッキリするものかと思ってたけど……ぼーっとするね……」

　息を乱して、横に転んでからベッドで仰向けになる山本さん。額に薄っすらと汗が滲んでいて、張り付く髪が色っぽい。

「ソトミチくんで全部経験しちゃった」

　天井を見つめながら、俺が中出ししたお腹をさすっていた。

「経験はいっぱいあったのに、なんだか、今までずっと処女だった気分。セックスって、こんなに楽しくて気持ちいいんだね」

　山本さんが俺の腕に抱きついてくる。こんなにもキレイな人に裸でくっつかれて、運動後の脈とは関係なく心臓が高鳴っていた。

「ソトミチくんは美優ちゃんと一緒になるべきなんて言っちゃったけど。これがなくなるのは寂しいな」

　山本さんは俺以外とはまともにセックスができないから、これから俺のような体質の男を見つけられるのか心配ではあった。ただそれ以前に、まず俺が自分の悩みに向き合えるのか、その不安を山本さんに聞いてほしくなった。

「俺は美優に好きになってもらえるかな？」

「どうかな。少なくとも私には、他の男の子には感じたことがないぐらい、ソトミチくんのことを好きだって思う気持ちがあるよ。だけど、これが恋愛感情かどうかはわからないんだ。まともな恋をしたことがないから」

　俺の腕に額をつけて、目を閉じる。肉体関係だけは進展してきたけど、俺は美優とも山本さんとも、男女として積み上げてきたものはほとんどないんだよな。

「ねえ、ソトミチくん。美優ちゃんが旅行から帰ってくるまで、毎日セックスしよ。ちょっと憧れてるんだ。恋人同士じゃできないような、ご飯と睡眠と、セックスを繰り返すだけの、だらしない生活」

　山本さんはすっかりエッチな女の子の顔になって、射精したばかりの俺のペニスがまた勃起し始めたのを見て嬉しそうにイジっている。学校では清楚可憐な山本さんが、そんな下品で淫らな生活を望んでいたなんて。エロゲでしか見たことがないようなシチュエーションを要望されて、俺は「いいよ」と即答してしまった。

「よかった。ソトミチくんみたいな人じゃないと、引かれそうで頼めなかったし」

　体質の問題とは関係なく、性癖の相性としての問題で、山本さんは俺が相手なら安心してエッチなお願いができると言ってくれた。男として認めてもらえたのかはわからないけれど、そこには山本さんからの好意を明確に感じて、口でもはっきりと「そういうとこは大好き」と言ってもらえたから、俺はそれで満足だった。

　それから、俺と山本さんは買ったコンドームを一つしか使うことなく、溺れるくらいに中出しセックスを繰り返して、夏休みの三分の一を終えることになった。
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「それじゃあ、ソトミチくん。美優ちゃんと仲良くね」

　玄関に立つ山本さんが、パジャマ姿で太陽に照らされる。満面の笑みで小さく手を振ってくれて、この女神はどんな格好をしていても美しい。

「ありがとう。なんというか、山本さんも……お幸せに」

「んふふ。はい、了解です」

　山本さんは最後まで優しい声で見送ってくれた。

　俺も長い長い幸せな時間を過ごした部屋に別れを告げてマンションを出た。もっとくつろいでいたかったが、美優はもう家に帰ってきているし、スマホのスケジュールアプリからは今日がバイトだとも告げられている。

　しかし、気が重いということはない。むしろスッキリとさえしている。山本さんにスーツもビシッとキメてもらって、心まで背筋が伸びるようだった。

　乗り込んだバスに揺られながら、俺は美優とこれからどうやって付き合っていくかを考えた。これまで俺は性欲を最優先にして、その性欲を──美優が言うには精液の処理をしてもらってきた。美優はまったく嫌がらなかったし、なにより俺も理性では抑えきれなかったから、流れのままにしてもらっていたけど。恋人としても兄妹としても半端なまま、ズルズルとエッチなことをするだけの関係を続けていくのはよくないよな。

　バスが最寄り駅に着いて、電子カードを手に改札を抜けて、ちょうどやってきた目的の電車に乗り込む。今日はパンフレットの詰め込みなどの簡単な作業を済ませてから、昼過ぎに支給の弁当を食べて、ライブ会場の通路整備をすることになる。ステージの設営に比べたら楽な仕事だ。

　……で、合ってるんだよな。俺は不安に駆られてスマホを取り出した。そういえば、前日に送信されてくるはずのリマインドメールがまだ来ていない。スケジュールアプリにはたしかに今日がバイトだと書いてあるが、これはあくまで俺が入力したものだ。バイトが確定したときに詳細メールが送られてきているはずで、そちらの案内を確認すると、なんということか集合予定は明日だった。俺は慌てて次の駅で降りて、派遣事務所に電話をした。

「──はい、スタッフＩＤの確認ができました。ご登録されているお仕事は、明日の十一時からのものになります。詳細のメールを再送いたしますか？」

「あ、いいえ……！　大丈夫です。ありがとうございました。失礼します」

　切れた通話に、大きなため息。やはり俺のスケジュール入力ミスだった。リマインドメールも来てなかったわけだし、昨日のうちに気づいておくべきだった。

　食事と睡眠の他は山本さんとセックスしかしていなくて、ひたすら中出しすることに夢中になっていたから、リマインドなんて気にしてなかった。おかげで美優に帰宅時間の連絡をするときも「明日朝から夕方までバイト」なんて簡素なメッセージで済ませてしまったくらいだしな。

「はぁ……」

　俺は無駄足も虚しくＵターンして帰宅をした。電車が特急だったので、往復で二時間も無駄にしてしまった。それでも玄関前に着いたときにはまだ太陽は高い位置にあって、こんなに早く家に戻ってきて「バイトの日を間違えた」なんて言ったら美優はどんな反応をするかな。呆れ顔で「バカじゃないの」と叱られるか、「そっか」だけで済まされるのか、どちらにしても淡白な対応になりそうだ。

　俺はそんな埒の明かない思考を脳内に垂れ流して、家に入ると、そこには汗に湿った体には寒すぎるほどの空調が効いていた。

　リビングに美優の姿はなかった。使いもしない部屋の冷房を美優が入れたままにするなんて珍しいな。しかも設定温度二十二度って、さすがに低すぎるだろ。

　ひとまず俺は冷蔵庫のお茶で喉を潤して、体の熱を落ち着かせる。美優が冷房を消し忘れたとも考えられるが、リビングも脱衣所もドアが開けっ放しになっていて、夏場は止めない決まりになっている浴室の換気扇も止まっている。一階はリビングしか使う用がないはずなのに、家の全体を涼しくしておきたくてあえて美優がつけっぱなしにしたのかもしれない。

　玄関には靴が一足揃えてあったから、出かけてはいないはずなんだよな。そう思って俺が階段に足をかけると、その瞬間に、ゾワッと、何かエアコンの冷気とは違う寒気を感じた。

　直感、というのとは違う。この静かな家の中で、俺は明瞭には認識できない、しかし確かな音を聞いた気がした。それが、このおかしな家の状況と合わせて、俺に無意識的な危険を悟らせたのだ。

（何も、ないよな。なにを緊張してるんだ俺は。美優も旅行で疲れて寝てるだけだろうし）

　ジッと身を静止させて、物音一つしないことを確認してから、俺は不安を振りきって階段を上がっていった。そして、二階の最上段に足をかけた、そのとき、

「──んっ……はぁ……はんっ……！」

　俺の耳に嬌声が届いた。ドクン、と心臓が大きく跳ねて、息が苦しくなる。鋭くなった聴覚は、心の内で叫ぶ「聞くな」の声を無視して、その遠くから聞こえてくる音に集中した。

　声は続かなかった。俺はまるで階段を駆け上がってきたみたいに息を乱して、深呼吸を繰り返す。幻聴を聞いてしまったのか、あるいは、俺が帰ってきたことに気づいて美優が行為を止めたのか。まだ拍動は収まらない。気が抜けない。もう声は聞こえないのに、俺は固まったまま動けずにいた。

（ふぅ……。馬鹿なことを考えるな。落ち着け、落ち着くんだ）

　少なくとも美優が男を連れ込むことなんてありえないし、遥を連れ込んでのエッチをしているというのも、玄関の状況を見るに考えられない。

　さっきの嬌声はただの幻聴。不埒な脳みそが作り出した存在しない声なんだ。

「よしっ」

　俺は何食わぬ顔を作って、廊下を進んでいった。そして、自分の部屋に入るべく、ドアノブに手をかける。

　ガチャッ。

　と、隣の部屋のドアが開いたのが、それとほぼ同時だった。

「っ──!!」

　俺は爆発しそうな心臓をどうにか押さえつけて、ゆっくりと美優の部屋に視線を移した。そこに立っていたのは、美優の──いや、美優なのかどうかすらわからないほど、信じられないような格好をした女の子だった。

　首元に装着された十字シルバーつきのチョーカーに、ウエストをキツく締め上げるジャンパースカート。手首にフリルをあしらったシャツを着て、あのレースをヒラヒラさせた薄い生地のニーハイは、きっとガーターベルトだろう。唇は紅く、長い黒髪にはふわっとパーマがかけられている。まるで絵本から飛び出してきたかのような、可憐な少女。その手には毛並みのいいテディベアが抱えられていた。

　そう、それは、完全な……完璧に作り込まれた、ゴリゴリのロリータファッションだった。

「み……ゆ……？」

　俺は絞り出した声で、どうにかその言葉を口にする。

　顔立ちからして、この子が美優であることは間違いなかった。

「お兄ちゃん。帰ってたんだ」

　美優は意外にも普段通りの反応だった。

　俺たちは互いに特別なことを言うでもなく、「ただいま」と「おかえり」のやりとりだけをして、俺は廊下を歩いてくる美優に道を譲る。ふんわりと甘い香水のつけられた、美優の芳しい匂いが俺の鼻腔をくすぐった。

　その直後。俺の腹部に、内臓が破裂したかのような激痛が走った。

「がはっ──!!」

　その衝撃に引き伸ばされた意識の中で、俺は事の一部始終を脳内で整理していた。

　俺の鳩みぞ尾おちに、まっすぐに伸びた美優の右ストレートが見舞われている。それも、寸分違わずに俺のストマックを叩く、見事な一撃だった。俺の意識を数瞬切断するには充分なほど。俺は後頭部がドアにぶつかったことを最後に認識して、しばらく昏睡していた。そして俺の体は、肩を揺らす刺激に気付けをされる。まるで今までの出来事が夢だったのだと錯覚するような目覚めだった。

「痛ッ──!!」

　頭部と腹部から激しい痛みが走った。夢ではなかった。ダメージはたしかにそこにあったのだ。そして、スイートなロリータ服に身を包んだ、美優の姿も。

「ご、ごめん。なんか、完璧に入っちゃった。痛かったよね……頭は、大丈夫？　コブとかできてない？　ほんとに、ゴメンね」

「だ、大丈夫だから。死ぬほど痛いけど、そんなに騒ぐような怪我ではないから」

「ほんと？　なら、いいんだけど……」

　俺の言葉を聞いて、美優はシュンと大人しくなった。

「あぅ……お、お詫びは、ちゃんとしますので。どうか許してください……」

「ああ、うん。本当に元気だから。美優のほうこそ、大丈夫か？」

「大丈夫です。ごめんなさい」

　美優は何度も謝罪しながら、口を真一文字に結んで、何かを堪えている。

「言いたいことがあるなら、教えてくれないかな」

　美優が堪えているのは羞恥だけではない。いくら秘密を隠すためとはいえ、むやみに人を殴るようなやつじゃないんだ。俺を殴ったとき、そこには恥ずかしさとは別の、もっと衝動的な、殺意に近いものがあった。

「では、言わせていただきますが」

　美優のしょんぼりしていた顔が、俺を睨みつけながら強張っていく。

「い、いくらなんでも、妹の……オナ……ひ、ひとりエッチを、盗み聞きするのは、どうかと思うのですが」

　美優の頭頂に達した怒りは、爆発することなく、シュルシュルと空気のように抜けていった。その感情をなんともやりきれない表情に変えて、美優は目を伏せる。両手の人差し指を合わせて、いじらしくモジモジしていた。

「あー……えーっと……」

　あの声は、幻聴じゃなかったのか。

「俺は、バイト先の近くで、スケジュールのミスに気づいて……。帰ってきたの、ついさっきだから。美優が一人でしてたのは…………知らなかったんだけど」

　これはイジワルな答えだったかもしれないし、男として配慮に欠けていたかもしれない。だが、ここで嘘をつくのは、お互いのためにならない気がした。

「は……はわ……」

「あ、いや、でも、なんか静かに帰ってきちゃったのは事実だし！　そこは俺が悪かったというか……！」

　美優の長い睫毛が小刻みに震えて、瞳が揺れ始める。と、思ったのも束の間。

　美優は大粒の涙を流して、俺の膝に泣きついてきた。

「ごめんなざい……うぐっ……本件は、誠心誠意お詫びいだじまず……！」

「い、いいって！　そんな無理するな！　美優はいつもそういう割りきりに細かすぎなんだって！　こんなの俺が悪いに決まってるんだから、もっと怒っていいんだぞ？　むしろ、その、記憶をなくすために階段から突き落とされても、俺は納得できるし！」

「うぐぅ……ヒクッ……ううっ……」

　俺が必死に励まそうとしても、美優は聞く耳を持ってくれない。

　本気で美優を泣かせてしまった。

　これはやばい。本格的に兄としての威厳が試されようとしている。

「聞いてくれ！　俺は、いいと思うぞ！　そういうの、めちゃくちゃ好きだし、ロリ服を着てエッチな気分になっちゃうのも、すっげーわかるから！　なにより、美優はそういう服が似合うよ！　ぜっっったいに似合うと思ってたんだ!!」

　俺は美優の肩を掴んで、必死に語りかけた。美優は特に反応を示してくれなかったが、それでも声は届いたようで。

「ふぅ……うぅ……お兄ちゃんのばか……」

　少しずつ調子が戻っていく美優。いや、どういう状態が正しいのかはわからないが、自分への呵か責しやくに追い詰められているよりは、こうして悪態がつけるほうがよっぽど健全なはずだ。

「俺は馬鹿で変態の兄だからな。なんならその格好を見てだいぶ興奮してる」

「そういうのは別にいい」

「あ、はい」

「でもありがとう」

　美優は指で涙を拭って、微笑んで、気恥ずかしさに一拍の間が空く。

「とりあえず、部屋に入って、落ち着こうか」

　俺が肩をポンと叩くと、美優は床に転がっていたテディベアを拾って、ちょこんと立ち上がった。眩しいくらいにロリータファッションが似合う妹の、絞られたウエストに強調された乳袋は凶悪だった。

「もしかして、クローゼットの中って、そういう服でいっぱいだったりするのか？」

　美優が隠していたクローゼットの秘密。その質問に美優はコクリと首を縦に振る。

「す、すげーな！　見せてもらっても、いいか？」

　さすがに長いこと守ってきた秘密なだけあってか、美優はすぐには頷かない。

「それでほら、お詫び、ということで」

　俺の予想はだいぶ当たってたんだ。こんなにふわふわで甘々のロリータファッションというのはびっくりしたが、コスプレに近いものに変わりはない。

「お、お詫びは、します、けど」

　美優が口を開いたのは、二人で美優の部屋に入ってからだった。

　いつもより白い肌、くるりと外ハネした睫毛、フリフリの衣装。卒倒しそうなくらい可愛い。

「奏さんとは、どうだったの？」

　美優は気持ちの整理ができるまでの小休憩として、山本さんとのエッチの成果を聞いてきた。俺は、正直にすべてを話した。山本さんとどんな会話をして、どんなエッチをして、そして、どんな経緯で俺が美優を選ぶことにしたのかを。

「そっか。まあ、予想の範疇だから、驚かないけどね」

　お喋りの間に美優は精神の安定を取り戻していて、床にペタン座りをして俺の話を聞いていた。ロリータ可愛い妹がちんまりと膝を折っているだけで萌える。というより、俺の膝におっぱいを乗せてうつ伏せながら話をして、ときおり上目遣いになる美優が、エロくて勃起してしまいそうだった。

「お兄ちゃんは私とエッチすることにしたの？」

「そういうことだ。俺はこれからも美優とエッチがしたい」

　あの山本さんとの未来を取らなかったということは、必然的に美優を選ぶということになる。山本さんを捨てて美優とも違う別の女の子と付き合うなんて、それこそありえない話だからな。今こうして俺がここにいるのは、美優との関係に向き合うためで、それは美優とのエッチを続けることとイコールだった。

「ならさ」

　美優は顔を上げて、もう勃起してしまっていた俺のペニスを撫で撫でした。

「お詫びに、フェラしてあげよっか？」

　美優がぱちくりと上目遣いで聞いてくる。可愛すぎてクラッときた。

「いいのか？　フェラをしたら、俺とエッチできることを認めることになるんだろ？」

「それはそれで、本当にそうなのか確かめないといけないことだし。お兄ちゃんにそうもきっぱりとエッチがしたいって言われちゃうとね。あっ、でも、この服でするのは、お詫びとしての今回きりだからね」

　美優は頭のフリル付きカチューシャの位置を直して姿勢を正す。

「なら、お願いしたい。美優にはずっとフェラしてほしかったから」

　山本さんの部屋に行くまでに、俺たちは先っぽだけのセックスとか、舌先だけのフェラを繰り返して、正直なところこんなやりとりも今さらなのだった。

　逆に言うと、わざわざお詫びとしてフェラを申し出てきたということは、美優は俺のペニスを咥えてのフェラをしてくれるということ。ならば、俺が美優と過ごしていくことを決めた手前、断ることはできなかった。

　俺はズボンを脱いで勃起した陰茎を美優の目の前に突き立てた。山本さんとセックスをしまくったあとでも、俺の体は美優のためならいくらでも射精することができる。

「我慢はしないでね。ずっと咥えてたら、気が変になっちゃうかもしれないし」

　美優は深呼吸を繰り返して、俺のペニスに顔を近づけていく。亀頭の近くで、口が開いて、美優の息が敏感な部位に吹きかけられる。その吐息の蒸気だけで、軽くイってしまいそうだった。

　美優は舌を出したり、引っ込めたり、先に唇を近づけたり、どうやってフェラを始めればいいのか迷っている。定められた目標点は、やはり肉棒の先端。美優は両手で丁寧に根元を掴んで、鈴口から垂れる先走り汁をしかめ面で見つめている。

　そうして近づいた口は、まるで嫌いな野菜を食べようとする子供のように開閉して、ためらいながらも、その瑞々しい唇の感触が、たしかに俺の亀頭の神経を刺激した。

「うっ……あっ……き、気持ちいい……！」

　ついに、あれだけ拒んでいた美優の口が、俺のペニスに触れた。美優は亀頭へのキスから始めたフェラを、カリ首が包み込まれるまで咥え込んで、そこで動きを止める。

「んちゅ……んっ……」

　美優の舌が口内で伸びて亀頭のカサを這うように撫でて、爆発的に増していく射精欲に、睾丸が煮えたぎってくる。肉棒の一部が美優の唇に隠れて見えなくなっているこの光景が最高に興奮する。

「んっ……ちゅぶっ……じゅるっ……ちゅぱっ…………はぁ……うぅ……」

　亀頭までしか咥えてもらっていないうちに、美優は口を離してしまった。しかし、疲れたわけでも、嫌がっているようでもない。

「咥えるの、抵抗なさそう？」

「正直、それどころじゃない。……お兄ちゃんにフェラしてると、すごく興奮する」

　美優は恥ずかしそうにスカートの上から股間を押さえている。美優はかなり濡れやすい体質だからな。その重厚なゴシックドレスの下で、パンツがもうびしょびしょになるぐらい愛液を漏らしてるかもしれない。

「俺が射精するまで、できそうか？」

　そう確認を取ると、美優は「お詫びだからするしかない」と返事をして、それからは俺のペニスを口の中いっぱいにまで咥え込んできた。

「んぐっ……ぢゅるぶっ……んぐぢゅっ…………ちゅぶっ……ふぅ……んっ……じゅるっ……」

「ああっ……美優っ……、い、いいっ……！」

　美優が俺のペニスをしゃぶっている。喉に入るギリギリまで咥え込んで、肉棒に吸いつきながら、舌で裏筋を刺激してくれている。上目で俺と視線を合わせたり逸らしたりして、恥ずかしがる顔がまた愛らしい。

　フェラチオをされている間は男の側は動かないから、行為をしている自分を観察されている気分になるのだろう。美優のフェラはテクニックなんかを度外視にしてめちゃくちゃに気持ちよくて、すぐにでも射精しそうになる。美優が咥えたまま、この口の中に射精したい。美優に初めてフェラをしてもらったこのときを、思い出に残すように。一発の射精でありったけの精液を美優の口にぶちまけたい。

「んっ……！　ちゅぱっ……はぁ……お兄ちゃん、ごめん」

　そんな俺の想いの高ぶりに、射精のスイッチが入りかけた直前で美優はフェラを中断してしまった。慣れないフェラが苦しかったのか、美優も息切れが酷かった。

「うぅぅ……やっぱり……ちょっとダメかも……」

「み、美優。もうすぐだから。あと少し舐めてくれたら出るから」

　俺が美優を励ますと、美優は息を整えてから、再び俺の肉棒を咥えた。小柄な美優の体が俺のモノを相対的に大きく見せて、性欲にまみれたエロい棒を小さな口に突っ込んでいるこの感覚もたまらなく興奮する。

「んくっ……ちゅぶっ……んん……。んー……ちゅぱっ……ちゅっ……ぢゅるっ……」

　美優の動きは控えめで、その不慣れな感じも俺の性欲を煽ってくる。さすがに勉強はしていただけはあって、唾液の含み方や男性器のツボはきちんと押さえていた。知識のみだった技術を駆使して、一生懸命に俺を射精させようと、ペニスにしゃぶりつく美優が愛おしい。

　俺の肉棒がピクピクと反応して、ついには射精の発射の準備が整った。その直後に、また美優は口を離して、尿道口からは指先に乗る量の精液が飛ぶだけに終わった。フェラチオに慣れないのはわかるが、寸止めをされるほど、射精したときの精液の量が増えて飲むのが大変になるのに。美優は何度もフェラを中断して、そのたびに自分の股をギュッと押さえ込んでいた。苦しそうというよりも、もどかしそうにして美優は体を縮こまらせている。

「美優？　どう、したんだ……？」

　美優の火照りと息切れが普通ではない。いくらなんでもフェラをしているだけでこうはならないはずだ。美優は俺の問いには答えず、呼吸が落ち着いてからもフェラを再開しないで体をクネクネさせている。

　こうしてるときの美優には無理やり聞き出さないほうがいいことを俺は経験的にわかっていて、しばらく待っていると美優が俺の服をちょんちょんと引っ張ってきた。「お話があります」の合図だ。俺が身を屈めて、顔を近づけると、美優は頬を紅潮させながら、耳打ちをしてきた。

　──イッちゃいそう。

　美優は恥ずかしさを押し殺してそう囁いた。

「俺のを咥えてるだけで、イキそうになるぐらい興奮するの？」

　俺がそう尋ねると、美優は顔を伏せたまま、微かにわかるくらいに顔を縦に振った。

　まさか、そんなことがあるのだろうか。フェラをしているだけで、女の子がイッてしまうなんて。美優も一緒にオナニーをしているならまだしも、その手で自分の秘部を刺激しているような様子はない。そもそも、自分の意思でイキそうになっているなら、それを止めればいいだけ。それでも美優がフェラを続けられないのは、自分ではどうにもならない状況にあるということだった。

「イッてる間に射精されたら、ちゃんと受け止められなくて、こぼしちゃうかも」

　俺の射精と同時に美優が絶頂してしまったら、美優は精液を上手く飲み込めなくて吐き出してしまう。フェラだけで達する美優も見てみたいが、美優としてはベッドや服が汚れる可能性があるわけだし、なによりそんな姿は見られたくないよな。

「美優はどうするのが楽なんだ？　舌だけでも、俺のほうは刺激さえあれば射精できると思うから」

　最も優しい選択肢は、フェラを中断すること。でも、これだけはない。

　もう終わりにしようと切り出すのは、美優のエッチそのものを否定することになる。

「お口では出してあげるから。手も使ってもいいかな？」

「いいよ。ありがとう」

「ごめんね。次からはお口だけで頑張るから」

　美優は亀頭にだけ唇を被せて、竿は手コキで刺激してくれた。基本的な刺激は手によるものだけ。しかし、口に含んでいる亀頭のほうも、きちんと舌を使って舐めてくれている。ペニスにしゃぶりつくと美優の性感が刺激されてしまうらしく、口は動かしてもらえないし、俺から動いて口に挿入することもできない。

　それでも、美優が俺のペニスを咥えて、口内に精液が吐き出されるのを待ってくれている。その事実が俺にとってはなによりも重要だった。俺の精液を飲むという行為は、美優が最初のエッチからずっとやってくれていたこと。フェラをするだけで美優がイッてしまうのも、それを思えば納得ができる。美優はフェラチオを拒みながらも、もしかしたら最初からずっと精液が射出されるまさにその器官そのものに興味があったのかもしれない。俺のオナニーを見たあの日、俺のペニスをジッと観察しながら、それを口に含んでしまいたいという衝動に駆られていたのだとしたら。

「──あああっ……もう、出る……!!　口に出すから、全部、飲んで……!!」

　感情が極まって、射精まで興奮が達した。美優にたくさん飲ませたくて、ドクドクと金玉から精液が汲み上がっていく。

「ん……んっ……あむっ、じゅるっ……ちゅぱっ……はぁ……んっ、んっ……いひよ、らひて……お兄ちゃんのせーえき、いっぱいのませて……」

「うっ……ぐぅっ、ああっ……!!　い……イクよ、美優っ……!!　うううっ……ああああっ……出るぅぅううっ!!」

　どびゅるるるっ、びゅくっ、びゅくびゅくっ、どくっ、どくっ、どくんっ、どぷっどぷっ、どびゅるるっ、どぷんっ──!!
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　俺のペニスから美優の口内に直接精液が飛び出して、射精のたびにビクビクと膨らむ竿に、美優の唇が押し広げられていた。美優に咥えられることで見えなくなっているその先端から今まさに白濁液が飛び出して、美優が俺のペニスと精液を味わってくれているのかと思うと、その事実が興奮材料になって射精している最中にもかかわらず再び射精欲が高まっていく。

　俺は射精が終わってから、その数秒後にまたすぐ美優の口に射精をした。

「んんんっ……んんー……!!」

　美優はもうやめてと言いたげな顔をして、それでもどうにか口から漏れないように、精液を飲み込みながら射精を受け止めてくれていた。その恍惚とした表情、喉の動き一つ一つに、俺の性本能が刺激されていく。まだ、射精が止まりそうにない。

「美優……ごめん…………まだ…………出ぅ……ッ!!」

　溜め込んだ精液が完全にカラになるまで。俺は延々と射精をし続けた。

「うっ……うぐぅ…………うぷっ……」

　さすがの美優も涙目になって、その艶あでやかな表情に、俺は最後の精液を絞り出し、射精がようやく収まった。いったい何十秒、射精を続けていたんだろう。

「がはっ、げふっ！　けほっ、はぁ、はぁ……ふぅ……」

　美優が喉をさすって苦しそうな顔をする。量もそうだったが、尿道を通った感じからして濃さも相当だったから、精液が引っかかったままなのかもしれない。

「濃いの出しすぎ。どれだけ飲ませたがりなんですか。お兄ちゃんばっかり気持ちよさそうに出して」

　美優はスクッと立ち上がって、何かを誤魔化すように足早にドアへと歩いていった。

「着替えてお茶を飲んでくる」

「そ、そうか。ゆっくりしててくれ。ありがとうな」

「どういたしまして」

　美優はツンとした顔で部屋を出ていった。さすがにあれだけ出したら怒るよな。

　しかし、そうか。俺はついに美優にフェラをしてもらえたんだな。美優の口にペニスを入れたまま射精するのは、想像の何倍も気持ちよかった。

「ふぅ……それにしても……」

　フェラしてる最中にイキそうになったって、あれは事実なんだろうか。フェラをすると興奮するっていうのは本人も認めていたし、嘘ではないんだろうけど。

　だとしたら、美優はまだ性欲が高ぶったままなんだよな。いつか同じような髪型をしてるときに手コキで抜いてもらった、あのときの美優の態度を考えれば、美優だって気持ちよくしてほしいはず。だったらここで俺が満足していたらダメだ。美優は自分からしてほしいとは言い出せないし、強引にでも俺がしてあげないと。

　俺は美優を追いかけて階段を下りた。もしかしたら俺の考えなんてどれも勘違いで、美優は俺に触ってほしくなんかないかもしれないけど、そんなことを恐れていたらこれから先もずっと美優を気持ちよくしてあげられない。

　怒られるくらいなんてことはないんだ。お仕置きをされるならそれも甘んじて受け入れる。そもそも、俺と美優の力関係は美優のほうが上なわけだし、あれだけ歯に衣着せぬ物言いのできる美優が本気で嫌なことを俺に許すはずがない。

　リビングに入ると、美優はキッチンに立ってお茶を飲んでいた。俺の姿を認めるなり「お兄ちゃんもいる？」という言葉の代わりにグラスを上げてくれたが、俺は首を横に振って美優に近づいていく。

「さっきはありがとうな。美優はいつも飲んでくれるから嬉しいよ」

　俺はそれとなく美優の背後に回って、そっと体を密着させてみる。

「前にも増して不味くなった気がするけど、まさか今より濃くはならないよね？」

　美優は不安を口にしながらも、俺が腰に添えた手に自分の手を重ねてきた。美優は俺のスキンシップを拒まなかった。後ろから軽く抱きしめてみるが、それでも美優は嫌がる素振りを見せない。

「まだ量も濃さも増えるかもしれない」

「ううー……もうこれ以上は本当に困るんだけど……」

　美優は俺を責めるように指で俺の手の甲をぐりぐりしてくる。

「濃い精液を飲まされると興奮するから？」

　フェラをしてもらって、確信をした。美優はずっと、俺とエッチをして、精液を飲まされるたびに興奮していたんだ。その精液は俺が美優とエッチを繰り返すたびに量が増えて、いつしか精液を飲むこと自体を強く求めていたことに、気づいたのは俺と山本さんがエッチをしているのを見たあとのはずだ。

　美優の体はずっと俺を求めていたけど、相手が実の兄だから体面上断っていただけだとしたら。いつしかそれを言葉にしないと抵抗さえできなくなっていたのだとしたら。これまで俺を誘ったり拒んだりして、微妙な距離感を取ってきたことにも、納得ができる。

「……ばか」

　美優は口だけを動かして、俺を振りほどこうとしない。それどころか、俺の手首を掴んで離れないようにしている。

「美優は、前より大人っぽくなったな」

　俺は美優を抱きしめる手を膝のほうへと伸ばした。胸ばかりに目がいっていたけど、唇も、声も、きっと身長だって。だんだんと大人のオンナに近づいてきた。

「んっ……お兄ちゃん……何してるの……」

　俺が体を弄り始めると、さすがの美優も身じろぎをした。だが、それだけだった。強く拒めば俺が止めることぐらいわかっているはずなのに、恥ずかしいという感情を隠れ蓑にして、美優はエッチがしたいという本音を誤魔化している。

「してもらってばかりだと悪いから」

　俺は美優のキュロットパンツに指を入れて、つるつるのアソコとふとももの、その間の部位である鼠そ径けい部ぶを指の腹で撫で回す。

「こら……そこは……ダメって……」

　美優は内股になって抵抗する。これまでの言動からしてビンタをされていてもおかしくなかったのに、美優は吐息を熱くするばかりで怒った様子すらない。

「俺もそろそろ、見てるだけじゃ我慢できなくて」

　このやりとりが俺の暴走だと片付けられてもいい。美優がそれで心に整理をつけられるなら、俺は何度だって怒られたい。

「はんっ……ああっ……お兄ちゃん……っ！」

　キュロットの裾の隙間から手を入れて、俺は美優の下着の中を弄った。ぴっちりと閉じていた陰唇は身をよじることでわずかに口を開けて、そこから愛液が漏れてぐちょぐちょになったクロッチに指を挟んでいるだけで、膣内に挿入したのかと錯覚するほどに、美優のアソコは濡れていた。

「お兄ちゃん……そこは……だめ……」

　ついには美優も全身をくねらせて、俺を振りほどくような動きを見せたが、俺が美優を腕ごと強く抱えると、もうそれだけで観念したように大人しくなった。痛くしてしまわないように、包皮の上から陰核に触れて、ごくごく弱い力で、ぷくっと膨らんだ豆粒くらいの肉芽を円状に撫でる。

「ふあっ……あっ……うぅ……お兄ちゃん……恥ずかしいよ……」

　美優は腰をビクビクと引いて、刺激を逃しているのかと思ったが、どうやらむしろ俺の指にクリトリスを擦りつけようとしているらしい。刺激が足りないんだろうか。力加減がわからない。少しだけ指に力を入れてみるが、美優の反応は変わらなかった。

「もう……あんまり……じら……さないで……」

　美優は言葉尻を小さくして、俺により強い刺激をねだってきた。

　これくらいでは気持ちよくなれないらしい。オナニーはよくしてたみたいだしな。そんなに慣れているなら、思いきって指を押し込んでみるか。

「ん、んっ、ああっ！　あぐっ……んんっ……はぁ……ああああうぅ……ッ!!」

　美優の体がガクガクと震えて、力を失った膝が崩れて美優はぺたんと床に座った。それに合わせて俺も膝をつき、美優を背中から抱いたままその様子を確かめる。

「ごめん。痛かったか？」

　予想以上に激しい反応をされて、俺も驚いてしまった。押し込んだとは言っても、包皮の上か、肉芽が潰れたりはしない程度にしたつもりだったのだが。

「痛くは、ないけど……は、恥ずか……しい……」

　俺の手はまだ美優の秘部に触れていて、美優がそれを嫌がる様子はない。さっきのが痛くないのだとしたら、あれは気持ちいいの反応になるわけだけど。まさか、もっと強くしたら、もっと激しくなるんだろうか。

「あの、あの、お兄ちゃん。痛くは、ならないけど。強いのはまだ、ちょっと、許してほしくて。そこまでしなくても、イケるから。お願い……します……」

　美優のお願いに、俺は「わかった」とだけ答えてクリトリスへの刺激を再開した。美優が最後までしてほしいと言ってくれたので、それで充分だった。

「直に触るのは大丈夫？」

「あっ……う……うん……。軽く、ぐりぐりするくらいなら……平気……はふっ……んっ……ふあぁ…………痛かったら……痛いって言うから……」

「なら、直でほんの少しだけ強めに触ってみる」

　俺は指を少しだけ下側にずらし、美優のクリトリスの包皮に指先だけを入れて、パソコンの打鍵がギリギリできる程度の、ソフトな力で圧迫をしていった。

「あぐっ……んんんッ……!!　はああぁうぅぅうっ……ふあっ……んンッ……!!」

　美優が体を跳ねさせて大きな声で喘ぐ。激しく息を乱すその顔が、快感にトロけて力を失っていく。俺の指で、美優が感じてくれている。

「気持ちいい？　美優……。すごく、エッチだよ」

「はぁ、ふぅぅ……きもひぃ……んっ……ああっ……！　うぐぅ……ん、あひゅっ……んん！　んんんっ！　あうぅあっぁあっ……！　うぐぅ……ぎも……ひぃ……ふうぅっ……んッ!!」

　美優はもうその欲望を隠そうともせず、俺の指に自分でクリトリスを当ててきて、呼吸と喘ぎ声がさらに荒くなっていく。やがて美優の体がガクッと震え始めて、いよいよ絶頂のときが近いようだった。

「んっ！　んんんっ……！　あひぃあぁ……ぐぅぅあああっ！　ひあぁ、う、うぅうんっ……あうぅぅはずかしぃ……あっ、あっ、あっ、ああああっ……!!」

　美優がイクのに合わせて、俺はその全身の痙攣を抑え込むように美優の体を強く抱きしめた。その愛おしさに、美優の絶頂と一緒に俺の感情まで溢れてきそうだった。

「あひゅぁうぅ……いひゃ……イッ……あっ……イ……クッ……!!　ふひゃぅ……ああっ……ひきゃ……いっひゃう……あっぐあぁ……んっ……イッ……んッッ!!」

　切ない声が高まって、美優がビクンビクンと身を震わせると、嬌声が止まった。あとには息苦しそうな呼吸音だけが残って、美優はもう上体を起こしておく力もなくなり、俺の腕に支えられながらキッチンのドアに体重を預けた。まだ震えたままの指で引き出しのくぼみを掴み、余韻でイキ続ける体を必死に抑え込もうとしている。

「ひぁ……はぁ……ふぅ……。んっ……、ん、あっ……ああっ……！」

　俺がパンツから手を抜いても、しばらく美優の体の痙攣は収まらなかった。こんなイキっぱなしになっている美優の姿は、見ないであげたほうがいいんだろうか。でも、初めて指で美優をイカせられた瞬間だし、これだけは怒られても思い出にしていたい。

「ううー……」

　美優が落ち着いたと同時に、俺の中にあった緊張感もなくなって。そこで俺は、自分の指が美優の愛液でドロドロになっていたことに気がついた。美優が精液を飲んでくれているわけだし、俺もこれを舐め取ったほうがいいのかなと考えていると、美優がすかさず新品のキッチンペーパーを引き出しから取り出して俺に渡してきた。

「拭きなさい」

「あ、ああ。拭くほうがいいのか」

「女の子は男と違って自分のを舐められるのイヤなんです」

　それは知らなかった。男だと出した精液をティッシュで拭われたりすると虚しい気分になるが、女の子は逆なのか。これからはちゃんと拭うようにしよう。

「まったくもう」

　美優が立ち上がろうとして、しかし足にまったく力が入らず、俺にもたれかかってくる。美優は悔しそうな表情を見せながらも、俺の力を借りてどうにか立ち上がって、どうやらソファーに行きたいらしいので俺は美優を支えながらソファーまで移動した。すると、美優が俺を押し倒してきて、俺はちょうどソファーの肘掛けの部分に背中が来るような位置で仰向けになった。そこに美優がボディプレスをかましてきて、俺のお腹の上に重なった。

「うっ……ふぅ。美優、大丈夫か……？」

　美優は俺の腹部に顔を埋めてきて、そこで息絶えたように静かになった。かと思ったら、美優は突然うめきながら足をバタバタさせた。

「お、おい。どうしたんだ」

　その奇妙な行動は、俺を無視して数分ほど続けられた。そして、美優もさすがに疲れたのか、また死んだようにばったりと動きを止める。

「あの、美優さん……？」

　俺が心配して三度目の声をかけると、ようやく美優は顔を上げた。そこにあったのは、これまでにないほど真っ赤に染まった、今にも泣き出しそうな美優の顔だった。

「ううぅぅ恥ずかしいぃぃぃああああああ!!」

　美優はまた足をバタつかせて、何度も俺の腹に頭突きをかましてくる。俺との疑似セックスでも何度もイッていたはずなのに、指で秘部をイジられて絶頂するのは、また違った恥ずかしさがあるようだった。

　山本さんのときもそうだったけど、攻めっ気のある女の子って、いざされる側になるとこんなにも弱いものなんだな。

「むぅぅ……お兄ちゃんのばかぁ……！　なんであんなことしたのもぉぉ！」

　美優はなりふり構わず羞恥を暴力に変えて俺にぶつけてきた。だがその力も、マジ殴りされたときに比べたら全然大したことはなくて、なんというかいい感じに腹筋が鍛えられそうである。

「ぐぬっ。おっぱいのせいで上手く頭突きができない」

　どうやら力が弱いと思っていたのはおっぱいが緩衝材になっていたからだったらしく、美優としてはもっと俺に痛みを味わってほしかったようだ。

　それから美優が何度か頭突きを試して、足をバタつかせる力もなくなって、暴力装置は完全に沈黙した。俺はどう扱っていいやらわからず、美優が落ちないようにジッとしていると、美優はうつ伏せのまま俺の手を取ってそれを自らの頭に置いた。どうやら「撫でろ」と命令されたようなので、そのわがままに付き合うことにした。

　すると数分後には、スヤスヤと小気味のいい寝息が聞こえてきた。どう考えても寝にくい体勢のはずだが、俺と寝ると落ち着けると言っていたのは本当らしい。

　俺も熟睡してしまいたかったが、美優を落としてしまうのが怖いのと、まだ精神が高揚していてそもそも寝られる気がしなかったので、美優が寝入ったあとも俺は頭を撫で続けてひたすら時計の針が進む音だけを聞いていた。

　それから、一時間ぐらいが経った頃に、美優が目を覚ました。

「おはよう」

　すでに夜も更けて遅い時間だが、これ以外に挨拶が思いつかなかった。

「んー……おはょ……」

　目を覚ましたとは言っても、美優は寝起きが弱い。普段からそうなのか、俺と寝ているときだけがそうなのかは知らないが、この寝ぼすけ姫は素直には起きてくれないのである。

　俺もこの体勢が辛くなってきて、二度寝されるとたまらないので美優の肩を掴んで体を起こそうとするが、美優はそれに抵抗して俺の背中とソファーの間に両手を差し込んで抱きついてきた。もはや押しても引いてもビクともしない。

「美優。そろそろ、この体勢がキツくなってきたんだけど」

　俺がそう言うと、美優もようやく頭が回り始めたのか、体を起こして俺を解放してくれた。まるで泣き明かしたようにヒドく疲れた顔をしている。

　美優はソファーに座り直して、その横に俺が腰を下ろすと、美優が俺の肩に頭を乗せてきた。

「大丈夫か？　水とか欲しかったら持ってこようか」

「あとでいいよ。もうちょっとだけこうさせて」

　美優は俺の腕に抱きついて体重を預けてきた。怒られはしたけど、心の距離は縮まっているようだった。というより、美優ってなぜか怒ったあとのほうが俺に心を開いてくれるんだよな。どういう思考回路をしているのか、その頭の中を覗いてみたい。

「私さ、お兄ちゃんのこと、お兄ちゃんとして好きなんだ」

　唐突な告白だった。好きと言われて嬉しい反面、お兄ちゃんとして、という部分が引っかかった。それはつまり、男としてではないということだよな。

「山本さんにも似たようなこと言われたんだよな……」

「それはそうだよ。私とだって、奏さんとだって、お兄ちゃんは特別なきっかけがあったからこうなってるだけで、モテるための努力なんて全然してこなかったお兄ちゃんがエッチしようなんて高望みもいいところだし」

　ズバリと否定のしようがない正論を言われてしまった。俺はこの体質と相性のいい出会いにたまたま恵まれただけで、男としては美優や山本さんと釣り合うようなレベルでは決してない。

「でもね、奏さんもお兄ちゃんといっぱいエッチして、セックスの相手としてはこれ以上にないぐらい好きになってたと思うよ？」

「そ、そうかな？　それは、喜んでいいこと？」

「いいことだよ。お兄ちゃんは性欲ばっかりだけど、してて安心感があるし。ちょっとびっくりするようなプレイを要求されるのも、結構、楽しかったりするし」

　美優は俺の肩に頬ずりをして視線を向けてきて、目が合ったときにスローモーションのように見えた美優の瞳が、愛の告白よりずっとまっすぐに俺の心を打った。

「お兄ちゃんとして好きっていうのは、男として好きじゃないって意味とは少し違くて。私はこれからもずっと、お兄ちゃんに妹として、一番に愛されていたい」

　そう口にする美優は、俺と見つめ合ったまま目を離さなかった。妹からの予想外の告白は、これまで俺がエロゲで何度と体験してきた愛の告白とは、まったくの別物で。俺が男として認められていないことも、美優が彼女になりたいわけではないことも、変わりはしなかった。

　それでも、山本さんがあの日々の中で俺に言ってくれた言葉があったから、俺は美優の告白の意味を取り違えることもなかった。美優が選ぶ言葉なんて、いつもこうだったからな。美優なりにこれからも俺と居たいと伝えてくれた結果だった。

「これからもずっと美優が一番だよ。彼女を作る気もないし。……頑張っても作れたかはわからないけどな。美優は、最初から彼氏とかに興味がなさそうだったな」

「うん。遥から聞いてたみたいだけど、私は男の人がものすごく苦手だから」

　それは遥が事前に俺に教えてくれていたこと。美優はこれだけ可愛くて、男からの告白はひっきりなしだったのに、そのどれ一つとして受け入れることはなかった。

「それなのに、お兄ちゃんが一人でしてるのを見たとき、少しも嫌悪感が湧いてこなくて、ビックリしちゃった。プレイしてたのも妹モノだったのにね」

　それが俺と美優の関係が始まったきっかけだった。男嫌いのはずの美優は、幼い頃から女の子が好きなのだと思い込んでいて、しかし、それも遥との関係の中で違うのだとわかったらしく。結局、自分は誰のことも好きになることができないのかと、そう悩んでいたところで、美優は俺に、出会ったのだった。

「最初はどこまで大丈夫なんだろうって、確認するのが目的で。何をされても嫌にはならなくて。お兄ちゃんのを飲んでると、どんどん体が敏感になるし、その後の一人エッチがものすごく気持ちよくて、気づいたらハマってた」

「急に美優がエッチになったわけだな」

「そういうことは言うものではありません。私も恥ずかしいんだから」

　美優はムッとした赤ら顔でチョンと俺のＴシャツを引っ張った。

　俺たちはお互いの体質に感化されて、恋人らしいことを経験することもなく、ただエッチをするだけの仲になっていった。美優もいつしかその関係を割りきって、俺と行為に及んでいたんだろうと思う。

　でも、いつしかそこには男女との関係に似た、しかしそれとは確実に異なる、お互いを想う気持ちが生まれていた。

「好きになっちゃったんだから、しょうがないんだよ」

　美優は俺に体重を預けたまま、俺に語りかけるその唇は動き続けていた。

　自分でも、血の繋がった相手を好きになるなんて、どうかしてると思っていたから。素直にその想いを口にすることはできなくて。でも、どう頑張っても、それがありのままの自分だった。最初は、否定されたらそれまでだと思っていたのに、今は受け入れてもらえなかった未来を考えると、すごく怖い。だから──

「ごめんね」

　美優は俺にしがみついて、腕に額を押しつけてきた。その謝罪が意味するところがなんだったのかは、わからなかった。これまで俺を振り回してきたことへの謝罪だったのか、自らの性癖が歪んでしまっていることへの懺悔だったのか。

　俺にとっては、どっちでもよかった。

「ってことは、美優は俺とセックスすることにも、抵抗がないってことかな」

「えー……お兄ちゃんってほんとデリカシーないよね。抵抗はないけどさ」

　美優はジトッと俺を睨んできて、でもその直後に、吹き出したように笑った。美優の笑顔を見たのはいつ以来だったかな。これからは、もっと今みたいに笑ってほしい。

「なあ。遥のことをあんなにオカズにされたくなかったのは、どうしてだ？」

　俺が尋ねると、美優はムッとした顔でＴシャツの膨らんだ胸元を引っ張った。

「私にとって可愛い服は命なの。遥は私と違って無駄な脂肪もついてないし、ロリータを着せたら世界一可愛いんだから。そういう世界を壊されたくなかったの」

　なるほど、そういう感性は俺には非常に納得できる。抜かなくてよかった。

「美優も似合ってたけどな」

「あれだけ興奮してたぐらいだしね」

「まあな」

　ロリ服姿の美優を思い出すと、今目の前にいるＴシャツとキュロットパンツのさっぱりした姿になった美優とのギャップが、同じ家で暮らしてるんだという感覚を強くする。そして、俺はこの妹と二人で、エッチなことを何度もしてきたんだよな。

　あれだけ射精したのに、ひと休みしたせいかまたムラムラしてきた。

「なんだかスッキリしない顔をしてる」

「美優も山本さんも、どうして心が読めるんだ？」

「お兄ちゃんがわかりやすすぎるだけでしょ」

　それを言われてしまうと、そうかもしれない。いいことなのかな。

「美優は俺とエッチすることに、もう抵抗はない？」

「ないよ。もう兄妹だからどうって気にしてないし」

　美優は俺がムラムラしていると知っても、優しい声音だった。

「なあ、美優」

「どうしたんですか。お兄ちゃん」

「また舐めてもらってもいい？」

　俺が欲望のままに尋ねると、美優は体を俺のほうに向けて、長い黒髪を耳にかけて俺に目線を送ってきた。

「いいよ」

　しょうがないなという呆れ顔こそしていたが、目は楽しそうだった。美優は椅子に座る俺のズボンを下ろして、パンツのボタンを開けると、まだふにゃっとしたペニスの皮に舌をねじ込むようにして舐め回してきた。

「うっ、ああっ……あっ、すっご……！」

　エッチに本気になって、自分もイッてスッキリした美優の舌捌きはすごかった。性経験こそないが、元から器用ではあったから、一度でもフェラを経験してしまえばツボを把握するまではすぐだったらしい。俺のパンツに顔を埋めてフェラをする美優の横顔がめちゃくちゃエロかった。もっとそのイヤらしい行為を眺めていたかったのに、俺の肉棒はムクムクと大きくなり始めてしまった。

「んふっ。すぐおっきくなるから楽しい」

　美優はやたらと上機嫌にペニスを舐めていて、いつもの仏頂面からは考えられないぐらいエッチに積極的だった。

「ほんとに兄妹だってことぐらいしか嫌がる理由はなかったんだな」

「んー、今はお兄ちゃんの精液を飲みすぎて頭がおかしくなってるだけ。普段はこんな喜んで舐めたりはしないからね。勘違いしちゃダメだよ」

　美優はそう言って、硬くなったペニスを横側からしゃぶり始めた。喜んでいいのか悲しむべきなのかわからないことを言われてしまったが、普段は不機嫌にすら見えるぐらいのクールな表情がやはり美優らしいと思うし、そんな美優は俺の精液を飲むとエロエロになってしまうので、そのギャップを堪能できると思えば悪くなかった。

　やっぱり美優を選んでよかったと、フェラをされながらに思う。俺のペニスを味わうことに夢中になっている美優に、俺は手のひらを優しく頭に乗せて撫でた。

「美優のこと、好きだよ」

　素直に思ったことを口にした。告白は美優に先にされてしまったから、俺にはお返しにそう言葉にするぐらいしかできなかった。

「んんっ……んぢゅるっ…………んっ……。もう、こんなときに言うなんて最低。エッチしてくれるから好きってしか聞こえないし」

　美優はそう毒づいて、それでも口元を緩ませて、ぢゅぷぢゅぷと肉棒を吸い上げる。

「でも、好きって言ってもらえるの、嬉しい」

　ニヤニヤとした顔でそんな反応をされて、性的な興奮よりも先に、美優の可愛さで萌えが天元を突破して、ビクビクビクッと俺のペニスが伸縮を始めた。

「ご、ごめん、美優……！」

「んふっ。別に怒ってないってば」

「そ、そうじゃなくて……出そう……！　精液、飲んで……！」

「えっ、え？　ふあ、あむっ……んっ……ンンッ……！」

　美優の頭を押さえつけるように、既すんでのところでペニスを咥えてもらって、そのままびゅびゅっと精液を吐き出した。どういうスイッチだったのかわからないが射精してしまった。しかも、二発目がもう迫ってきている。

「もう少し、出そう……ごめんな、美優、飲んで……！」

　美優には肉棒を咥え続けてもらって、そのまま数秒間隔に、俺は何度も射精をして、ようやく性欲が収まった。なにか脳の機能がバグったようだった。

「うぐっ……出しすぎだよもぉ……さっきもあんだけ出したでしょうが…………うぷっ……胃の中が精液たぷたぷで気持ち悪い……」

「ごめん、俺も、こんなことになるとは思わなくて」

　まったりした空気の中で、舐めてとお願いをして、イチャイチャさえできれば射精しなくてもいいと思っていた。それが、美優の可愛い反応を見ただけで、こんな大量射精になってしまうなんて。

「ほんとどうしようもないぐらいシスコンだよね」

　さすがの美優も膨れっ面だった。嫌そうではなかったが。

「美優への愛ゆえかな」

「はいはい」

　エッチが終わった美優はドライに俺をあしらって、それでも精液を飲んだあとなので、やっぱり俺にはベタベタでまたソファーで抱きついてきた。

「実はさ、お兄ちゃんを更生させるための最後の手段がまだ残ったままなんだよね」

　美優は俺が兄妹でのエッチを忌避するために、様々な方策を考えてくれていた。お互いが今の関係を認めてしまったので、もう意味はなくなってしまったが。

「せっかく用意をしてくれてたなら、やってみるか？」

「そうだね。お兄ちゃんが私をどれぐらい受け入れてくれるのかも知りたいし」

「受け入れる？　俺は最初から美優のことは頭のてっぺんからつま先まで好きだよ」

「そ、そうじゃなくてね」

　美優は少しの間だけはにかんで、また真顔に戻った。

「私の体質のことを、もっと知ってもらわないといけないから」

　美優は今さらもったいぶったことを言った。男嫌いで、俺以外と付き合うぐらいなら女の子と仲良くするほどの、ブラコン体質。それ以外にも何かがあるのか。

「でね、お願いしたいことがあるんだ」

　美優からの可愛いおねだりだった。どんなお願いでも聞いてあげたい。

「今から四日間、射精するの我慢してもらっていい？」

「なんで!?」

　前言撤回をしたくなる予想外のお願いだった。せっかくエッチができる関係になったのに、どうして。

「いいから。四日後の夜にエッチしたいの。だから、ね？」

　そう言われてしまっては、首を縦に振らざるをえなかった。なぜ四日という中途半端なタイミングなのかは、当日になってじっくり聞かせてもらおう。

「じゃあお兄ちゃん。……今夜からは、毎晩一緒に寝ようね」

　美優はギュッと俺の腕におっぱいを押しつけてきて、潤んだ目で俺を見つめてきた。

「も、もちろんだよ」

　これから俺は、四日間も射精ができないんだけど。

　巨乳でデレデレの妹と一緒に寝ることになって、俺は次のエッチの日まで、射精を我慢することができるのだろうか。
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　美優にオナ禁を命じられて、その間は宿題をやったり鈴原たちと遊んだりバイトをしたりと、ごく普通の学生らしい時間を過ごしていた。

　しかし、毎日あれだけ射精していた俺が急にオナ禁をしてまともでいられるわけもなく、三日目の夜にはもうギンギンのイチモツをぶら下げて、美優の部屋にまで来ていた。

「み、美優……頼む、射精させてくれないか……」

　見慣れたパジャマでベッドに寝そべる美優は、そんな俺を真顔で見つめてきて、それから、下半身だけ布団をかぶると、そこでモゾモゾし始めた。

　……なにを、してるんだ。この妹は。俺は三日もオナニーを我慢してるのに、その兄の目の前でアソコをイジるなんて。とんでもない挑発行為だ。

「み、美優だけ、ズルくないか!?」

「んっ……女の子は別に……ふぅ、っ……何回イッても、いいんだもん……」

　美優は布団に隠したその中で気持ちよくなって、ほんのりと顔を赤らめながらオナニーを続ける。さっきまで静かにやっていたのに、急にクチュクチュと水音が聞こえてきた。

「お、俺も、射精したい……！　いいよな？　美優の口に出しても……！」

「ダメ。明日の夜まで待って」

　美優は厳しく俺を制してきた。どうしても四日目でないとエッチはできないらしい。

　美優は念押しにオナ禁を命じてきて、「私は私で準備があるから」と俺を部屋から追い出した。今夜も二人で一緒に寝るのに、夢精しないようにするだけで大変だった。

　それから一日をどうにか無心で過ごして、俺と美優は早めのご飯と風呂を済ませて部屋に戻っていた。俺はお風呂から出てからはずっと勃起している。パジャマに着替えた俺のズボンはテントを張りっぱなしだった。美優は自分の部屋にとある物を取りに行っていて、その準備ができたら俺たちはエッチをする。

　何をするのかは知らないが、もう計画とか台なしにして美優を犯してしまいそうだった。あるいは、それが狙いで俺にオナ禁をさせたのかもしれない。

　そんな物騒なことを考えている俺の耳にノックの音が届いて、俺の部屋に入ってきた美優は腕に平べったい四角の箱を抱えていた。美優はそれを俺の机の上に置くと、中身を取り出してからベッドで一緒に寝ようとポンポンとシーツを叩いた。

「これはお兄ちゃんに、妹とのエッチはダメなんだよって教えるための、最終手段だったものなんだよね」

「きっと今回も何も感じないことには変わりないんだろうな」

「たぶんね。私も、そうだと思う。とにかくこっちきて」

　美優に誘われるがままに、俺は美優とうつ伏せに並んで、腰まで布団をかける。美優は枕をどかしてから、箱の中身の物をそこに広げた。それは一冊のアルバムだった。一ページ目から俺と美優の幼い頃の写真が収められている。俺と美優がこれまで兄妹として過ごしてきた、その日常の記録だ。

「私たちはさ、お兄ちゃんが中学生になったぐらいからこの歳になるまで、あまり話さない期間が続いたじゃない？　だから、もしかしたら私たちは、兄妹としての感覚が薄かったのかなって思ったんだよね」

　美優はアルバムを一ページずつ捲っていく。俺の記憶にないぐらい昔の、生まれたばかりの美優を抱きかかえている写真や、家族で遊園地に行ったときの写真。そして、入学式に揃って制服を着ている俺と美優が、進学のたびに校門の前で写真を撮っていた。

「こんなに写真をたくさん持ってたんだな」

「パパがデジカメに残してたデータを現像してきたんだよ」

　美優は写真の一つ一つを指差しては、その思い出を語っていく。俺と美優は腹違いで生まれたわけでも、連れ子で兄妹になった義理の関係でもない、正真正銘の兄と妹。俺はその妹の隣で、ペニスを勃起させたままで。美優は、俺の下半身に手を伸ばして、肉棒をシゴいていた。

「な、なあ……美優……」

「ん？　どう？　しちゃいけないことをしてる気分になってきた？」

　美優は俺の下半身の服を脱がせて、それから俺の手を自らの下腹部に触れさせた。

「さすがにこれは、しちゃいけないことをしてる気分になるな」

　手コキをされながら、俺は美優のパンツに指を忍ばせて、割れ目に触れる。愛液が滲んで滑りこそあるが、ぴっちりと閉じた陰唇はまだ乾いたままだった。愛液に濡れた肉襞に触れるのは気持ちがいいけれど、ここに割れ目があるのだとわかる陰部のスジに触れるのは、相手が実の妹ともなればより淫靡な行為になった。

　目の前には幼少期の美優の姿が写真に写されていて、俺はその頃からずっと世話をしてきた妹の陰部に触れて、ペニスも触ってもらっている。これがいけないことでなくてなんなのか。倫理的にどう考えてもダメなことをやってるし、死ぬほど興奮する。

　気持ちが高ぶるままに美優のアソコに触っていると、愛液をギリギリで堰き止めているだけだった裂け目から、ドロッと温かい粘液が出てきた。アルバムの中ではまだ明るかった頃の美優が笑顔でピースをしていて、こんなにも可愛い妹の成長した体に、俺はいやらしく指で触れてしまっている。

「気持ちいい？　お兄ちゃん」

　美優は俺の目を覗き込んで、横向きの体勢で向かい合った俺の陰茎を握り、手コキの動きを速くする。それにつられるように俺も美優の秘所に指を入れて、お腹側を押し込むように力を加えると、「んっ……」と美優が色っぽい声を出した。

　兄妹としての思い出が詰まったアルバムを前にして、室内ではその兄妹がお互いの性器を刺激することで漏れる喘ぎ声だけが聞こえている。いつしか淫らな関係になった俺たちは、もしかしたらいくつかあった人生の分岐点の一つで、誤った道を選んでしまったのかもしれない。

　それでも、俺の隣で同じように享楽にハマっている美優を見ていると、このイケナイ関係こそが俺たちのあるべき姿だったようにも思えた。俺はこの関係を止めるどころか、その先にまで踏み込んでしまいたいと、そう望んでしまっていた。

「なあ、美優。セックスしよう」

　興奮した息遣いのまま、俺は本心に従うままに言ってしまった。先っぽでしか交わっていない俺たちは、美優が敷いた判断基準のうえではセックスをしていなくて、美優はまだ処女のままでいる。その処女を俺がもらいたかった。

「いつ言われるかなって思ってた」

　美優の言葉に、ドキッとして、心臓が高鳴っていく。美優も、俺と本番行為で交わるときを、待ってくれていたんだ。俺は布団を取り去って、着ていた物をすべて脱いで、美優も無抵抗で俺に脱がされた。

　一糸纏わぬ姿で妹がベッドに寝転んでいる。全身がほっそりとしたその肢体に、重量感のある胸が膨らみを堅持していて、腰にまで伸びた長い髪がシーツに枝垂れるその光景は、俺の理想を絵にしたようだった。

「お兄ちゃん。私はこれが初体験なんだからね。大事な妹の、大事な思い出になるんだから。挿れるだけして、中途半端に止めるとかはなしだからね」

「もちろんだよ。絶対に途中ではやめない。俺が美優の処女膜を破ったあとは、美優の膣内で射精するまでセックスを続けるから」

　イキリ立ったこのイチモツだって、美優の膣内で果てるまで満足することはないはず。それは愛液でびしょ濡れになった美優のアソコも同じで、今だって一秒でも早く実兄の男性器に貫かれたいと待ち侘びているに違いないんだ。

「コンドーム、持ってくるよ」

　そう言って、部屋を出ようとした俺の腕を、美優は掴んで、ベッドに引き戻した。

「ダメだよ」

　美優の言葉の意味がわからなくて、俺は混乱した。セックスをすると、ようやくの覚悟がお互いにできたのに、こんなところで中断する理由がどこにあるのかと。

　そんな、あって当たり前の勘違いをしていた俺の両腕を掴んで、美優は内股気味に開いた脚の間に、俺を膝立ちさせた。仰向けになった体と正面で向かい合う、正常位の体勢。美優は秘所が見えないように自分のお尻と俺の膝を密着させて、剥き身のペニスと膣の入り口が間近に迫る状態になっていた。

「中出しして」

　見つめ合って、精いっぱいに紡いだ短い言葉が、美優の想いのすべてだった。

　四日前に美優は、俺が美優の体質をどこまで受け入れることができるのかを確かめたいと言っていた。

　美優が俺の精液を飲むことに興奮するのは、俺の精子が体内に入ることを本能が喜ぶからで。生物としての本来の機能で考えれば、膣内に精液を注がれることこそ、美優にとって最大の悦びなのだ。それは言い換えれば、美優はどうしようもなく俺と子作りをしたがってしまう体質ということ。関係が進むほどに、美優は俺との生セックスを要求するようになる。俺との子を本気で望みながら、その一方で、ただ快楽のためだけに交配を求めるのだ。

「ピルは、飲んでるのか？」

　山本さんと同じように、薬で避妊をしてくれているのなら、生でセックスをしても構わない。俺は何回も山本さんに中出しをしてきたから、今さらゴムなしですることに抵抗はなかった。

「飲んでないよ。中出しされたら、普通に妊娠する。お兄ちゃんがここに精液を注ぎ込んだら、その精子で私は受精するんだよ」

　美優は俺から見えない体勢になっているのをいいことに、精液の注ぎ口を両手で広げて、俺の挿入を催促してきた。妹がエロすぎて、問答無用で生のままペニスを挿入したくなる。理性もかなりグラついていた。

「なら、今日は、安全日とか……？」

　安全日だからといって、避妊もなしにセックスをする気にはならないけれど、せめて生理の予定日が近いのであれば、まだ考えられる範疇にはあった。この一回にかけるにしても、妊娠の可能性が限りなく低い日であればと。そう考えていた俺に美優が生理周期を管理するアプリを見せてくれた。

　今日の美優の体は、危険日のど真ん中。ちょうど排卵予定日の二日前だった。完全に、調整された、妊娠をするためのセックスデーに、俺は中出しを望まれていた。

「妊娠は、たとえ妹じゃなくても、躊躇するというか……」

　さすがにここまでくると、もう兄妹だからどうという問題ではなくなる。それはさすがの美優もわかっていたようで、

「ピルは、今飲んでないだけ」

　事後用の、いわゆるアフターピルの用意があることを、美優はベッド脇に置いていた小ケースから薬を俺に見せて教えてくれた。そんな物の用意があるなら、もっと真っ当な避妊をすればいいのにと、そう俺が考えることも美優は織り込み済みだったのだ。

　今日まで俺にオナ禁をさせてまで美優が確かめたかったのは、俺が兄妹でのエッチに忌避感を覚えるかどうかでも、俺が理性的に美優を止められるかどうかでもない。ただ『興奮するから』という理由だけで、妊娠スレスレの中出しセックスをすることを受け入れられるのか、それを試されているのだ。

　人の在り方として、完全に誤った行為を望んでいる。でも、それは今日じゃなくても同じなのだ。俺と美優はこれからも気持ちいいことをするために、色んな場所で色んなエッチをする。特に美優は、俺の精液が飲めるとなったらエッチに夢中になってしまうから、本番をするようになった俺たちには、その課題を乗り越えるための経験と、もしものときへの覚悟が常に必要になる。そしてそれは、俺が行為に及ぶということにこそ意味があった。

「お兄ちゃんに孕まされたら、私はその子を大事にしたいし。それを前提にして、デキないようにエッチはしていきたい。だから、お兄ちゃんがここまでしてくれるなら、私は今後もずっと安心できるの」

　ピルなしでの中出しをして、快楽目的でセックスに溺れて、その後に妊娠して子を生むことになろうと、ずっとエッチだけをし続けることになろうと、そのどちらもを望む美優という妹のすべての、美優が俺に託した望みだった。

　兄として、それは間違っていると、諭して正してやるのが普通なんだろうと思う。でも、きっと美優が俺との未来を選んだのは、この瞬間の俺の答えに、望みを見いだしたからなんだ。

「四日も溜めさせたんだから、エッチが終わったらピルはすぐに飲むんだぞ」

「えへへ。はい。了解です」

　美優は俺の回答に、大満足の様子だった。文句なしの満点回答だったろう。笑顔になった美優が可愛くて、勃起がさらに膨らんでしまった。

「なら、美優の処女、俺がもらうからな」

　俺は剛直を美優の狭い膣穴に突き立てて、お互いに先端までしか経験のなかった性器の交わりを奥へと押し進めていく。挿入が深くなるほどに、ミチッと肉の拡がる音がするようで、陰茎の半分が入る頃には、美優の愛液が薄紅色に変わっていた。

「美優のナカ…………キツい……!!」

「いっ……たっ……ひっ、い、痛いっ……!!」

　俺は快感のあまりに射精しそうになるのを堪え、美優は初めて挿入される痛みに悶絶して、お互いに顔を歪ませる。初めて美優とエッチをしたあの日から、ペニスは二回りほども肥大していて、いつだかは冗談のように「私の体の小ささを考えて」と言われてはいたが、こんなにも美優の膣が狭いなんて。

「美優。かなり痛そうだけど、まだできそうか？」

「うん……最初はお股が裂けるかと思ったけど、その……遥との色々で、思ってたよりはほぐれてたみたい……」

「そ、そうか」

「うぅ……こんな状況で、浮気の報告みたいで申し訳ないけど……挿れてもらったのはお兄ちゃんが初めてだから、許して……」

　別に美優が遥とどんなエッチをしていようが構わなかった。むしろその経験があったからこそ、俺たちはこの模擬的な子作り体験を続けられる。

　俺はゆっくりと、一秒に数ミリを動かすぐらいのストロークで、美優の膣をほぐしていった。それは美優の痛みを緩和するためにも必要だったのだが、なによりも俺がもうイッてしまいそうで、それを我慢するためにも微小な動きにするしかなかった。

　山本さんの生膣はトロトロで優しく肉棒を包み込んでくれる感覚だったけど、美優のはとにかくキツい。これでもかと陰茎を締め上げてくる。ひと擦りするたびに、膣壁にある肉ヒダのすべてがカリ首に絡みついてきて、その微細な突起の一つ一つが感じ取れるようですらあった。

「ああっ……気持ちいいっ……！　美優の膣内、最高だよ……これから、ずっと生でやりたいかも……！」

「ふぅ、っ、んっ……わた、しも……普通のピル、飲むつもりだから……っ……ふあっ、あっ、んあっ……ふぅっ、うぐっ……ああっ……夏休み、いっぱいセックスしよ……っ！」

　美優も快楽に腹筋をビクつかせながら、たぶん半分ぐらいはもうイッていて、それでも俺の腕を掴んできちんと目を見てくれていた。

　俺と美優は両想いで、恋人ではなく兄妹として愛し合っていて、今日の初体験が済んだら、様々な場所に旅行して、その先々の宿や露天施設で中出しをしまくるんだ。

　不純に極まって、日々を真っ当に生きている人からしたら、俺たちのやっていることは人として許されないほどの罪深い行いだろう。それでも、俺たちが人生で求める快楽はこれしかなくて、それは俺と美優がこの人生を生きる意味でもあった。

　だから、俺は美優が妊娠する体のままでも、中出しをする。

「美優っ……美優ぅっ……！　もう、射精したい……美優の中で出したい……！」

「いいよ、きて、お兄ちゃん……！　いっぱい、擦っていいからっ……っ、んはあっ……もうお兄ちゃんの、気持ちいいしかないからっ…………中で出して……っ！」

　美優の俺を求める声に、俺は正面から美優に覆いかぶさって、精子を出すための動物らしい動きで美優にペニスを擦りつけていった。ピストンに合わせて揺れる乳房の感触を肌に感じながら、俺が美優の穴に腰を打ちつけると、下りてきていた美優の子宮の入り口をゴリッと亀頭が抉えぐって、その衝撃に美優は体を跳ねさせてキュッと膣を締めながらイッた。それが俺が射精するための決定的な刺激になった。

「あああっ、ああっっ……美優、美優……っ!!　中に出すぞっ……生で精液を出すからな……美優ッッ!!」

「あぁひぁああっ、あああっ、お兄ちゃんッ……!!　中出し……きてぇええっっ!!」

「美優っ……ううぅああっ……ああっ……!!　出るっ……出るぅうぅうっ!!」

　どびゅどびゅびゅるるるっ、どぷっ、どぷっ、びゅるるるっ、びぐっびぐっ、びゅっ、びゅっ──!!

　美優の膣に挿入したままで、俺は快楽に陶酔しながら射精をした。完全に避妊なしの危険日の妹に、たっぷりと溜め込んだ精子を流し込んで、その事実にさえ快楽を覚えて俺は何秒もかけて射精をし続けた。美優の狭い膣ではそのすべてを受け止めることができず、引き抜かずとも圧で押し出されてきた精液がペニスの根元から漏れ出ていた。ほんのりと、ピンクの白濁液。それは俺が生セックスで美優の処女を奪った証だった。

「はぁ、はぁ、はぁ」

　美優は額に汗を浮かべて、目は虚ろに天井を見つめていた。絶頂の衝撃が凄まじくて、軽く放心しているようだ。

「美優。避妊なしで中出しするの、めちゃくちゃ気持ちよかったよ」

　正常位で覆いかぶさったまま、俺は美優の頭を撫でる。美優はせっかくだからなどと言っていたが、あのアルバムを見せたのも、こうして兄妹で交配に及ぶことがわかっていたから兄妹であることをわざと再認識させたのだ。

　そのほうが、セックスが気持ちよくなるから。だから、俺が伝えるべきことも、そのセックスの感想だけで充分だと思った。

「私も……気持ちよかった…………あー……今妊娠する体になってるんだ……どうしよ……興奮しすぎてヤバいかも……」

　美優は両手でお腹をさすって、俺の精子が泳ぎ始めている子宮を慈しむように、優しく撫でていた。危険日にピルも飲まずに実の兄に中出しをさせて、オスとメスがつがいとして必要になる地点はもう過ぎていた。あとは何もしなくても美優は孕む。それはお互いに確信していること。ついさっきまで処女だった妹は、数日後に排卵さえすれば、このたった一発の中出しで受精にまで至るのだ。

「幸せ……脳みそ溶けそう……」

「美優は俺の精子ほんと大好きだな」

「好きだよぉ……うぅ……飲むのも中出しされるのも好き……大好き……お兄ちゃんとこれからもずっとゴムしないでセックスしてたい……」

　美優は両手で顔を覆って、己の内から湧き出てくる欲求に悶えている。この妹もこの妹でどうしようもないブラコンだな。

「お兄ちゃん……どうしよう…………私……今日までずっと処女だったのに……非処女になっちゃった……」

　美優が不安げな目を俺に仰いでくる。

　俺が非処女にしたからな。もう美優は俺のものだ。

「責任は取るよ。美優がどうなっても、死ぬまでそばにいる」

「ほんと？　絶対だよ？　私には、お兄ちゃんしかいないんだからね」

　美優は腕を伸ばして、俺を誘い込んでくる。ピロートークも終わったので、俺の精力も回復したということだ。つまり、中出しセックスの二回目が始まるということ。

「この四日で溜めた分、まだ残ってるよね。全部出すまで終わらせないから」

「わかってるよ。最後まできっちりしような。そしたら、ピルを飲むんだぞ」

　美優は頷いて顔を綻ばせる。エッチのときだけデレデレになる妹が可愛い。

「ただね、さっきは痛くないって言ったけど、今になってヒリヒリしてきたから、出し入れされたらツラいかも」

「そうか。まあ、初体験だし、仕方ないと思うよ、それは」

　むしろよくあそこまで激しくやらせてもらえたものだ。しかし、もうさっきみたいな出し入れはできないとなると、別の手段で体を興奮させるしかない。

「ピストン以外なら、美優のことを好きにしていい？」

「どうせおっぱいを好きにしたいって言うんでしょ」

　さすがは俺の妹。兄の言いたいことをよくわかっている。

「本当は恥ずかしいから断るところだけど。今日に限ってはそれしかないから、好きなようにさせてあげる。……吸ったりしていいのは本当に今日だけだからね」

「わかってる、もう我慢できないから吸うよ……んっ……ちゅっ、ぶっ……はぁ……美優っ……」

「う、ううっ……んんンッ……!!　あっ、そんな、急に、あっ、ああっ……!!」

　乳首を軽く吸っただけで、美優の膣がキュンと締まった。膣のほうもだいぶほぐされていたが、こちらも遥にだいぶ開発されていたらしい。俺は以前のフェラのお返しにと、舌先だけで美優の乳首を舐め倒して、俺とのセックスに興奮して勃起しっぱなしだった乳首は、コリコリと弾力のある感触になっていた。

「あっぐっ……舐め方、やらしいっ……んっ、ふぅうっ、ううっ……!!」

　乳首を舐めても吸っても美優が感じてくれる。美優のことを責める側になったのもつい最近のことだから、快感に漏らす声を聞いているだけで陰茎がピクついてしまう。

「はあ、ああっ……美優のおっぱい……美味しい……っあ、あっ、んちゅっ……」

「んんんんんんっ……ふぅああっ、しつこく舐めすぎっ、あっ、あっ……乳首に味なんて、ないでしょうが……あっ、あっ……」

「するよ……ミルクみたいな甘い味が…………はぁ、あぁ……美優……乳首を吸ってると、美味しいよ……ずっとしゃぶってたい……あむっ……じゅるっ……」

「んああっ、あっ、だめっ、あっ、ナカの硬いのも、ビクビクしてるっ……!!」

　文句を言いながらも乳首だけでイッている美優は、片方の乳首だけをイジめられ続けているせいで、空いているほうが寂しくなってきたようだった。二の腕で舐められているのとは反対側の乳房を寄せ上げて、体をくねらせるようにして俺の視界に入れてくる。俺は要望されるままに、今度はそちらの乳首を吸って、逆サイドを揉みながら指で乳首をいじくり回すことにした。

「アッ、アッ、アッ……ああぁあっ……！　ひゅごっ、あっ、乳首、きもひっ……んんっ……あ、あ、ひ、イクっ、イク……んっ……また、っ、イッちゃう……!!」

　ビクンビクンと体を跳ねさせて、絶頂に海老反りする美優は、その分だけ乳首が突き出されて舐められることへの快感が相乗的に増していっているようだった。そんな美優が可愛くて、俺は二回目の射精の準備がもうできてしまっていた。ピクつく陰茎が、美優の膣穴をわずかにだけ広げて、それがまた美優を気持ちよくさせている。

「あぐっ……イクッ……うっ…………お兄ちゃんも……きてぇっ……!!」

「んちゅっ、はぁ……美優、いいよ、また射精してやるからな……俺の精子、いっぱい受け取ってくれ……！」

　たゆんたゆんと絶頂に揺れる胸を揉みしだいて、美優の子宮口にペニスの先端を押しつけるような動きの少ないピストンだけをしながら、俺は射精に向けて一気に興奮を高めていった。

「美優……もう出るッ……子宮に直接出すぞっ…………!!」

「ふぁ、っ、あああっ……精液、どくんどくんって、きてる……また、ナカで出されてるのぉっ……ああっ、んぐぁあっっ……!!」

　美優は子宮で俺の射精を感じて、子宮口と至近距離で射精されて意識がトぶほどの絶頂に至り、ついにはその体をぐったりとさせた。無避妊セックスのあまりの気持ちよさに、俺もこの二回の射精でもうほとんどの精子を出しきってしまっている。

「あー……ううー……あたま真っ白になってる……はあ……」

「美優。好きだよ。愛してる」

「ふえっ!?　わっ、びっくりした……」

　美優は水でもかけられたみたいに、目をぱっちりさせて驚いていた。いつか一緒に寝たときにも言ったセリフ。でも、今度はフリじゃなくて、本心からの想いだった。

　最初に言ったあれも、本気ではあったんだけどな。

「美優のこと、本気で好きなんだ。エッチしてくれるから好きっていうのは、それは間違いない一つの理由だけど。この数ヶ月で知った美優の色んなことが、そう思わせてるのは信じてほしい。美優の全部が好きなんだ」

「わっ、わかった、わかったってば。こんなときに、ズルいって」

　美優は照れて顔をそむけて、上向いていく口角を制御できなくなっているようだった。好きだと言われてニヤニヤして、こんな美優の姿は想像もしなかったな。

「私もね、お兄ちゃんのこと、好きだよ」

　美優はまっすぐに俺を見つめて、そう口にした。

「お兄ちゃんをお兄ちゃんとして好きなこの感情は、普通のカップルで想い合ってる好きなんかには絶対に負けないぐらいの好きだから。どんなことがあっても、お兄ちゃんには私だけを一番に愛してほしい。私は、何があっても、それに応えるよ」
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　両腕が引っ張られて、また胸がくっつくぐらいに、顔の距離が縮まる。美優は想いを語るその勢いのままに、ずっと隠していた本心を俺に打ち明けた。

「お兄ちゃんが私を選んでくれて、本当に嬉しかった。奏さんはお兄ちゃんから告白されてたら、絶対にオッケーしてたし。そうしたほうがお兄ちゃんにとって世間体もよくて、親戚にも友達にも胸を張って紹介できたはずだから」

　不純極まりない想いを抱え続けて、美優は俺以上にその体質に悩む日々を過ごしてきた。幼少の頃から男嫌いが加速して、兄や同性という遺伝子的に親しい者しか愛せない体質は、根っこが純情な女の子である美優からしたらさぞツラいものだっただろう。ここに至るまでの長い回り道は、美優が俺との関係に自信を持つために、必要な過程だったのかもしれない。

「美優…………んっ……」

　唇が重なって、俺から始めたはずのキスは、堪え性のない美優から舌をねじ込まれて、すぐにウェットな舌の絡め合いになった。お互いの裸を抱きしめて、呼吸が苦しくなるほどの熱烈な接吻に、ペニスは勃起して、体は自然と動いていた。

「んっ……んんっ……！」

　どちらからともなく熱い吐息が漏れて、三度目のセックスに、快感が高まっていく。燃えるような劣情に、肌から伝わってくる体温は、穏やかな温かさだった。舌を伸ばして、歯茎をなぞり、口蓋を舐めて、唾液を送り合う。性行為をすることなんかよりもずっと背徳的な、兄妹でのキスによる愛の確かめ合いに、俺と美優は夢中になった。

　美優を好きだと思う気持ちが精液を汲み上げて、射精への準備を進めていく。美優は、もうイッていた。俺とのキスで、舌を入れられるたびに、ビクビクと体を震わせて何度もイッている。

　そんな美優が可愛くて、俺は最後に好きの言葉の代わりに、美優の膣内で射精をした。時間を忘れるほどのキスの中で、もう何回目だかわからないほどの精液を、数分おきに出し続けていた。

「んちゅっ…………ちゅぶっ…………はあ、ふあぁ……」

　失神しそうなぐらい酸素不足になるまで、俺と美優はキスを続けていた。キスをしながら中出しをしまくって、気づいたらベッドのシーツが赤みを帯びたシミでびしょびしょになるほど、美優の膣からおびただしい量の精液が漏れていた。

「さすがに、もう飲まないとマズいな」

「んふっ。そうだね。初体験でやりすぎちゃった」

　美優の表情はすっかり蕩けていて、初体験の思い出としては、大満足のようだった。それから俺は美優にピルを飲ませて、部屋を移って、二人で裸のまま眠りについた。

　──夏休みが明けて、俺と美優は揃ってベッドの縁に座り、黙々とシャツのボタンを留めていた。朝ごはんを食べるときには二人とも着替えまでを済ませていたのだが、出かける支度をしていたらムラムラしてきて、美優に軽くパイズリフェラで抜いてもらった。

「朝からいっぱい出して。学校の前は精液は飲ませないでって言ったじゃん。授業中にエッチなことしか考えられなくなっちゃうんだから」

「俺はおっぱいの中で射精させてくれればいいって言っただろ。それなのに、射精するって言っても美優がいつまでも口を離さないから」

「それは、体にニオイがついたら困るし。咥えさせられたら、飲みたくなるもん」

　美優の体質は相変わらずで、口に出されるにしても、膣内に出されるにしても、俺の精液が大好きで体外射精することをなかなかさせてもらえない。別にしたい欲求があるわけではないのだが、美優は俺の精液を飲むと性欲で頭がおかしくなるので、出かける前は飲精を避けるべきなのだ。

　あの生セックスのあと、美優は妊娠することはなくて、それからは低容量のピルの服用を始めて、無事に中出ししまくりのセックスバケーションを満喫した。夏休みの宿題とバイト以外は、ほとんど美優とセックスをしていたと思う。客室露天風呂で喘ぎ声を抑えながらする中出しセックスは最高だった。

「学校も始まったんだから、しばらくはお勉強週間だよ。来年は受験生なんだから」

「美優だって今年受験だろ」

「私はもう受験勉強なんて終わってるからいいの。お兄ちゃんは大学に進学するなら、ちゃんとしたところに行かないとね。お互いの将来のために」

　美優と俺はいつか大人になって、この家を出て、自立していく。学歴が絶対だとは思っていないが、何事にもリスクは少ないほうがいい。それに、美優は気にしていないようだけど、俺のステータスはできるだけ高めておいたほうが、美優の世間体もいいはずだしな。

「美優と一緒に勉強をするとなったら、エッチな気分にならない工夫が必要だな」

「その対策は必須ですね。まあいざとなったら例の家庭教師を呼ぶこともやぶさかではないので、おいおい考えていきましょう」

「……いいの？」

「……まあ。お兄ちゃんのお嫁さんは私だし」

　美優は誇らしげにしながらも、気恥ずかしそうだった。エッチをしていないときの美優はまだドライなままなのだが、最近ではこうしてたまにデレてくれるようになったので、俺はそれで満足している。というよりむしろこのギャップがたまらない。

　山本さんとはあれからも仲良くしている。たまに美優と二人で買い物に行っていたり、俺も美優との恋の悩みがあると相談に乗ってもらっていたりする。しかし、あのエロスの化身みたいな人を部屋に呼んだりしたら、また三人まとめてエッチをすることにもなりかねない気がした。

　美優は、それでも構わないと言った。血の繋がった兄妹という、法律上は結ばれることのできない関係を選ぶことを決めた俺たちにとって、男女一組にこだわって一生を終えるという筋道は、もはや理想でも常識でもない世間のルールだ。……とのことで、三人でのプレイにも理解が芽生えたらしい。俺にはよくわからない。巨乳の二人に挟まれるのはこの上なく幸せだが。

「──いってきます」

　二人で声を揃えて、仲良く玄関を出ていく。ラブラブとお互いに熱い視線で見つめ合って、手を繋いで歩くのは、家の前にある道路に出るところまで。

　それが俺たちにとって、一番に心地のいい距離感で。俺たちは兄と妹として、あくまでもこれまでと変わらない、ごく普通の生活を過ごしていく。

　腕が触れ合うほどでもない近さで並んで歩いて、お互いの通学路が分かれる交差点で、手を振ることもなく「いってらっしゃい」の挨拶だけで別々に歩き出すのだ。

　そして、それぞれの道を行きながら、俺たちは離れてすぐに考え始める。学校から帰宅してからのことを。どっちが先に家について、いつご飯を食べて、何時間を勉強に使うのかとか。両親が帰ってくる前に、こっそり二人でお風呂に入りたいとか、そこでイチャイチャしたら、ベッドに入って、どんなエッチをしようとか。

　体は離れていても、俺たちは同じ心を共有する生き物みたいに、いつも二人で過ごす日々のことを考えていた。毎日を同じように繰り返すその日々の中で、俺と美優は何度も体を重ねて、数えきれないほどのセックスをしてきたのに、いつしか互いを想う気持ちは次のエッチへと向いている。その妄想が、俺の性欲の原動力になっていた。どんなエッチをしても、どんな美優の側面を見ても、飽きることがない。

　そんな俺の妹が、人生で最高のオカズだった。
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あとがき




　美優とお兄ちゃんは兄妹として結ばれてからも幸せに暮らしていきます。ずっと今の調子でイチャイチャらぶらぶしながら、やがて二人の子を授かります。

　その過程では、美優と兄は両親や友人たちに祝福されて式を挙げ、美優の体質によりお互いが本気で子供を望まないと妊娠しないと確信に至り、その夜から本当に避妊をしない子作りを始めて家でも旅行先でも素のままの裸で愛し合います。




　レーベルフェアの番外編で軽く触れていますが、美優は兄と同じ高校に入り、そこでお兄ちゃんと楽しい思い出をたくさん作ってからは、服飾系の大学で資格を取れるだけ取って仕事をしながら独立の道を歩みます。兄は受験を頑張ってトップの大学へと進学し、サークルでちゃっかりとモテたりなんかしながら、一人暮らしをしている部屋で通い妻となった妹に料理を作ってもらったり、溜まったものを処理してもらったりする相変わらず罪深い生活を送っていきます。




　本作ではチラとしか姿を現さなかった由佳と佐知子と遥も、保育士さんをやったり、付き合ってもいない男に貢がれまくったり、美少女だらけの会社を立ち上げたりと、それぞれにらしい人生が待っています。

　山本さんは、大人になってからは自分の能力を素直に認められるようになって、モデルをやったりニュースキャスターをやったりして、華々しく日々を過ごしていきます。美優とお兄ちゃんとの関係はその間にも続いて、最後には山本さんも、幸せな家庭を持つことになります。




　購入特典のＳＳでも触れた通り、本作では美優とも山本さんとも完全に両想いになる関係にまでは至っていません。兄妹としても友達としても恋人としても曖昧な関係のまま、それでも三人は好き同士で日常をイチャましく過ごして、お互いを男女として心から愛し合えるまでの過程は本作の元となった電子書籍側で描かれていきます。こちらはＷＥＢ掲載から各巻で数万字ずつを加筆して、先述の美優との結婚後や大人になった山本さんとのやり取りまでを描いていく予定です。




　電子書籍版でも表現しきれなかった部分は漫画版にて補足がなされ、この物語はすべてを伝えてから完結します。もしよろしければその最後までを見ていただけたら、著作者として嬉しい限りです。
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